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序

　近年農地の効率的利用を図るための土地改良事業が大きな規模で進められています。導のような

開発事業と埋蔵文化財の保存という事は常に難しい問題を含んでおり．前橋市教育委員会において

も，文化財保護という立場から，この問題に取り組み，両者の調整に努力しております。』

　ここに報告する富田遺跡群発掘調査，西大室遺跡群発掘調査についても昭和54年度から実施さ

れ，今年度で3年目となる長期にわたる事業であります。なお富田は，今年度をもって土地改良が

完結しましたので発掘調査も終了となりますQ

・調査の結果，富田遺跡群では，古墳および古墳時代から平安時代の竪穴住居，中世女堀遺構，西

大室遺跡群では，弥生時代から平安時代の各時代にわたる竪穴住居，周溝墓，古墳，中世の墓墳と

城跡等，　これらの地域の歴史を解明していくにあたって貴重な資料が数多く得られました。ここに

その成果の一端を報告いたします。

　この調査を実施するにあたり，終始御協力いただいた農政部土地改良課，富田南部土地改良区，

西大室土地改良区の方々，また酷暑，酷寒の中で直接発掘作業に携わった調査担当者，作業員，の

方々に対して厚くお礼申し上げます。

昭和57年3月31日

前橋市教育委員会

　教育長金　　井 博 之



例 昌
目

1．　本書は，前橋市土地改良事業実施地区（富田南部，西大室）内の埋蔵文化財発掘調査について

　の概報である。

2．　調査主体は，前橋市教育委員会，前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。

3．　調査担当者および調査期間等

　Q富田遺跡群

　所在地前橋市富田町東原775の1他

　調査期間　昭和56年4月17日～昭和56年6月2日

　担当者前原照子，松村親樹，江部和彦，入内島裕美

　調査面積　4．500雇

　Q西大室遺跡群（土地改良事業第1工区内と第2工区内に分かれ，後者を以下梅の木地区とす

　　る）

　所在地前橋市西大室町北山1918の6他，西大室町梅の木2544他（梅の木地区）

　調査期間　昭和56年6月15日～昭和56年1月9日

　担当者　前原　照子，松村　親樹，江部　和彦，入内島　裕美

　　　　　木部　日出雄，岸田　治男，鵤木　晋一（梅の木地区）

　調査面積　77，500㎡（第1工区7．5hα，第2工区0．25肱）

4．　本書の執筆は担当者が分担し，遺物整理，図面整理，図版作製，遺物写真等は担当者および整

　理作業員が分担した。

5．発掘調査にあたっては，地元を中心とした多勢の発掘作業員の方々の協力があった。

6．　本調査における出土遺物，実測図，写真等は一括して前橋市教育委員会で保管している。



富田遺跡群
1概 説

赤城山南麓は，長くのびる裾野を開析して谷が入り込み，多くの舌状台地が発達している。荒砥

川と桃の木川間の赤城山麓がほぽ平坦地に移行する先端も，標高100鵬前後で，周辺の水田と比高

10篇以内の低い舌状台地が3本形成されている。

前橋市富田町の集落は，その3本のうち，荒砥川に接する東側の台地上を南北に通る道路沿いに

連なっている。

第1次調査ではr上毛古墳綜覧」荒砥344号墳のおとうか山古墳がr渡り」を持つ幅3．5椛程の堀

のある径29？πの円墳であることと同古墳から700鵬程南に，　1基のみ河原石を使用した竪穴式で他

は削平されて主体部の残らない径11伽～28鵠の円墳7基の存在が確認された。その他縄文前期の土

器を伴う竪穴住居跡1軒，奈良平安期の竪穴住居跡8軒が古墳に近接して検出された。さらに古墳

鵠撫麟・難撫欝饗搬嚢　一

、難麟欝／縛1一窯ご．鱗遙，

（挿図1の説明）

1御殿山古墳

2　荒砥348号墳

3大塚古墳
4　高石遺跡

5　おとうか山古墳

6大道古墳
7小塚古墳
8第1次調査地

9第2次調査地
10諏訪西遺跡

11少将塚古墳

12女堀遺跡

13大泉坊遺跡

14権現山古墳

15大道古墳B

16大道古墳A

17前原遺跡

18前田遺跡

19宮田遺跡

20東原遺跡

21今井城遺跡

22木瀬6号墳

23木瀬7号墳

24今井神社古墳

挿図1　周辺の遺跡分布図（1ご25，000）

　　　　　　　　　　　一1一



を切って中世古墓群が検出され骨蔵器，板碑が多数出土した。第2次調査では，第1次調査地点よ

り南西100糀程離れ富田の丘陵南端に近い地点で，弥生時代から平安時代に及ぶ竪穴住居70軒が検

出された。

　弥生時代に属する3軒の住居跡からは，樽式土器の範疇に入る甕・壷・高杯等が出土し，古墳時

代の住居跡は6世紀後半から7世紀にかけて，　8軒が検出された。奈良・平安時代の住居跡は57軒

で時期は，奈良時代から平安時代まで連続して下限は10世紀代と考えられる。

　今回第3次調査は，おとうか山古墳と7基の古墳群の中間地点と同古墳群の西側に隣接した部分

と富田の丘陵南端のさらに南の水田部分であり，　この調査をもって富田遺跡群の調査を終了する。

　前橋市教育委員会の調査以外でこの富田の丘陵を見れば，縄文時代早・前・中・後期の土器片が

多数散布している。またr上毛古墳綜覧」では21基の古墳が記録されている。　（このうち3基は前

出の7基の中に含まれる。）丘陵先端部の終った地点には中世女堀遺構が比較的よく残っている。

鎌倉・戦国時代の遺跡，遺物としても正法院境内にある阿弥陀三尊のほか板碑・宝塔等仏教にかか

わる遺物も多い。これらのこと

および第1次・2次の調査結果

から，この富田の丘陵は，縄文

時代から現代まで，ほぽ間断な

く人々の生活の営みが続いてい

たと考えられる。

　富田町の周辺では，縄文時代

の遺跡として，後期前半に属す

ると思われる筑井遺跡が発掘調

査された記録があり，弥生時代

の遺跡としては，富田とは荒砥

川の対岸南東方向で荒口前原遺

跡が，発掘調査されており，3

世紀初頭に比定される壷，甕等

の良好な資料を持った竪穴住居

跡が検出されている。古墳時代

の遺跡としては，新屋遺跡で，

石田川土器を伴う住居跡が，奈

良・平安時代では，寺畑・諏訪

西・前田・荒子小学校々庭・荒

砥保育所の各遺跡で竪穴住居跡

が調査されている。

　　　　　　挿図2　調　査　区　位　置　図

　　　　鍵犠鰹シ終疑瀕

難撃嶽鶴、二襟鶏
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　　1　発掘調査の概要

　調査面積4，500㎡は5地区に分散しており，南から北へ，A・耳・C・D・E区とした。

　A区は，道水路部分にトレンチを入れ女堀遺構を地層断面で確認した。B区は第2次調査区域に

隣接しており，古墳時代後期1軒，奈良時代後半1軒の竪穴住居跡を検出した。C・D区は，道水

路部分でC区は東西，D区は南北に長く，かぎの手に続いており，やはり第2次調査区域に隣接し

ている。C・D区からぽ，周堀のみの円墳2基と，偏平な河原石で組まれた竪穴式の主体部を持つ

円墳1基，奈良時代3軒，平安時代2軒の竪穴住居跡が検出された。E区は2，500㎡程の広さをも

ち，第2次調査のおとうか山古墳南50伽程にあり，南北に並ぶように3基の円墳が周堀のみ残して

検出された。その他この地区からは，平安時代の竪穴住居跡1軒，ピット，縄文ピット，溝，道な

どが検出されたQ

　A区を除いて，いずれも耕作等により削平と擁乱が進んでいたり，調査区域の関係で，部分的な

検出となり，完全な遺構像はつかめなかった。遺物は，C・D区の周堀のみの古墳の周堀内から

は，土師器壷と杯，土師器壷と腕がそれぞれ出土し，竪穴式の主体部のある古墳からの出土はなか

った。E区3基の古墳周堀からは，埴輪が，円筒，形象を問わず，比較的細かく割れた状態で出土

した。竪穴住居跡からは，土師器甕，杯が主体であり，器種，数とも出土は少なかった。

　1．　遺構及び遺物

　　イ　遺構数

　　　古墳6基・竪穴住居6軒（古墳時代1，奈良時代3，平安時代2），女堀遺構1か所

　　その他　（溝7，道1，ピット12，縄文ピット2，井戸1）

　　ロ　遺物量

　　古墳にかかわるもの　埴輸（円筒，形象）土師壷　パン箱26箱

　　住居にかかわるもの　土器，石製品　パン箱4箱

　2．　発掘調査の経過

4．17

4．18

4．20

4．22

4．24

4．25

4．30

5．1

5．6

5．8

5．11

機械搬入，A・B区試掘区設定，表土はぎ　　　5．21

B区住居跡確認，1・2号住居排土　　　　　　5．22

C・D区抜根，試掘区設定　　　　　　　　　　5。26

E区試掘区設定，排土開始

古墳周堀確認，C区3号住居排土開始　　　　　5．27

D区遺構確認，排土開始

D区東原11号墳範囲確認　　　　　　　　　　5．28

A区全体実測開始

A区女堀完了，B区全体実測開始　　　　　　　5．29

B区完了　　　　　　　　　　　　　　　6，1

D区東原11号墳主体部断面実測　　　　　　　6．2

C区遺構実測

C・D区全体実測，E区荒砥村第342号実測

E区荒砥村第341号，東原10号墳実測

C区完了，D区東原11号墳主体部写真

E区溝i状遺構写真

C区全体写真一C区完了

D区全体写真

C・D区P　i　t群全体写真

B・E区全体写真

遺物洗浄開始

D・E区完了

遺物洗浄，残務整理
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3。住居跡
挿図4

1・2号住居跡

2号驚欝
　　　11　勘

　　　　　　5　　　　9
　　　　8！9

1A

　茶褐色土層（焼土粒、ローム粒
若干の浮石含む）

　茶褐色土層（1層に比べ焼土粒
の径が大、黒色土混入）
　黒色土層（灰色粘質土、焼土ブ
ロック含む）

　赤褐色土層（焼土層、灰色粘質
土含む）

　赤褐色土層（4層に比べ、赤味
増す、やや粘性あり）

　黒褐色土層（ロームブロック含
む）

　焼土ブロックと灰色を帯びた粘
質土の混土層。

　茶褐色土と焼土ブロックの混土
層（赤味強く、しまりあり）
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塁響馴騰　　B区はこの二つの住居跡の他，遺構は検出されなかった。1号住

　　　居は東西が長い長方形で南壁が後世の溝によってわずかに切られて

　　　いる。耕作のため床面は凸凹が目だち，壁の立ち上がりも西壁が11

　　　㎝，東壁が20cηと全体に浅い。竈は東壁中央部にあり，煙道がわず

　　　か壁外に出ている。袖は灰色粘質土で構築され，内部には支石があ

　　　る。貯蔵穴は竈の東南に接して，深さ29cπ，幅35cπ程の隅丸方形で

　　　あるが，長さは溝のため確認できない。中に長胴甕があった。北西

　　　隅に堀り込みがあり柱穴は認められない。2号住居は，床面が1号

　　　住居よりさらに20㎝前後高く，耕作のため，ほとんど撹乱を受けて

　　　いて，貯蔵穴と白色粘土，焼土散乱範囲から推定される竈跡から住

　　　居南東隅が想定されるのみに留まる。

図版1　遺　構　写　真
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10㎝

1　2号住居跡出土遺物一覧表

番号

1

2

3

4

器　種

土師器
　甕
土師器
　腕
土師器圷，高圷？

土師器
　甕

　，土師器5　　　圷

6

7

8

土師器
　圷

土師器
　圷

土師器
　圷

法量（o舵）

口径23．0

口径13，6
器高　6．8

口径16．4

口径22．6
底径　3．5
器高32．7

口径11．0
器高　3．6

口径17．1
器高　3．8

口径11．5
器高　3，5

口径14．8
器高　4．5

技　　法　　等
口縁部横ナデ，胴部縦もしくは斜
方向ヘラ削り

口縁部横ナデ，底部ヘラ削りと推
定されるが，器面荒れて不明瞭
口縁部横ナデ，床部不定方向ヘラ
削り，内部ナテ
口縁部横ナデ，胴部上半横方向ヘ
ラ削り，中～下半斜もしくは縦方
向ヘラ削り

口縁部横ナデ，周辺部横ヘラ削り
後中央部一定方向ヘラ削り

口縁部横ナデ，底部不定方向ヘラ
削り，器面荒れており技法等不明
瞭
口縁部横ナデ，周辺部横ヘラ削り
後，中央部一定方向ヘラ削り，内
部にヘラ状工具でナデた痕跡有り
口縁部横ナデ，底部不定方向ヘラ
削り，内部丁寧なナデ，胴部に指
圧痕有り

胎　土
石英，砂粒
含有

小粒子含有

石英含有

砂粒含有

砂粒含有

砂粒含有

雲母含有

若干の砂粒
含有

備 考

色調茶赤褐色，焼成良好，
80％残
色調黒褐色，一部淡褐色，
焼成普通，80％残，雑な作り

色調明褐色，焼成良好，
60％残
色調淡茶褐色，焼成良好，
90％残，全体に薄手，歪み
有り

色調淡褐色，口唇部一部火
を受ける

色調淡褐色，底部火を受け
る，焼成良好，完形
歪みあり全体に雑な作り

色調淡褐色，焼成良好，
完形

色調暗褐色，，焼成良好，
80％残，全体に丁寧な作り

一5一



番号

9

10

11

器種
土師器
　圷

土師器
　圷

須恵器
高台付圷

法量（c舵）

口径11．8
器高3．4

口径13．2
器高4．1

口径17．6
高台径11．9

器高4．5

技　法　等
口縁部横ナデ，周辺部横ヘラ削り
後，中央部一定方向ヘラ 削り，

内部やや雑なナデ
口縁部横ナデ，周辺部横ヘラ削り
後中央部一定方向ヘラ削り，内部
にヘラ先で傷つけた痕跡有り
右回転・ク・整形，底部切り離し
はヘラ切り後，回転ヘラ調整，体
部ロクロナテ

胎 土

少量の砂粒
含有

竪　緻

若干の砂粒
含有

備 考

色調淡褐色，焼成良好，55
％残

色調燈明褐色，焼成良好，
90％残，器肉が部分的に薄
い

色調白灰色，焼成良好，
完形，高台は形のみで実際
的な役割を果たさず

Nα1～3は1号住居跡出土遺物，M4～11は2号住居跡出土遺物

1

10

4

7

2

6

8

11

図版2　1・2号住居跡出土遺物

竪穴住居跡遺構一覧表
住
居
番
号

1

2

3

4

5

6

形　状
壁走向

長方形N－4。一W（東）

長方形
　9

　？N－2。二W（西）

　9N－32。LE（東）

　？N－66。」E（南）

長方形？
N－11。一El東）

規模（π）
（長壁×短壁）
壁高（c寵）

4．4×3．25

　？
？

ウ

9
30

2，3×？
19

9
18

4．2？×3．1？

　12？

床面積
（初）

14．3

か　ま　ど

位置磁あ
魁南寄『徹

9 東壁南寄？粘土？

9

？

？

13？

（痕）

北壁中央？

東壁南寄

？

東壁南寄
　（痕）

9

60

袖石
23

9

袖石
？

周

溝

柱

穴

×O（1）？

9

O
（一部）

×

×

×

？

9

9

9

9

貯
蔵
穴

9

O（1）

9

O（1）

？

9

備　　考

本　文　参照

本　文　参照
北西コーナーのみ確認。
周溝は西壁から北壁のか
まど袖部まで続く。

東半分のみ確認。かまど
付近から南東隅にかけて
固い床面。貯蔵穴は浅
いo

南西コーナーのみ確認。
中央部東寄り付近に一部
固い床面。

かく乱をうけており，掘
り方は凸凹で規模等は推
定。固くしまった床面と
思われる部分が点在して
いる。

重複
関係

回→2

1→囮

／

／
／

Q住居の壁走向は南北線を基準とした。

Q規模は壁の下端を計測した。

o壁高は遺構確認面からの最深値を計測した。

oかまどの幅は袖部の内径を計測した。

4．古　墳
東原11号墳

D区北端に位置する小円墳。墳丘盛土はほとんど削平されていたが，主体部の石組と周堀が保存

されていた。耕作により上部は削り取られているので古墳構築当時の地表面ははっきりしないが，

一6一



現状で耕作土層直下のほとんど浮石を含まない黒色土北長壁1南瑚東劉西短壁1深さ

層をローム層まで約伽～40c湘り込んで「掘り方」17訓17呵．45伽14・・％？127・筋（残）

と・している。規模は東西3．9鵠，南北2．5伽。主体部は

周堀円周のほぼ中心にあり，主軸をN－117。一Eにとる。各部の寸法は上記のとおりQ

　右室は南北長壁を扁平な河原石を現状で3段に横積みにして構築しており，東短壁（縦36磁×横

45c彿×厚さ13c勉）と西短壁（縦48cπ×横63伽×厚さ20cη）は共に1石でひら面を用いて構築されて

いる。床面は掘り込んだ地山面に粘土を厚さ6c勉～7cηに敷きつめ，その上に小さいもので直径

2㎝～3cη，大きいもので直径5cη～7㎝位の河原石を転石として厚さ10cη程に敷きつめている。

裏込めは根石裏側に小石，砂利等を詰め，更に白色粘土で根石から15伽～20cπの範囲を補強してい

る。そして外側をやや大振りの河原石で押えつけている。この主体部裏込めの石組の範囲は東西

総
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古墳周堀出土遺物一覧表（土器）

番号

1

2

3

4

器種

土師器
　壷

土師器
　塊

土師器
　壷

土師器
　圷

法量（o窺）

口径14．6
底径5．3
器高21．0

口径13．8
器高6．9

口径13．4
器高22．1

口径11．4
器高4．4

技　法　等
口縁部放射状研磨，頸部ナデ後
研磨，胴部上半ヘラ研磨，下半
ヘラ削り後，粗い研磨，底部ヘ
ラ削り，内面研磨
口縁部横ナデ，体・底部ヘラ削
り内面ナデ

口縁部横ナデ後放射状研磨，胴
部上半研磨，中央部ヘラ削り後
研磨，下半粗い研磨

口縁部丁寧な横ナデ，底部不定
方向ヘラ削り，内面ナデ

胎土
若干の砂粒
含有

小石・砂粒
含有

小石，雲母
砂粒含有

堅緻

備 考

色調茶褐色，部分的に赤味帯
びる。焼成良好，完形
東原8号墳周堀出土土

色調茶褐色，焼成良好，完形
東原8号墳周堀出土

色調赤茶褐色，焼成良好
完形，東原9号墳周堀出土

色調赤褐色，焼成良好，完形
全体に丁寧な作り
荒砥村第341号墳周堀出土

5 7 8 12

図版4　古墳周堀出土遺物
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［隙

13

15 16

図版5　古墳周堀出土遺物

古　　墳　　一 覧 表

古　墳

番　号

荒砥村

第341号

荒砥村

第342号

東　原

8号墳

東　原

9号墳

東　原

10号墳

東　原

11号墳

規 模

径（η乙）

約31
（推定）

1約21
（推定）

23．5？

27．8

約22
（推定）

10．5

周堀幅（糀）

5～6
（1．9～2．7）

2．5～3．5

（0，7～O．9）

上幅L5～2

（下幅0．9～1．1）

3
（0，6～1）

1，4～3．7

（0．5～1）

0．6～1

（0．3～0，4）

周堀東側半周を確認。周堀は南側にN－43。一Wの方向で推定幅5形程
の渡りがあり致状をしている。断面は平らな鍋底状を呈し，深さ約70～
80餓。墳丘盛土は南北地層断面にわずかに残っており，ニツ岳系軽石純
層直上に盛土がなされている事が判る。主体部については調査対象区域
西側にある，石宮所在地の地層断面にやはりニツ岳系軽石純層が認めら
れ，その直上に大量の河原石と大振りの石（45cπ×25磁）を含む層があ
ることから，ここが本古墳の主体部と思われる。葺石はなかったが周堀
から多量の埴輪が出土。　（挿図7－9，16等8－5，13等）

周堀のうち東側から南側へかけての約％周程を確認。周堀は逆台形を呈
し，底部付近の壁は直に掘り込まれ，底部は平らで，薬研堀り状になっ
ている。深さは遺構確認面より約75～80醜。墳丘は・一ム面まで削平さ
れているため詳細不明。主体部についても調査した範囲では確認できな
かった。葺石はなかったが，埴輪が少量出土。

周堀のうち南側と北東側の一部を確認。周堀は遺構確認面より深さ約25
餓。墳丘は・一ム面まで削平されているため，また主体部については古
墳中央部分が調査対象区域外になるため詳細不明。葺石，埴輪は確認さ
れなかったが，渡り立ち上り付近から遺物出土。　（挿図7－1，2）

周堀のうち北側と南東側の一部を確認。周堀は鍋底状を呈し，深さ約
85～90伽。墳丘は・一ム面まで削平されていて詳細不明。主体部につい
ては北側周堀から南へ5寵程の所に長方形の掘り込み（2．1形×1．5儒深
さ1．57π）が確認されているが，出土遺物はなく東壁下端に数個の石列
を認めるのみで，本古墳との直接的な関連を示す積極的資料は得られな
かった。葺石，植輪は認められなかったが，北側周堀底近くから遺物出
土。　（挿図7－3）

周堀東側半周を確認。周堀は南側で細くなり断面は鍋底状を呈し，深さ
約60～80c舵。墳丘は・一ム面まで削平されているため詳細不明。主体部
は墳丘中央よりやや南寄りに在り，石室床面に敷かれたと思われる転石
及びその下の白色粘土のみ確認。石室の規模は現状で南北2．5舵，東西
L2舵。葺石はなかったが，周堀から埴輪出土。

本 文 参 照
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　5。　その他の遺構

（1）女堀

　A区は，土地改良事業の道路施工部分にあたり，富田地区に残る女堀遺構の東，およそ100糀の

、地点にあたる水田の中にある。現地形では，西方の女堀遺構の北岸と連続しているように見える水

田との比高1篇程の段差を持ち東西にのびる馬入れの際から，それに直交するように，南北に，幅

1．5鵠長さ43伽のトレンチを入れ，東側の断面を観察することを中心とした調査を行った。深さは

湧水が何か所もあリトレンチ内の排水を行ないながら部分的に深く掘ったが遺構が完全に断面に出

る程は掘れずボーリング調査で補った。なおこのトレンチにほぼ平行して150篇東方に荒砥川が流

．れ，対岸南東方向に女堀遺構を見ることができる・

　最初の予想に反し馬入れからの落ち込みはなく，　トレンチ北端から14．2篇，地表からの深さ65cη

（標高94．5物）の地点（以上A点とする。）でほぼ30度の傾斜で南へ向く落ち込みが始まるまでは，

不連続な部分や畦状遺構と見られる部分もあるが，大局的には平行に近い堆積である。特にトレン

チ北端から2．5篇地点までは，現在の水路まで自然堆積と見られる地層である。A点より2伽南の

深さ2篇で落ち込みの底部と考えられる河原石の層に当たる。A点からさらに南へ24糀，深さ2鵬

の地点から，ほぼ40度の傾斜で立ち上がり，A点から25．3糀，深さ65㎝，標高94．5？ηの点（以下B

点とする）で再び水平な地層となるQ落ち込みの始まる（B点）層は，それより下の土が麗乱され

ブ・ック状になっていて掘削の際の排土と考えられる。その下一層おいて浅間B軽の純層が見られ

る。AB間の底の部分は，20伽×20cη×50η前後の大きさの河原石でありA点から13．8糀地点まで

は，A・B点（掘込みの上部）より1．5？π前後の深さであるが，その地点から急に落ち込み，2鴨

程の深さで4．5篇進み，再びゆるい傾斜で浅くなった後，部分的に，ピット状に深さ2．4篇の部分も

あり凸凹をくり返しながら南側立ち上がり地点に続く。AB間の様相を見ると，掘削後，堀の深さ

が1糀前後になるまで全面に水性の堆積があり，その後この堀が完全に埋まるまでの間，自然か人

工かは不明であるが小さな水性の舟底状の堆積が3か所認められた。A点から5．6常，深さ1．1糀地

点で始まり上部幅3。7篇，深さ0．7伽の1か所，A点から12．3犠，深さ1．2伽地点で始まり，上部幅

’2．8糀，深さ0．7篇の1か所，およびB点から北に落ち込む斜面をAB間の堀と共有し，上部幅4．7

糀，深さ1．3糀の1か所で，後者は前二者に比べ高い位置から深い掘込みを持つ。

（2）ピツト

　縄文時代のピット2基，それ以降の時代のピット12基を検出。J　PNdは東原10号墳墳丘北側に
　　　　（JP）
在り，掘り方は凸凹で出土遺物もなかった。J　PNα2は荒砥村第342号墳墳丘北側の周堀立ち上が

り付近に在り，掘り方はきちっとしており床面も平坦で平面プランはひょうたん型をしている。長

軸2．65糀，短軸1．4糀，深さ1糀。出土遺物はなかった。ピットの形態は長方形，方形，円形に分

かれるが，出土遺物もなく，用途，時期等の詳細は不明。

〈3）井戸跡

　C区の東原8号墳渡り東側50c窺の所に1基検出された。平面形は円形で，円筒状を呈している。

直径は遺構検出面で1篇，1．5？π下の所で90cηである。深さは1．8伽の所で調査を断念しているため

不明であるが，更に1？π以上は掘れるものと思われるQ埋土は・一ムブ・ック，白色粘土ブ・ック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー11一



が相当混じる黒色土で，一時に埋め戻された感がある。ローム層を掘り抜いた壁面はしっかりして

いた。出土遺物はなかった。

（4）溝状遺構

　C区に2条，D区に2条，E区に3条，計7条の溝状遺構を検出したが，部分発掘のため遺構の

全容をとらえることはできなかった。Nα1，Nq2は13鵠程離れて南北に平行して流れており，断面

は共に逆台形を呈し，　しっかりした掘り方をしていた。共に東原9号墳周堀埋土を切り込んでい

る。Nα5は上半部が耕作による携乱を受けているが，中央部に川原砂の堆積があり，淵の部分は非

常に細かい白灰色のシルト状の砂で，これが鉄分の茶色で鮮かに識別でき，水が流れていたことを

示していた。いずれの溝からも出土遺物はなかった。

（5）道跡

　E区荒砥村第341号墳渡り東側7糀あたりから確認され，ほぼ南へ真直ぐ伸びる幅1～1．5？π程の

固くしまった床面を持つ道跡と推定される遺構。溝Nα5の埋土も踏み固められていた。

　6．　ま　と　め

　昭和56年度の調査では以下のことが確かめられた。

Q荒砥村第341号，342号古墳を確認，調査しえた。特に第341号古墳は多数の埴輪を出土したとと

もに，わずかに残っていた墳丘盛土からこの古墳の築造時期がニツ岳系軽石降下後，さほど時を経

ていない時期であることが判明した。また，周堀より出土した杯からも6世紀後半から7世紀前半

にかけてのものと思われる。

・東原8号，　9号墳は周堀よりそれぞれ出土した土器により，9号墳がやや後出するものの共に古

墳時代後期鬼高1の時期に比定され，荒砥村第341号，342号古墳に先行する6世紀前半の築造と思

われる。

Q東原11号墳は主体部が保存されており，昭和54年度調査された東原2号墳（11号墳より東方へ約

80鵬の位置にある）と同規模（径約11犠）で同じ様に河原石を小口積にした竪穴式石室であった。

Q竪穴住居跡は古墳時代後半（1軒）から奈良（3軒），平安時代（2軒）にかけての6軒が検出

された。

Q女堀遺構は富田地内と荒砥川左岸の遺構残存地区を結ぶ地点としての存在が明らかになった。掘

削時期は浅間B軽石降下後しばらくの時をおいていること，底部は荒砥川の流れにより堆積した河

原石の層の上部をわずかに掘って造られていることが明らかになった。

Q三年間の調査を概括すると，　この富田の丘陵東側は古墳の密集地であり，しかも古墳が相互に切

り合わずに接近していること，竪穴住居跡は縄文時代から平安時代まで検出され，中世遺構として

は，古墓群，女堀遺構，近世では，正法院遺構が検出されて，富田の丘陵に住む人々の長い生活の

跡を明らかにするうえでの貴重な資料を得ることができた。なお，今回をもって富田南部土地改良

事業に伴う事前の発掘調査は終了した。

一12一
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D区　遺構全景
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荒砥村第341号墳周堀遺物出土状態

　　　　東原9号墳周堀遺物出土状態
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　　　　東原10号墳主体部（敷石部分）

東原9号墳周堀遺物出土状態
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　　　　西大室遺跡群

　　1概　　説
　赤城南麓は，多くの河川によって開析された舌状台地が発達している。その一つである神沢川と

東神沢川に狭まれた丘陵は，両川の合流点よりほぼ1．3㎞北の地点にある乾谷沼の谷によってさら

に二つに分かれる。今回西大室遺跡群第4次調査は，乾谷沼北側のかなり傾斜の強い，標高145伽

～135鵠の南に向いた斜面と同沼東側の舌状台地のほぼ末端まで，標高160犠～120伽の広い地域，

及び第2工区として，東神沢川とさらに東の桂川に狭まれた舌状台地東縁辺部の標高120篇前後の

地点である。

　本遺跡付近の遺跡環境は，東神沢川を狭んで東の台地の一角にある国指定の前・中・後二子の3

基の前方後円墳を初めとして，上毛古墳綜覧に大室分として178基記載されている古墳密集地である

ことを第一にあげなければならない。大室小学校々庭遺跡，大室小学校農場遺跡，大室石原遺跡で

は，古墳時代後期前半の土師器使用住居跡が主に調査検出されている。また3二子隣接地の上諏訪

　　瀦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　　　～　　・娯

挿図9　周辺の遺跡分布図（1：2500）

　　　　　一14一



（挿図9の説明）

　1　前二子古墳　2　中二子古墳　3　後二子古墳　4　伊勢山古墳　　5　赤堀茶臼山古墳　　6　熊ノ穴遺跡

7　巨石祭祀遺跡　8　第1次調査地　9　製鉄遺跡　10大稲荷古墳群　11丸山古墳　12メL塚古墳　13

第2次調査地　14第3次調査地　15轟山古墳群　16上川久保遺跡　17　昭和56年度調査（梅の木遺跡）

18荒砥五反田遺跡　19荒砥上諏訪遺跡，20荒砥147号墳　21大室小校庭遺跡　22大室小校農場遺跡

23大室石原遺跡　24　牛島古墳　25大室城跡　26　阿久山古墳群　27　多田山火葬墓群　28西原遺跡

29　中里古墳と骨壷群　30　下青竜古墳群　31天神古墳　32産泰神社

遺跡，荒砥五反田遺跡でも，同時期の住居跡，後者ではさらに古墳時代前期および平安期の住居跡

も調査検出されている。

　西大室遺跡群として第1次では，今次調査地西に隣接して5基の古墳が調査され，第2・3次調

査では，今次調査東に隣接し古墳時代後期中葉の住居跡，および中・近世墓横が検出され，3二子

と同じ台地からは弥生式土器を伴う周溝墓，および6世紀前半から7世紀末にかけての古墳と埴輪

棺が検出された。なお今次調査区には大室元城跡があり，その南方には大室城跡がある。

　　　　　　　　　　＝’『9　ヤ

挿図10　調　査　　区　位　置　図

　　　　一15一



　　皿　発掘調査の概要

　調査区域約7．5加は7地区に分かれ，調査順に従ってA・B・C・D・E・F・Gとした。A・

B区は共に1基の古墳で，A区は調査区全体の最北，舌状台地のつけ根部にあたり，関東平野を一

望することができるQ調査は南側一か所のみのトレンチ調査で周堀の一部を検出した。B区はA

区の南100勉程にあり，墳丘が4分の1残り主体部も破壊された円墳で周堀を主とする調査であっ

た。C区は，A・B区の西側で乾谷沼北側の平均約9度の傾きを持つ南向きの斜面で，弥生式土器

を伴う竪穴住居跡13軒，住居跡を切って南北に通る溝1条，ピット2（1は住居と同じ時期の土器

出土）が検出された・D区は，A・B区のさらに南の舌状台地のほぼ全面にわたりおよそ5hαの面

積を持つ。地形は，中央より1やや南に鞍部があり，全体に南向きにゆるい傾斜ではあるが，一部北

向きの斜面があり，　2つの丘のようになっている。弥生式土器を伴う住居跡15軒は1軒を除き南側

丘陵の東から南（一部G区にかかる）斜面のほぼ同じ高さから検出された。古墳時代の住居跡99軒

はD区全体に分布するが東南部にやや少ない・奈良・平安時代の住居跡30軒は丘陵東斜面に集中し

て検出された。周溝墓は南側丘陵の頂上付近に3基，北東斜面に1基，中世墓墳4基は同丘陵南東

斜面の比較的裾部に検出された。溝はD区中央部近くを南北に通る1条を主とし，それより丘陵東

斜面にかけて縦横に17条検出された。　E区は，D区の舌状台地の先端ぞ現状では，周囲の水田より

5鵠程高い丘陵で，大室元城跡と伝えられる地である。この丘を囲むような堀ないし落ち込みが断

続して検出され，部分的にはさらに斜面部分に堀状のものが検出された。F区はD区の丘陵西斜面

が乾谷沼の南側に大きく張り出した部分で，頂上部とやや北に傾斜した部分の他は，南西に向いた

傾斜地であり，頂上付近に4基の周溝墓，周溝墓に近接して周辺に，古墳時代の住居跡7軒，奈良

・平安時代の住居跡7軒が検出された。G区はD区に接続し，丘陵斜面を南にのびる道路施工部

で，前出の弥生式土器を伴う住居跡3軒，古墳時代1軒，平安時代2軒の住居が検出された。なお

G区の中央部からさらに南へD区の溝と同じような溝がかぎの手に検出された。

　L　遺構及び遺物

イ　遺構数　　古墳2基（1基は道路施工部分にかかる周堀の1部のみ）

　　　竪穴住居跡　181軒

　　　　弥生式土器を伴う住居28軒，古墳後期108軒，奈良後期6軒，平安時代34軒，不明5軒

　　　周溝墓8基，中世墓墳4基，城跡1，溝21条，ピット25個，炭焼き跡1か所

・　遺物量　　古墳にかかわるもの　埴輪片，パン箱1箱

　　　竪穴住居跡にかかわるもの　土器・石製品・鉄緯・フイゴ・パン箱190箱

　　　周溝墓にかかわるもの土器（壷・小型甕・鉢・椀），滑石製勾玉，パン箱2箱

　　　中世墓墳にかかわるもの　板碑断片1，五輪塔2基分，洪武通寳1枚，元豊通賓1枚

　　　　　　　　　　　　　　灰箱皿1枚，青磁破片

　　　城跡にかかわるもの　内耳鍋断片，土師質皿13枚，洪武通寳1枚

　梅の木地区は，桂川右岸の舌状台地縁辺部に位置し，県道前橋今井線北側の南北道路施工部分と

低い丘陵を削平する部分4か所にわたっている。西からA区・B区・C区・D区とし，AB間はお

　　　　　　　　　　　　　　　　　一16一
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よそ230伽，BD間は170犠で標高は120篇前後でほぼ平らである。A区は古墳時代（以下同じ）中

期の竪穴住居1軒，後期5軒，B区は，前期3軒，中期2軒，後期7軒，C区は前期1軒，後期5

軒，平安時代の住居1軒，D区は平安時代2軒で全体で，時代の判明しないもの3軒である。

　1．　遺構及び遺物

イ　遺構数　　竪穴住居跡　30軒（古墳時代前期4軒，中期2軒，後期18軒，平安時代3軒，不明

　　　　　　　　　　　　　3軒）

　　　　ピット2（平安時代井戸状ピット1，中世井戸状ピット）

・　遺物量　　竪穴住居にかかわるもの　土器，土製品，石製品，鉄製品等，パン箱41箱

　　　　中世ピットにかかわるもの　宗銭6枚

　　　　その他，縄文時代（表採）の土器片若干，石器2

2．　発掘調査の経過

6．15　発掘調査のための諸準備

　17機械搬入，A区第64号墳周堀部分の抜根，

　　　排土開始，B区抜根開始

　18　B区第62号墳周堀試掘区設定，排土開始，

　　　C区試掘区設定

　25　C区1～3号住居排土開始

　26　土地改良課，工事担当業者，文化財保護係

　　　による現場における協議

7．11　A・B区　全体実測開始

　　　B区第62号墳周堀精査

　13

　17

　29
8．　4

　　5

　　6

　12
9．　8

　24

　26
10．　2

　　5

D区試掘区設定

A・B区全体写真，A・B区完了

C区全体写真

F区表土はぎ開始

C区完了　E区抜根開始

E区（大室元城跡）試掘区設定

大間々小学校児童教師見学

E区周溝部分排土

梅の木地区，発掘区付近踏査，試掘

機械搬入，遺構確認作業（梅の木）

F区　82～84号住居排土開始

梅の木A区1，2号住居排土開始

10，　9

　15

21

28

29

11．　4

　　7

　11

　12

21

梅の木B区　7，8号住居排土開始

市政モニター見学　G区表土はぎ

梅の木A区完了

二之宮小，大室小学校児童教師父兄見学

梅の木C区　20号住居排土開始一

大胡小学校児童教師見学

F区86号住居写真，F区完了

群馬大学教授．新井房爽氏．＿地質調査

荒子小学校児童，教師見学

梅の木B区完了

E・G区全体写真　E区完了

梅の木D区28号住居排土開始

梅の木D区完了

25　梅の木C区完了（梅の木地区終了）

26～27

12．15

　25

　26

　28

1．　5

　9

雨天のため，遺物洗浄，復元，実測

D区及びG区全体実測開始

D区及びG区遺構全体写真，G区完了

プレハブ撤去，D区1，4号墓墳実測

写真

D区完了

遺物洗浄，復元，及び残務整理等開始

遺物洗浄，残務整理等終了
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3。　住　居

　　96号

跡

住居跡 挿図14

頃

［
II

卜0

9
“
N

！B 1C

ム

Ql

，〆4

b
、

懸

∂ρ の　

◎

ゆ　　　　IB’　　　　IC’
A　L＝129，28m　灰と浮石がブロック状の塊になっている。真’

9
h
τ／＼．a
k・．、⑥一　』ゑ凝h

　　j　i　　I　　 bd　　l　bfgk

ム’

a　灰黒色土層（多量
あF　P、少量の焼土

炭化物、ローム粒含
む）

b　灰黒色土層（F　P
后一ム粒含む、a層
に比べ灰褐色味が強
い）

c　黒色土層（F　P、
’
c
、

若干のロームブ
ロック含む）

d
．
黒
色 土層（F　P、

c、ローム粒、ロー
ムブロック、炭化物
含む）

0
6σq

、一〕

Ql

0　　　　　　　　2πし

一一
黒色土層（F　P、c、少量のローム粒、ローム

ヲロック含む、c層に比べ褐色が強い）

．黒褐色土層（ローム粒、F　P、c、炭化物含む）
暗褐色土層（ローム粒、ロームブロック、多量

あ炭化物含む）

h．褐色土層（ローム
粒、ロームブロック
含む）

i
．
暗 褐色土層（ロー
ム粒、ロームブロツ
ク、炭化物、焼土粒
含む、褐色が強い）

」．黒色土層（（ロー
ム粒、ロームブロツ
ク　炭化物含む）

k
．
暗
褐 色土層（黒色
土混入、ローム粒含
む）

1．黒色土とローム粒
ロームブロックの混
土層。

m
．
灰 と浮石。

　G区最北端に位置するが，地形的にはD区南丘陵の南側裾野部分にあたり，今回の調査区域外に

も更に何軒かの同時期の住居の存在を推測できたQ本遺構は火災住居跡であり炭化物の堆積が北壁

と西壁寄りに多くみられた。壁，床ともしっかりしていて，幅約10～20㎝，深さ約5～10απの周溝

が全周している。柱穴は4本，心心距離で2．55糀×2．35糀で南北にやや長く住居とほぽ相似形をえ

がいている。深さは85～900η，下端直径15～20cηとよく揃っている。焼土の分布が南壁を除く3壁

付近に認められたが，いづれも炉として認定するには至らなかった。東壁寄り柱穴中間に白色粘土

が床面に堆積していたが，性格は不明。遺物は住居南西隅と北西隅の柱穴付近にまとまって検出さ

れ，床面着で土製紡錘車，小型器台が出土した。

図版7 96号住居跡遺構全景

蒙

喬

類箇

轍
96号住居跡遺物出土状態
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96号住居跡出土遺物一覧表

番号 器　　種 法量（oπ） 技　　　　法　　　　等 胎　　土 備　　　　考

1 壷 口径　19．1

胴部上半にかけてうすいハケ目，後施文
胴部下半ヘラ研磨，口屠部付近ヘラ研磨
施文，櫛歯6～8本の波状文3段，2連
止簾状文1段，波状文2段

多量の小
石，砂粒
石英含有

色調茶燈褐色，半分は
黒色，焼成良好，80％
残，内面の器面荒れる

2 壷
口径　14．1

底径　8．3
器高　25．9

口縁部ハケ目もしくは横ナデ後施文，頸
部ハケ目の痕跡残る，胴部ヘラ研磨，内
面ヘラ研磨，施文は口縁部から頸部にか
けて波状文

砂粒，石
英等含有

色調茶褐色，焼成良好
90％残，内面の器面荒
れる，全体に歪みあり

3 壷

口径　18．6

底径　7．3

器高　33．0

木口状工具による頸部及び胴部上半の削
り（ハケ目），折り返し口縁部横ナデ，
胴部ヘラ研磨，施文は頸部部分的に波状
文，次に2連止簾状文，胴部上半波状文
内面上半ヘラナデ（研磨），底部削り後
粗い研磨

黒色微粒
子，含有

色調淡茶褐色，底部付
近黒ずむ，焼成良好，
95％残，あげ底

4 甕 口径　12．4
口唇部横ナデ，口縁部～胴部上半ハケ目
後施文，施文は口縁部6歯波状文，頸部
2連止簾状文→波状文，内面ヘラナデ

多量の小
石，砂粒
含有

色調黒灰褐色，焼成や
や不良，50％残

5 器　　　台
口径　6．6
脚径　5．8
器高　6．9

受部木口状工具による削り後粗い研磨，
内面ハケ目後上半分のみ横ナデ，脚部は
やや丁寧なヘラ研磨，内部ハケ目後中央
部除ぎヘラナデ

黒色微粒
子，含有

色調燈褐色，黒斑有り
焼成良好，完形，鼓形
呈す，円窓なし

6 器　　　台

口　径6．7

脚径8．4
器　高8．4
円孔径1．1

外面全体に丁寧なヘラ研磨，内面受部も
丁寧なヘラ研磨，脚，裾部ハケ目後粗い
ヘラ研磨

若干の小
石，砂粒
含有

色調暗褐色，焼成良好
ほぼ完形，全体に丁寧
な作り，円窓は3個で
等間隔

7　高圷？鉢　口径20．5外・内面ともに粗いヘラ研磨 小砂粒色調赤褐色，黒斑有り
含有　　　外面の一部淡灰色

8　土　　　製　径6．5，孔径0．6，厚さ0。3～L30π，淡茶灰褐色呈す，全面丁寧なナデ
　紡　錘　車　細かい砂粒含有，扁平な円錘形で孔は中央からややそれた位置に穿たれる

8 　　　5 6
4

試．曳

～1

、、

3
1 2

図版8　96号住居跡出土遺物
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97号住居跡
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f
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h
．

1
。
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1
．

＼A’　IC’
こ）

一

黒灰色土層（F　P、ローム粒含む）
黒色土層（F　P、若干のローム粒含む）
黒褐色土層（ローム粒、ロームブロック含む、黒色土混入）
黒褐色土層（c、若干のローム粒ロームブロック含む）
黒色土層（ローム粒、ロームブロック含む）
黒色土層（c、、若干のローム粒、ロームブロック含む）
黒色土層（ローム粒、ロームブロック、若干の炭化物含
む、黒色土混入）
黒褐色土層（焼土、ローム粒、炭化物含む）
暗褐色土層（c、ローム粒、ロームブロック含む、黒色土混入）
暗褐色土層（ローム粒、ロームブロック含む、黒色土混入）
黒色土層（若干のローム粒含む）　・
暗黒色土層（ローム粒、ロームブロック含む）

火災住居跡で住居北壁寄り％のあたりに多量の炭化物が検出された。遺物もほとんどがこの範囲

から炭化物に覆われて出土した。壁，床ともしっかりしていて，柱穴は4本，心心距離で2．75糀×

2．05～2．15糀の長方形を呈する。深さは56～82cη，下端直径10～15c初とほぼ整っている。炉（80cη

×70c勉×深さ10c卿）は住居中央部北壁寄りの柱穴中間に在り，西側に焼土の散乱範囲が広がる。96

号住居跡に比べてやや長方形のプランを持つが床面積はほぼ同じである。

図版9 97号住居跡遺構全景 97号住居跡遺物出土状態
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97号住居跡出土遺物一覧表

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

器　種

壷

壺

土師器
　壷

甕

脚付甕

小型鉢

塊

小型器台

高 j不

同 圷

同 圷

紡錘車
石 鎌

法量（e舵）

口径21．7
底径16．4
器高55．0

口径　8．4
底径　6．1
器高16．2

口径10。2
底径　4．8
器高10．4

口径15．0
底径　7．2
器高29，4

口径10．1

口径10．8
底径　3．2
器高　6．1

口径11．2
底径　4．4
器高　5．0
口径　4．6
脚径　5。5
器高　5．0

口径15．0
脚径　9．2
器高1L1

口径20．2

口径23．6
脚径15．0

技 法 等

折り返し部貼付後指頭によるナデ，口縁
部～頸部胴部上半ハケ目（木口状工具に
よる調整）後施文，胴部中下半ハケ目後
ヘラ研磨，底部ヘラ研磨，施文口縁部5
～6本歯波状文6段，頸部6～7本直線
文2段，5～7本波状文3段，内面ハケ
目（木口状工具による整形）

口縁部木口状工具による調整（ハケ目）
後ヘラ研磨，胴底部ハケ目後ヘラ研磨，
内面口唇付近横ナデ，他はハケ目部分的
に残る

外面全体に丁寧なヘラ研磨，光沢あり，
内面は口縁部付近横ナデ，他の内面は研
磨

口唇部横ナデ，頸部～胴部木口状工具に
よる調整後口縁部施文，胴部ヘラ研磨，
施来6～7本櫛歯波状文5段，内面ヘラ
ナテ

口唇部付近横ナデ，頸部施文，胴部全体
ヘラ研磨，施文10～11本櫛歯直線文

内外面とも丁寧なヘラ研磨，底部やや雑
なヘラ削り

口唇部横ナデ，体部，底部木口状工具に
ょゑ調整（ハケ目）後，粗いナデ，内面
ナテ

外面全体に木口状工具による調整（ハケ
目）後ヘラナデ，受部内面ナデ

圷部内外面ともヘラ研磨，脚部外面木口
状工具による削り，内面木口状工具によ
る調整

内，外面ともヘラ研磨，特に内面は丁寧
なヘラ研磨

圷部内外面とも丁寧なヘラ研磨後朱塗り
（赤彩）脚部外面丁寧なヘラ研磨後赤
彩，内面ハケ目残る

胎　土

黒色微粒
子，砂粒
含有

石英，砂
粒含有

若干の小
粒子，石
英含有

石英，砂
粒含有

小砂粒含
有，緻密

緻　　密

砂粒含有

砂粒含有

粒子の大
きい石英
小石等含
有

石英雲母
含有

粒子の大
きい石英
等含有

備 考

色調茶褐色，焼成良好
70％残，内面が非常に
荒れている，若干のあ
げ底，器肉は底部除き
薄い

色調淡褐色，焼成良
好，完形，胴部扁平の
球状呈す，全体に若干
の歪み有り

暗褐色，焼成良好，完
形，水平近く開く複口
縁，胴部下位に0．4伽
の孔1つ穿たれる

淡褐色，焼成良好，
完形，全体に若干の歪
み有り

暗褐色，内面黒茶褐色
焼成良好，70％残

褐色，焼成良好，完
形，口唇部に径0．2伽
の孔2つ穿たれる

淡褐色，一部黒斑あ
り，焼成良好，完形，
全体に歪み有り

暗褐色，焼成良好，完
形，円窓脚部に4つ
（径0．4c筋）

赤褐色，焼成良好，完
形，圷部内面底部付近
荒れている

赤褐色，焼成良好，圷
部としては完形
赤彩，内面明赤褐色，
中央部欠損，口縁部に
推定4つの突出部有り
（間隔206舵と18碗）

径5．2，厚1．4～L5，孔径o．7，赤茶褐色，全面に丁寧なナデ，若干の砂粒含有，土製

4．55伽×1．8伽，材質ケツ岩，打製
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a　黒色土層（B主体、若干のF　P、c含む）
b　黒色土層（F　P、c、ローム粒、多量の
浮石含む）

c　褐色土と黒褐色土の混土層（c、若干の
焼土粒、ローム粒、ロームブ・ック含む）

d　黒褐色土層（c、ローム粒、ロームブロ
陽ク含む）

e　茶褐色土層’（ローム粒、ロームブロック
若干のcを含む）

f　褐色土層（若干のc含む）
g　暗褐色土層（F　P、含み褐色土混入、主
体はローム粒、c）
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　本遺跡はC区頂上部に位置し，対角線が南北方向に近い向きで整った隅丸方形を呈する。周溝は

東すみから南東壁3分の2間と北西壁中央部がわずか欠けて深さ6～7cηで回っている。壁の掘り

込みは深く60～70c窺で，床上40磁までは特にしっかりしている。床面も固くしっかりして平らであ

る。柱穴は深さ60～80c窺，心心距離2．2～2．4犠，床面での径10～25cηで，住居の形に合わせ方形に

4個認められた。炉跡は，北と西の柱穴問わずか北寄りに径45～650ηの範囲と同位置でやや住居中

心部寄りに径65～85c窺の範囲に床面の焼けが検出されたが，前者には長さ30cη幅7cηで断面が三角

形の焼けた安山岩があるので，　これと認められる。ピットは，北西壁と炉跡の間，西柱穴と南西壁

間，東柱穴と南東壁間の3か所にあり，深さは前2つが65cη前後，後者は40㎝である。遺物は住居

の中央から東寄りに集中し，炉付近から西コーナーに分布して出土した。なお遺物の集中した床面

では炭化物も多く火災住居と想定できる。
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図版13 11号住居跡遺構全景 11号住居跡遺物出土状態
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挿図19　11号住居跡出土遺物実測図
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11号住居跡出土遺物一覧表

番号 器　種 法量（o舵） 技　　　法　　　等 胎　　土 備　　　　考

1 甕 口径　　1L1

口縁部粘土紐マキアゲ部分横ナ
デ，胴部木口状工具による調整
ナナメハケ目後ナデ，内面胴部
ナナメハケ

黒色微粒子
含有

色調白茶褐色，焼成良好，
50％残，粘土紐のみで無文
内部に輪積痕残る

2 甕 口径　　11．5

口縁部横ナデ，折り返し部ヘラ
ナデ，頸部～胴部上半ハケ目
か，胴部上半は後ヘラナデ，内
面ハケ目後ヘラナデ

石英等の
微粒子含有

色調燈白褐色，焼成良好，
50％残，折り返し口縁無文

3 甕 口径　　11，9

折り返し口縁部，頸部，胴部上
半ハケ目（櫛描直線文），部分
的に体部ヘラ研磨，内面口唇部
ハケ目

若干の石英
含有，均質

色調外面黒褐色，内面白褐
色，焼成良好，40％残

4 甕
口径　　10．7
底径　　4．4
器高　　10．3

口縁部横ナデ，胴部上半浅いハ
ケ目，下半ハケ目後ナデ，底部
ヘラナデ，内面口唇付近横ナテ
胴部中央ヘラハケ目

黒色微粒子
含有

色調燈褐色，底部及び体部
の一部黒斑，焼成普通，
60％残，あげ底

5 片　　　口

注口部径8．9
口径　　8，4
底径　　6．0
器高　　10．4

体部全面にヘラナデ（研磨）
底部一部ヘラナデ，内面口唇付
近横ナデ，他はヘラナデ

砂粒多量に
含有

色調内面淡白褐色，外面黒
茶褐色，焼成普通80％残，
表面が荒れ技法等不明瞭

6 器　　　台
口径　　7．3
脚径　　10．3
器高　　7．9

受部ヘラナデか，脚部ハケ目後
ヘラ研磨，内面ハケ目か

緻　　　密
色調淡茶褐色，円窓4つ，
焼成良好，80％残
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　　14号住居跡
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1．暗褐色土層（ローム粒、浮石含む）
2．暗褐色土層（やや赤味帯びる）
3．赤褐色土層（焼土ブロック、ロームブロック、灰含む）
4．暗褐色土層（ローム粒、ロームブロック、焼土ブロック含む、
　1層より白い）
5．灰白色土層（白色粘土ブロック含む）
6．黒褐色土層（灰塊、焼土ブロック含む）
7．赤色土層（焼土ブロック含む）
8．暗褐色土層（ローム粒、焼土粒、白色粘土、炭化物含む）

a
b
C

（1

e

　黒灰色土層（砂質、B、灰を含む）
　黒色土層（F　P、c含む、粘性あり）
　黒褐色土層（F　P、c、ローム粒含む）
　暗褐色土層（黒色土混入、ローム粒、ロ
ームブロック含む）
　暗褐色土層（浮石、炭化物、焼土、白色
粘土含む）

　　0　　　　　　　　　　　肌

D区最北端に位置する。北西コーナー上部を掘られている他は壁，床ともしっかりしている。竈

は白色粘土で構築されており，煙道部はほぽ直に掘られほとんど住居外に延びていない。竈右側に

深さ約60cηの円形の貯蔵穴がある他に南壁東寄りの所に浅い方形ピットが掘られ，ここに手に握る

のに丁度良い位の大きさの長形の河原石が9個まとめて置いてあった。竈前及び貯蔵穴付近に甕，

圷などが集中して出土。又，石製臼玉も竈袖部あたりから多数出土した。

図版14 14号住居跡遺構全景

鋳｛

14号住居跡カマド付近遺物出土状態
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14号住居跡出土遺物一覧表

番号 器　　種 法量（c舵） 技　　　法　　　等 胎　　土 備　　　　考

1 土　師　器

　甕
口径　19．8

器高　32．2
口縁部横ナデ，胴部縦及び斜方向
ヘラ削り，底部ヘラ削り

雲母，砂粒
小石含有

色調褐色，焼成良好，完形
表面に白色粘土付着，歪み
有り

2 土　師　器

　甕
口径　23．0 口縁部横ナデ，胴部上半斜方向ヘ

ラ削り
石英，小石
砂粒含有

色調淡茶褐色，焼成良好，
50％残

3 土　師　器

　甕

口径　18．5

底径　7．0
器高　38．8

口縁部横ナデ，胴部縦方向ヘラ削
り，底部ヘラ削り

石英，雲母
小石多量含
有

色調茶褐色，胴部一部褐
色，焼成良好，95％残，底
部に葉脈痕残る

4 土　師　器

　甕
口径　18．2 口縁部横ナデ，胴部斜方向ヘラ削

り

石英，雲母
小石多量含
有

色調黒灰褐色，焼成良好，
50％残

5 土　師　器

　甕
口径　16、4 口縁部横ナデ，胴部斜方向ヘラ削

り
石英，小石
砂粒含有

色調茶褐色，焼成良好，
70％残

㍗

6 土　師　器
小　型　甕

口径　16．8

底径　10．7

器高　2L1

口縁部横ナデ，胴部及び底部ヘラ
削り，内面ナデ

石英，雲母
砂粒含有

色調淡褐色，焼成良好，
完形，底部に葉脈痕残る

7 土　師　器

　鉢
口径　21．2 口縁部横ナデ，胴部縦方向ヘラ削

り
石英，雲母
砂粒含有

口縁～胴部上半黒褐色，胴
部下半赤褐色，焼成良好，
60％残

8 土　師　器

　壺
口径　14．3 口縁部横ナデ，胴部斜方向ヘラ削

り，内面ナデ
石英，雲母
砂粒含有

色調灰褐色，焼成良好，
30％残，表面荒れ混入物目
立つ

9 土　師　器

　圷
口径　17．0

器高　5．4
口縁部横ナデ，底部不定方向ヘラ
削り，内面に暗文を施す

石英，砂粒
小石，含有

色調淡褐色，焼成良好，
90％残，全体に丁寧な作り

10 土　師　器

　圷
口径　14．4

器高　6。0

口縁部横ナデ，底部丁寧なヘラ削
り，内面ナデ，内面底部にヘラ先
で傷つけた痕跡有り

若干の雲母
小石含有

外面黒灰色，内面灰褐色，
焼成良好，70％残，器肉厚
く，重量感有り

11 土　師　器

　圷
口径　13．1

器高　4．4
口縁部横ナデ，、底部不定方向ヘラ
削り，内面ナテ

石英，雲母
含有

色調黒褐色，焼成良好，
80％残，口唇部器面荒れる

12 土　師　器

　圷
口径　14．0

器高　4．8
口縁部横ナデ，．底部不定方向ヘラ
削り，内面ナテ

石英，砂粒
微粒子含有

色調白褐色，焼成良好，
70％残，口縁部付近歪み

13 土　師　器
小　型　甕

口径　12．0

底径　5。2
器高　9．5

口縁部横ナデ，．底部不定方向ヘラ
削り，内面ナテ

多量の雲母
石英含有

黒褐色，口縁一部褐色，焼
成良好，80％残，不安定な
平底

寒騨’　　　一

灘瓢，γ

1

璽

10

ズ

．　■・

6
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図版15　14号住居跡出土遺物
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8　2　号　住　居　跡

離㌃
　百09『剛判、9　　　1C
　b　　　　　Dl　　　　　　IE
　■　　　　　　　　　　　　　　　　　τ　
　ロ　　　　　　　　

　　　　1！　⑫　　伽1σ

　　　撫ダゆ　云

　　　　　窪4鉱　　　　＞

り

鞭

　　　　　　 q　　　　D’1　　　　　　　　　　　旧ノ

　　　　　AL；124、50　　　　　　　　　　　　　廷’

　　　　　　h＼、Nb一ケ『E識ンk
　　　　　　　　l　　　　　j　　　　　f

　　a　黒色土層（浮石　F　P、ローム粒含む）

　　　　　　　　　　　　　　　　　挿図22

本住居跡はF区最南端に位置し，

oαり

》
σq

F
日

、1

国

　　　　1．茶褐色土層（若千の焼土粒、ローム
　　　　　粒含む）　　　　2．茶褐色土と白色粘土の混土層（焼土
　　　　　ブロック　焼士粒含む）
　　　　3．白色粘王層（焼土ブ・ック、焼土粒
　　　　　含み　粘性強い）
　　　　4．茶褐色土と白色粘土2混土層（若干
　　　　　の焼土プロック、焼土粒含む）
　　　　　5．白色粘土層（3層に比べ赤味を帯び
　　　　　る　多量の焼土粒、焼土ブロック含む）
　　　　　6．秦褐色土と黒色土の混土層（非常に
　　　　　やわらかい）慈

、
　

’　　　　　7．茶褐色土と白色粘土の混土層（焼土

　　　　　ブロック　焼土粒、炭化物含む）
　　　　　8．茶褐色王と灰色粘土の混土層（ロー
　　　　　ム粒含む）　　　　　9．茶褐色土と白色粘土の混土層（蓋干
　　　　　の焼土粒、焼土ブロック、ローム粒含

　　　　　む）

0　　　　　　　2肌

　　　　　　　　　　　ローム粒、焼ア．黒色土層（自色粘土、
土粒、焼土ブロック含む）

イ　黒色土と白色粘土の混土層（ア層に
比べ白味帯びる、焼土粒、焼土プロッ
ク含む）

ウ．黒色土層（多量の擁土粒含む乙
工
．
白

色粘土層（焼土粒、ローム粒含む
強い粘性、しまりあり）

オ．茶褐色土層（ローム粒含む）

　　　　　　　　　　　　　　そのプランは方形を呈する。壁は800の傾斜で掘り込まれ，床

面はほぽ平坦である。竈は北壁中央部（①）と東壁南寄り（②）に2つ付設され，両竈とも多量の白色

粘土が使用され，竈①では両袖部は芯として倒立状態で長婁を，支脚には高杯脚部を使用してい

る。また両竈ともに煙道部は住居外にわずかに延び，燃焼部，煙道部はあまり焼けていない。貯蔵

穴はそれぞれの竈の右側隅にあり，柱穴は4個ほぼ方形の配列で，各間隔は2．2協（P・2，3間は2．4

糀）である。遺物は竈①内，周辺，住居北側に集中して出土している。その多くは長甕で広範囲に

わたり破片が散在している。他にも甑，圷等も出土し，貯蔵穴の底からは壷が出土している。

図版16 82号住居跡遺構全景

図版16遺 構

　82号住居跡カマド付近遺物出土状態
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挿図2482号住居跡出土遺物実測図

82号住居跡出土遺物一覧表

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

器種
土師器
　甕

土師器
　甕

土師器
　甕

土師器
　甕

土師器
　甕

土師器
　甕

土師器
　甕

土師器
　甕
土師器
　甕
土師器
　甕
土師器
　甕

土師器
小型甕

土師器
小型甕

法量（o窺）

口径20．4
底径5．0
器高37．6
口径18．8
底径約3．0
器高35．O
口径18．8
底径5．6
器高38．8
口径21．2
底径4．8
器高39．O
口径19．8
底径4．9
器高35．2
口径18．8
底径6．0
器高36．0
口径18。9
底径4．7
器高37。9

一白径『19．2

口径18．3

口径20．1

口径21．O

口径14，6
底径7。0
器高14．4
口径12．4
底径6．8
器高15．0

技　法　等
口縁部横ナデ，胴部上～中半縦方
向ヘラ削り，胴部下半斜方向ヘラ
削り，底部ヘラ削り

口縁部横ナデ，胴部縦方向ヘラ削
り，底部ヘラ削り，内面ナデ

口縁部横ナデ，胴，底部ヘラ削り

口縁部横ナデ，胴部上半斜方向ヘ
ラ削り，胴部中～下半縦方向ヘラ
削り，底部ヘラ削り
口縁部横ナデ，胴部縦及び斜方向
ヘラ削り，底部ヘラ削り，内面ナ
デ

口縁部横ナデ，胴部斜め球び縦方
向ヘラ削り，内面ヘラナテ

口縁部丁寧な横ナデ，胴部縦及び
斜方向ヘラ削り，底部ヘラ削り

口縁蔀横ナデ，胴部ヘラ削り，
内面ヘラナデ
口縁部横ナデ，胴部縦方向ヘラ削
り

口縁部横ナデ，胴部斜及び縦方向
ヘラ削り，内面ナ流
口縁部横ナデ
胴部縦方向ヘラ削り

口縁部横ナデ
胴部縦方向ヘラ削り

口縁部横ナデ，胴部，斜方向ヘラ
削り，底部ヘラ削り

胎　土

砂粒，小石
含有

多量の砂粒
小石含有

石英，小石
含有

石英，小石
含有

砂粒，小石
含有

小石，砂粒
含有

小粒子含有

砂粒，小石
含有
石英，砂粒
小石含有
砂粒，小石
含有

粗粒子含有

石英含有

砂粒，小石
含有

備 考

色調燈褐色，焼成やや不
良，完形，器面は荒れてい
る

赤褐色，2次焼成受ける，
焼成やや不良，90％残，
全体的に肉厚
淡赤褐色，底部付近2次焼
成受ける，焼成良好，完
形，全体的に薄手

色調淡褐色，焼成良好，
90％残

色調淡褐色，焼成良好，
完形

淡褐色，胴部2次焼成受け
る，焼成良好，完形
底部に葉脈痕残る
灰茶褐色，胴一部黒色，焼
成良好，完形，底部歪み有
り

色調淡褐色，焼成良好，
70％残
外面淡赤褐色，内面黒色，
焼成良好，50％残
色調赤褐色，焼成良好，
50％残

色調灰褐色，焼成良好，
口縁部としては完形

色調淡褐色，焼成良好，
完形，底部付近器肉厚い

色調黒褐色，焼成良好，完
形，器面磨滅
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番号

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

器　種

土師器
小型甕
土師器
小型甕
土師器
小型甕
土師器
小型甕
土師器
　甕
土師器
　塊
土師器
　鉢
土師器
　壷

土師器
　甑

土師器
　甑

土師器
　圷

土師器
　圷
土師器
　圷
土師器
高　　圷

法量（c寵）

口径15．5
底径　7．4
器高14，3
口径14．8
器高12．1

口径12．8

口径15．4

口径16．6

口径10．7
底径　6．5
器高10．5

口径22．4

口径1L6

口径18．6
底径　7．0
孔径　2，0
器高13．5
口径19．6
底径　5．3
孔径　1．9
器高19．0

口径11．7
器高　7。4

口径12．7
器高　4．1

口径12．2
器高　4．0

脚径　4．4

技 法 等

口縁部横ナデ，胴部ヘラ削り，
底部ヘラ削り，内面ナデ

口縁部横ナデ，胴，底部ヘラ削り

口縁部横ナデ，胴部，縦方向ヘラ
削り

口縁部横ナデ，胴部，粗い縦方向
ヘラ削り

口縁部横ナデ，胴部上半斜方向ヘ
ラ削り

口縁部丁寧な横ナデ，胴部上半横
方向ヘラ削り，下半縦方向ヘラ削
り，底部粗いヘラ削り

口縁部横ナデ，胴部斜及び縦方向
ヘラ削り，内面ナデ
口縁部横ナデ，胴部上半横方向ヘ
ラ削り

口縁部丁寧な横ナデ，胴部ヘラ削
り，底部ヘラ削り，内面ナデ

口縁部横ナデ，胴部縦方向ヘラ削
り，底部ヘラ削り，内面ナデ

口縁部横ナデ，底部中央ヘラ削り
後，周縁部のみ一定方向ヘラ削
り，内面ナデ

口縁部横ナデ，底部中央ヘラ削り
後，周綾部のみ一定方向ヘラ削り
内面ナデ

口縁部横ナデ，底部ヘラ削り，
内面ナデ

脚部，縦方向ヘラ削り
裾部，横ナデ

胎　土

小粒子含有

雲母，石英
砂粒，含有
石英，雲母
砂粒，含有

砂粒含有
石英，小石
含有

小粒子含有

若干の小粒
子，緻密
若干の砂粒
含有

若干の砂粒
含有

石英，砂粒
含有

石英含有

石英，砂粒
含有

小粒子含有

小石，砂粒
含有

備 考

紫灰褐色，底部黒色，焼成
良好，完形，底部葉脈痕

色調淡赤褐色，焼成良好，
完形，内面磨滅
色調淡褐色，焼成良好，
60％残
色調赤褐色，焼成良好，
60％残
色調淡褐色，焼成良好，
口縁部としては完形

色調茶褐色，底部は黒色，
焼成良好，完形

色調淡茶褐色，焼成良好，
70％残
色調赤褐色，焼成良好，
口縁部としては完形

淡褐色，焼成良好，完形

淡赤褐色，底部火を受け
る，焼成良好，完形

色調外面黒褐色，内面淡褐
色，焼成良好，完形
全体に丁寧な作り

色調底部灰褐色，口縁部淡
茶褐色，焼成良好，50％残
平底に近い底部
色調暗黒褐色，焼成良好，
40％残
色調赤茶褐色，焼成良好，
脚部としては完形

118号住居跡
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，黒色・L層（焼土粒、焼土プロック含む）

黒色上と茶褐色土の混土層（浮石、F　P、炭化物、ロームブロック、ローム
粒、焼土粒、焼土ブロック含む）
．黒色Lと赤褐色土の混土層（焼七粒、焼土ブロック　粘hプロック含む）

黒色圭層（ローム粒、焼土プロック、多量の炭化物含む、
：茶褐色土層（多量の焼土粒、焼fニブロック含む）

灰白色粘†と茶褐色Lの混ヒ層（焼上粒、焼ヒプロック、ローム粒、ローム
1プロック含む、粘性が強い）

．茶褐色h層（浮石、F　P含む）
茶褐色上と褐色上の混七層（FP、焼土ブロック、ローム粒、ロームブロッ

渉含む）

．褐色土層（FP、ローム粒、ロームブロック含む）
．黄褐色上層（ロームプロック含む）
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　茶褐色土層（焼土粒含む）
　灰白色粘土層（ローム粒、ロームブ

’
ロ
ッ ク、多量の焼土粒、焼土ブロック
含む）

　灰白色粘土層（焼土粒、焼土ブロッ
ツ含む、粘性が強い）

　灰白色粘土層（ローム粒、多量の焼’
土
粒 含む）

　灰白色枯土と褐色土の混土層（ロー’
ム
粒
、 ロームブロック、若干の焼土粒
含む）

6．灰白色粘土と茶褐色土の混土層（焼
土ブロック、焼一土粒含む）

挿図25
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　本住居跡はD区南丘陵南西端に位置し，そのプランは東西がやや長い方形を呈する。壁は70Qの

傾斜で掘り込まれ，床面はほぽ平坦である。竈は北壁中央部に付設され，天井部，袖部には多量の

白色粘土が使用され，両袖，支脚には甕を倒立状態で使用している。煙道部は住居外に延び，燃焼

部，煙道部はよく焼けている・柱穴は主柱穴と推定される4個のピットを検出し，それぞれの間隔

は約3．5糀で方形の配列を示すQ遺物は竈内に横倒しの状態で土師器の長甕が2つ出土している。

また竈左袖付近で土製丸玉が，貯蔵穴付近では多孔の甑（土師器）が倒立状態で出土している。
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挿図26118号住居跡出土遺物実測図
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118号住居跡出土遺物一覧表

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

器　種

土師器
　甑

土師器
　甕

土師器
　甕

土師器
　甕
土師器
　甕
土師器
　甕

土師器
小型甕
土師器
　圷
土師器
　圷
土製丸玉

法量（c舵）

口径17．8
底径　2．5
孔径0．3～0．7

器高14．3
口径21．7
底径　5．1

器高34．5

口径23．5

口径19．0

口径20。6

口径2L4
底径　4．2
器高33．8
口径16。2
底径　4．6
器高20．9
口径13．1
器高　3．8

口径14．4
器高　4．7

技 法 等

口縁部横ナデ，胴部ヘラ削り，
孔はヘラ状工具で穿たれ，76個有
り

口縁部横ナデ，胴部上半縦方向ヘ
ラ削り，中～下半斜方向ヘラ削
り，底部ヘラ削り

口縁部横ナデ，胴部上半縦方向ヘ
ラ削り

口縁部横ナデ，胴部上～中半縦方
向ヘラ削り，内面ナデ

口縁部横ナデ，胴部上半縦方向ヘ
ラ削り

口縁部横ナデ，胴部，縦方向もし
くは斜方向ヘラ削り
内面ナデ

口縁部横ナデ，胴部ヘラ削り，
底部，粗いヘラ削り

口縁部横ナデ，周縁部一定方向ヘ
ラ削り後中央部ヘラ削り
口縁部横ナデ，底部ヘラ削り後，
周縁部のみ一定方向ヘラ削り

胎　土

石英，砂粒
含有

石英，雲母
砂粒含有

砂粒，小石
等含有

石英，小石
砂粒含有

石英，雲母
含有
多量の石英
雲母砂粒
含有

石英，小石
含有

多量の砂粒
含有

若干の小石
砂粒含有

備 考

色調黄褐色，焼成良好，
完形，底部付近に火を受け
た痕跡有り

色調淡褐色，焼成良好，
完形，器面が磨滅している

色調茶褐色，焼成やや不
良，口縁部は完形，全体に
歪みあり雑な作り

色調淡茶褐色，焼成良好，
60％残

色調淡褐色，焼成良好，
50％残
色調淡赤褐色，焼成良好，
85％残
全体が磨滅している

色調淡茶褐色，焼成良好，
完形，底部に葉脈痕残る

色調明褐色，焼成普通，
器面荒れている，80％残
色調黒褐色，焼成良好，
95％残

1．25×L2，径0．2伽の孔が穿たれる，黒色で焼きは甘い

図版17　118号住居跡出土遺物
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34号住居跡
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挿図27

σ04

ρ
，d5

C

f　m

01

20
◎占D

5

1

謄
騨6

dg　d

些

a
．
黒
褐 色土層（若干のF　P、c
ローム粒含む、褐色土ブロック
混入）

b
．
暗 褐色土と褐色土の混土層
　（若干の浮石含む）
c　暗褐色土層（焼土ブロック、
炭化物、ロームブロック、少量
のF　P、C含む）

d
．
褐 色土層（ロームブロック含
む）

e
．
暗 褐色土と褐色土の混土層
　（F　P、若干のc、焼土粒、ロ

ーム粒含む）
f　褐色土層（浮石まじりの黒色

王混入、非常に固い）

g．赤褐色土層（褐色土混入）
h
．
暗 褐色土層（焼土ブロック含
む、やや赤味がかる）

i
．
黒
褐 色土層（浮石、ローム粒
焼土粒含む）

1．赤褐色土層（焼土粒含む、やや
黒味がかる）

k
．
暗
褐 色土層（焼土粒、ローム
粒含む）

1　褐色土層（灰、焼土ブロック
含む、やや赤味がかる）

m
．
暗 褐色土層（k層に比べ赤味
帯びる、焼土ブロック、若干の

　ローム粒含む）

0 2肌

　本住居はD区北側南東斜面に位置し東西が長軸となる不整長方形である。周溝は床面から9cηの

深さで西壁から北壁に回っている。壁の立上がりは北側で50c卿前後，南側で20c窺前後で傾斜のある

地形であることがわかる。柱穴は認められない。竈は，東壁わずか南寄りに位置し，壁をわずか作

り出して角安及び疑灰岩の袖と接続させている。燃焼部は床面より20cη程窪み，煙道部にゆるやか

に登る・竈の南袖わきに深さ20c窺径30c形程のピットがある。遺物は，竈北袖に着いて須恵器蓋が集

中して出土したほか床面中央北壁寄りと南西隅にまとまって出土した。
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図版1934号住居跡遺物出土状態及び出土遺物
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挿図2834号住居跡出土遺物実測図
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34号住居跡出土遺物一覧表

1

0 10㎝

番号陪倒法量＠）1 技 法 等1胎剥 備 考

11蕎轟鏡1高台径甑・1羅購薦暮り筏手持ヘラ1賠粒子1籍屡締成臨高台

21須嚢器騰1矧呑荘翻密言弊後ツマミ貼曝の小石i色調賄焼成朗完形

・i須嚢器1購11：誘蟹騨；享章懸ζ；薄1砂粒含有1島禁臆焼成既

・1須嚢器1購11：II寿灘繁？言弊後ツマミ貼1雛看小石1騰駿妊嘱謬茶褐

51土霧器［・径19・・i窮部横所胴部上半横ヘラ1砂粒含有1輔馨簿筆成良好口縁

6昧麟1・径四窮部横筋胴部上半横ヘラ儲の砂粒［輔讐薄筆成良妊口縁

7i土霧器1・径1＆51窮部横所胴部上半横ヘラ1砂粒含有1腰噸麓蝶踏譲嘉雛

8i勢 撃1α・×a61柄の木質部が一部残存

88号住居跡
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L　黒褐色土層（砂質、白色粘土、焼土
ブロック含む）

2．黒褐色土層（白色粘土、焼土ブロッ
ク、焼土粒含む）

　暗褐色土層（若干の焼土粒含む）
　灰褐色土層（焼土ブロック、焼土粒

含む）

5．暗褐色土層（焼土ブロック、焼土粒
含む）

6．暗褐色土層（やや灰色がかる若干の
焼土粒、白色粘土含む）

7．黒褐色土と暗褐色土の混土層（ロー
ム粒、ロームブロック、焼土ブロック
含む）

8．ローム漸移層

挿図29a　暗褐色土層（F　P、c、若干のB含む砂質）
　　b：黒褐色土層（ローム粒、ロームブロツ久焼土粒含む）
　　c．暗褐色土層（若干のF　P、c含む）
　　d．黒褐色土層（焼土ブロック含む）
　　e．暗褐色土層（白色粘土、焼土粒、焼土ブロック含む）
　　f．黒色土層（暗褐色土混入、白色粘土、焼土ブロック含む）
　　g．褐色土層（しまりあり）
　　h．ローム漸移層

2肌
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本住居跡はF区南東部に位置し，そのプランは南北に長い方形を呈する，壁は不明瞭な南壁を除

き約80。の傾斜で掘り込まれ，床面南側には白色粘土が散布している。ピットは住居北東隅に検出

されたが用途は不明である，周溝は北壁及び西壁下の一部で検出されているが，床面下1～2cηと

浅い。竈は両袖部に石を使い，あまり焼けていない。遺物は竈内及び竈周辺に多く，土師器の甕や

高台付腕が出土している。また西壁下中央から灰紬陶器（高台付腕）が出土している。

図版2088号住居跡遺物出土状態及び出土遺物
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挿図3088号住居跡出土遺物実測図

88号住居跡出土遺物一覧表

番号

1

2

3

4

5

8

器　種

土師器
高台塊

土師器
高台塊

土師器
高台塊

土師器
　甕

土師器
　甕

灰粕陶器
高台塊

法量（c寵）

口径13．5
高台径6。5
器高　5，6

口径13．9
高台径7．4
器高　6．2

口径14．4
高台径7．0
器高　6．7

口径20．3

口径18．2

口径13．0
高台径7。7
器高　4．75

技 法 等

・ク・整形か，口縁部横ナデ体部
ヘラ削り，底部高台貼付け後・ク
・ナデ，内面は底部除き・ク・ナ
デ

・ク・整形か，口縁部横ナデ体部
ヘラ削り，底部高台貼付け後・ク
貢ナデ，内面ロクロナデ
・ク・整形か，口縁部横ナデ体部
ヘラ削り，底部高台貼付け後・ク
ロナデ，内面ロクロナテ
口縁部横ナデ，胴部上半横方向へ，
ラ削り，■半縦方向ヘラ削り，内
面ヘラナテ
口縁部横ナデ，胴部上半横及び斜
め方向ヘラ削り，王半縦方向ヘラ
削り，内面ヘラナテ
ロク・整形，底部切り離し，ヘラ
調整後高台貼付，ツケガケ内面底
部と高台部に重ね焼きの痕跡残る

胎　　土

雲　　母
砂粒含有

若干の小石
含有

小石，砂粒
含有

雲母，小石
等含有

石英，雲母
小石，含有

若干の小石
含有

備 考

色調灰暗褐色，黒斑がつく
焼成やや不良，完形，全体
に雑な作り

色調淡茶褐色，焼度やや不
良，60％残

色調暗褐色，焼成良好，
80％残，内部に火をうけた
痕跡残る
色調淡黄褐色，焼成良好，
60％残，口縁部に歪みあり
全体に器肉が厚い
色調赤味帯びた茶褐色，焼
成良好，50％残，口縁部歪
み有り

色調施粕部分は淡緑色，そ
の他は灰白色，焼成良好，
60％残

一37一



竪
穴
住
居
跡
遺
構
一
覧
表

1 認 1

住 居 番 号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1
2

13 14 1
5

16 17 18 19 20

形
　
　
状

壁
　

走
　

向

不
整

方
形

N－
2
8Q
－
E
（
西
）

不
整

方
形

N－
2
0Q
－
E
（
西
）

不
整

方
形

N－
44

。
一

E
（

西
）

長
　
方
　
形

N－
15
Q－

E（
東
）

不
整

方
形

N－
25
Q－

E（
西
）

不
整
方
形

N－
20
0－

E（
東
）

長
　
方
　
形

N－
53
Q－

E（
東
南
）

長
方
形
？

N－
45

0－
E（

北
ブ

不
整

方
形

N－
38
Q－

E（
西
）

不
整

方
形

N－
53

。
一

E（
東

）

方
　
　
　
形

N－
35
Q－

E（
東
）

長
　
方
　
形

N－
40
Qr
E（

東
）

方
　
　
　
形

N－
40

。
一

E（
東

）

長
　
方
　
形

N－
17

。
一

W（
西

）

長
　
方
　
形

N－
36

Q－
W（

東
）

不
整

方
形

N－
4。

一
E
（
東
）

方
　
　

形
N－

17
0－

W（
西

）

長
　
方
　
形

N－
34

0－
E（

東
）

方
　

　
形

N－
31

。
一

W（
東

）

方
　
　

形
N－

40
－

W（
西

）

規
模
（
窺
）

（
長

壁
×

短
壁

）

壁
高

（
6
舵

）

5？
×
4

40

3．
6？

×
3．

2

　
55

4．
5？

×
3．

2？

　
60

2．
7×

2．
2

9
5

4
×

3．
8

80

4．
9
×
4．

3
10

5

5．
7x
4

26
3．

1×
？

36

3．
6×

3．
1

35

4x
3。

5
34

4×
4

70

4．
8×

3．
4

58

4×
4

29

3
．

5
×

2．
5

85

3．
9×

3．
6

70

4．
3
×

3．
9

58

4．
2×

4．
1

59

3．
7×

3．
3

55

5。
2×

5．
2

85

5×
4．

9
50

床
面
積

（
㎡

）

20
？

11
．
5？

14
．
4？ 5．

9

15
．

2

21

22
．
8

？

1
1．

2

14 1
6

16
．

3

1
6

か
ま
ど

位
副
構
翻

？
1？

8・
8韓

南
寄
1粘

土
・

5・

14
1西

壁
南

寄
1粘

土
・
35

16
・
8睡

中
央
1粘

土
愛
？

17
．
21

？
1？

12
・
2睡

醐
支
石
如

27
膿
鞭
鮭
二
18

24
・
51
北
鹸
寄

1聾
35

周 溝 × × × X × ○
（
一
部
）

× 9 × × ○
（
一
部
欠
）

× × × × × × × × O
（

一
部

）

柱 穴 × × 9 ○
（
1） × ○

（
2）

？ × O
（

1）
？ × × O

（
4） × × × O

（
4） × ○

（
3）

？ ？ × 鶴
．

貯 蔵 穴 × × ？ × ○
（

1） ○
（

1） × ？ × × ○
（

3）
？ × × ○

（
2）

？ ○
（
1） ○

（
1） ？ O

（
1） O

（
2） O

（
1）

備

（
数

字
の

単
位

は
ご

舵
）

考

南
壁
立
ち
上
が
り
不
明
。
規
模
，
床
面
積
は
推

定
。
樽
系
土
器
及
び

赤
井

戸
系

土
器

出
土

南
壁

立
ち

上
が

り
不

明
。

規
模

，
床

面
積

は
推

定
。

焼
土

範
囲

（
70
×
50
）
が
住
居
中
央
南
壁
寄
り
に
在
り

東
，
南
壁
立
ち
上
が
り
不
明
。
規
模
，
床
面
積

は
推
定
。
ピ
ッ
ト
多

数
検

出
。

H－
2同

様
の

位
置

に
焼

土
範

囲
在

り
。

小
型
の
住
居
だ
が
深
い
。
住
居
中
央
西
壁
寄
り
に

焼
土
範
囲
（
3
3
x

26
）
在
り
。
石
田
川
系
土
器
及
び
樽
系
土
器
出
土

。
南

壁
立

ち
上

が
り

不
明

。
住

居
中

央
西

壁
寄

り
に

炉
在

り
。

北
東

隅
近
く
に
浅
い
貯
蔵
穴
在
り
。
床
面
堅
牢
。

火
災
住
居
。
住
居
中
央
西
壁
寄
り
に
焼
土
範
囲
在
り

。

火
災

住
居

。
東

，
南

壁
立

ち
上

が
り

不
明

。
焼
土

範
囲

は
住

居
中

央
南

壁
寄

り
と

西
壁

寄
り

の
2ヵ

所
に

在
り

。

北
西

コ
ー

ナ
ー

の
み

確
認

。
柱

穴
は

床
面

か
ら

の
深

さ
35
伽

。

重
複
関
係

囚
→
W
－
1

囹
→
W－

1

焼
土
範
囲
（
40

×
35

）
が
住
居
中
央
か
ら
北
西
隅

に
す

こ
し

寄
っ

た
、

位
置
に
在
り
。

焼
土

範
囲

が
住

居
中

央
部

と
北

隅
寄

り
の

2ヵ
所
に

在
り

。
住

居
北

隅
に
白
色
粘
土
が
か
た
ま
っ
て
検
出
。

本
　

文
　

参
　

照

自
然
石
堆
積
層
を
掘
り
込
ん
で
構
築
。
南
東
，
南

西
壁

及
び

床
面

は
自

然
石

を
そ

の
ま

ま
利

用
し

て
い

る
。

器
台

ミ
ニ
チ
ュ
ア
出
土
。

焼
土
範
囲
が
住
居
中
央
西
側
に
3
ヵ
所
検
出
。

南
流

す
る

W
－

1
に

北
隅

か
ら

南
隅

に
か

け
て

切
ら

れ
て

い
る

。

本
　
　
文
　
　
参
　
　
照

柱
穴

は
心

心
で

2糀
の

正
方

形
。

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
左

側
，

西
壁

南
隅

。
カ

マ
ド

は
白

色
粘

土
で

構
築

。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
東
壁
南
隅
。
カ
マ
ド
袖
部
は
白
色
粘
土
を

使
用
。

H－
18
。

23
に

掘
り

込
ま

れ
て

い
て

カ
マ

ド
の

有
無

は
不
明
。

E－
23

に
大
半
を
掘
り
込
ま
れ
て
い
て
南
コ
ー
ナ

ー
と

カ
マ

ド
の

み
現
存
。
西
壁
は
H－

23
と
共
有
。
南
北
壁
は
床
面
段

差
に

よ
り

確
認

。
東

，
北

壁
に

カ
マ

ド
2基

有
り

。
そ

れ
ぞ

れ
右

側
へ
1
解
の
所
に
円

形
貯

蔵
穴

在
り

。
東

壁
カ

マ
ド

の
支

脚
に

土
器

を
転
用
。

柱
穴

は
3．

2糀
×

2．
7窺

で
深

さ
75

～
95

。
貯

蔵
穴

は
カ

マ
ド

右
側

北
東
隅
。

囮
→
W
－
1

囮
→

18
→

23

1
7
→
團
→
2
3



1 8 i

住 居 番 号 21 22

形
　
　

状

壁
　

走
　

向

方
　
　
　
形

N
－
3
。
一
W（

西
）

方
　
　
　
形

予
N緊

37
。

一
W（

西
）

”
方
　

　
　

形
2
3 　
N－

34
0－

E（
西
）

24 2
5

26 27 28 29 30 3
1 32 3
3 34 35 36 37 38 39 40 41

方
　
　
　
形

N－
39
。
一
W（

西
）

方
　
　
　
形

N－
28
。
一
W（

東
）

方
　
　
　
形

N－
33

Q－
W（

西
）

長
　
方
　
形

N
－

28
。

一
E（

西
）

方
　
　
　
形

N－
3
00
－
E
（
西
）

方
　
　
　
形

N－
38
Q－

W（
西
）

長
　
方
　
形

N－
13

。
一

W
（

東
）

長
　
方
　
形

N－
go

－
W（

西
）

長
　
方
　
形

N－
21
。

一
E（

西
）

方
　

　
形

N
－
4
0。

一
E（

西
）

不
整

方
形

N－
18

0
－

W（
西

）

方
　
　
　
形

N－
2
6Q
－
W
（
西
）

長
方

形
？

N－
22

0－
E（

西
ブ

方
　
　
　
形

N－
12

。
一

W
（

西
）

方
　
　
　
形

N－
34
。

一
W（

東
）

方
　
　
　
形

N－
38

。
一

W
（

西
）

方
　
　
　
形

N－
41

0－
E（

南
）

方
　
　
　
形

N
－

6
Q
－

W
（

西
）

規
模
（
舵
）

（
長

壁
×

短
壁

）
壁

高
（

6寵
）

4．
2×

4．
1

70

6
．
7×

6．
5

58

3
．
1×

2．
9

76
？

3．
3×

3．
2

35

4．
4×

4．
2

50

5．
3×

5
60

2．
75

×
2

4
6

3．
8x
3．

5
30

4．
3×

4
．
2

5
5

5．
5×

5
70

3．
3×

2．
7（

？
）

　
60

3．
3×

2．
6（

？
）

　
55 4×

3．
8

6
5

4
．

6×
3
．

3
40

4．
4×

4．
2

5
0

4？
×
3

40
3。

9×
3．

7（
？
）

　
23

5．
5×

5．
4

65

3
．

9
×

3。
9

6
5

3
．
45

×
3
．
25

　
65

1．
7×

1．
6

8
5

床
面
積

（
％

）

17
．

2

43
、
5 9

9。
9

18
。

5

26
．
5

5．
5

13
，

3

18
、
1

か
ま
ど

位
置
1薦

繍
　

（
痕

）
東

壁
南

寄
西
壁
南
寄

9．
9

紺
土

』

　
55

？

周 溝 ×

　
　

粘
土

　
○

北
壁

中
央
土

器
。

45
（

一
部

）

東
壁
南

寄
饒
劃
・

東
壁

中
蜘

土
螺

象
）

柱 穴 × ×

1×

×

東
壁

南
騨

土
・

45
1×

隔

北
壁

網
・

25
1（

象
）

隔

東
壁
中
央

1響
・
5・

1（
象
）
陽

西
壁

北
琳

土
・

3・
i×

18

西
壁
醐
土

器
・

3・
1×

i×

27
。
5
東
壁
南
寄
卜
55
1（

象
）
陽

8、
9？

薩
南
寄
雛
・
4・

1（
象
）
1×

8。
6？

睡
醐

・
3・

1×
［

×

15
・
2
1西

壁
北
寄
1・

2・
1×

1×

17
，

3
睡

南
寄

1
袖

石
・

45
k象

）
1×

1
8．

51
甦

籠
1？

・
3・

？
1（

象
）

18

12
？

騨
南

寄
ll

l去
・

35
1（

挙
）

1×

14
4？

騨
祠

？
1（

象
）
1×

29
．
71
北
壁
東
寄
1・

3・
？
1（

象
）
18

1
5．

2
睡

醐
粘

土
・
4・

1（
象
）
1×

1
L2

睡
中
央
1黎

去
・

4・
1×

1×

27
睡
醐
・
35

1刈
×

貯 蔵 穴 ○
（

2） ○
（

2）
？ × O

（
1） O

（
1） O

（
1） ○

（
1）

？ ○
（
1） ○

（
1） ○

（
1） ○

（
1） O

（
2）

？ O
（

1） ○
（

1） ○
（
1） ○

（
1） × ○

（
1） O

（
2）

？ ○
（
1） ×

備

（
数

字
の

単
位

は
碗

）

考

東
壁
カ
マ
ド
右
側
，
南
東
隅
に
貯
蔵
穴
。
西
壁

カ
マ
ド
の
貯
蔵
穴
は

左
側
に
在
り
。
北
西
コ
ー
ナ
ー
を
W
－
2
が
切
る
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
左
側
，
西
隅
に
1つ

，
東
隅
に
1
つ
在
り
土
器
多

数
出
土
。
支
脚
に
高
圷
脚
部
を
転
用
。

カ
マ

ド
は

H－
17
の

埋
土

を
掘

り
込

ん
で

造
っ

た
も
の
で
補
強
す
る

た
め

に
石

組
で

構
築

さ
れ

て
い

る
。

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
，

東
隅

に
在

り
。

周
溝
iは

南
壁

と
西

壁
の

一
部

の
み

。

カ
マ

ド
袖

部
は

・
一

ム
を

厚
さ

20
程

掘
り

残
し
て

白
色

粘
土

を
使

用
し
て
構
築
。
柱
穴
は
2．

3勉
×
2舵

。
貯
蔵
穴
は

カ
マ
ド
右
側
。

カ
マ

ド
袖

部
は

・
一

ム
を

厚
さ

25
程

掘
り

残
し
て

構
築

。
柱

穴
は

2．
5糀

の
正

方
形

。
貯

蔵
穴

は
カ

マ
ド

右
側

，
北
東

隅
。

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
，

南
東

隅
に

在
り

。
柱
穴

は
住

居
中

央
部

西
壁

寄
り

と
北

東
隅

に
検

出
。

柱
穴

は
2．

2糀
×

L7
舵

で
深

さ
は

ま
ち

ま
ち

で
18

～
52

。
貯

蔵
穴

は
カ
マ
ド
右
側
，
北
隅
に
在
り
。

重
複
関
係

國
→
W－

2

17
→

18
→

圏

1國
→
W－

2

暖
影

：
1

壁
醗
際
躍
1も

。
鰐
罐
籔
鵬
奎
望
マ
ド
に

集
中

し
、

31
？

（
栗

後
関

緕
）

柱
穴

は
心

心
で

約
2．

4窩
の

正
方

形
。

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
南

東
隅
。
カ
マ
ド
左
側
に
古
い
カ
マ
ド
跡
在
り
。

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
で

東
壁

か
ら

や
や

離
れ
た

所
に

在
る

。
粘

土
と
石
材
と
で
カ
マ
ド
を
築
い
て
い
る
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
南
隅
に
在
り
，
他
に

北
隅

に
径

60
，

深
さ

20
の

ピ
ッ

ト
を

検
出

。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
北
隅
。
遺
物
は
カ
マ

ド
前
と
貯
蔵
穴
に
集

中
し
て
出
土
。

本
　
　
文
　
　
参
　
　
照

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
，

南
東

隅
。

柱
穴

は
心

心
で

約
2．

6糀
の

正
方
形
。
手
に
握
れ
る
程
の
長
形
の
河
原
石
が
西
隅

か
ら

集
中

出
土

．

北
側

を
W－

4に
切

ら
れ

て
お

り
，

規
模

は
推

定
。

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右
側
。
鉄
製
遺
物
（
鎌
）
を
出
土
。

南
東

，
南

西
コ

ー
ナ

ー
の

み
確

認
。

カ
マ

ド
も

H－
38

に
切

ら
れ

て
，

焼
土

の
残

る
窪

み
跡

の
み

確
認

。

貯
蔵
穴
は
隅
丸
方
形
で
，
カ
マ
ド
右
側
，
北
隅
。
柱
穴
は
心
心
で

3．
3糀

の
正
方
形
。
カ
マ
ド
は
T－

1に
よ
り
か
な
り
破
壊
。

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
，

東
隅

。
他

に
北

隅
に

1つ
ピ

ッ
ト

が
あ

る
が
性
格
不
明
。

住
居

南
隅

に
踏

み
台

状
の

ロ
ー

ム
の

掘
り

残
し

が
在
る
。
貯
蔵
穴
は

カ
マ
ド
右
側
。

非
常

に
小

さ
く

て
深

い
住

居
。

図
→
3
1

30
→
国

35
→
図

図
→

3
4
→

3
6

35
→

図
→

W－
4

國
→
3
8
→
T
－
1

3
7
→
国
→
T
－
1



3
～
蓼

1
樗

－

住 居 番 号 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61

形
　
　
状

壁
　

走
　

向

方
　
　
．
形

：
N－

2
8。

一
W
（

西
）

方
　

　
形

N
－

37
。

一
E（

北
）

方
　

　
形

N
－

41
0－

W
（

西
）

方
　
　

形
N
－
49
Q
－
E
（
北
）

長
方

形
9

N－
6。

一
W
？
（
西
）

方
　

　
形

N－
24

。
一
W（

東
）

長
　
方
　
形

N－
8
。
一
W（

東
）

長
　
方
　
形

N－
3
50

－
E（

西
）

長
　
方
　
形

；
N－

2
8Q

－
W（

東
）

方
　

　
形

N－
3
5。

一
E（

北
）

長
　
方
　
形

N－
14
。

一
W（

西
）

長
　
方
　
形

N－
3
3。

一
W（

東
）

方
　

　
形

N－
38
。

一
W（

西
）

方
　

　
形

N－
43
。

一
W（

西
）

方
　

　
形

N－
26
。
一
W
（
西
）

長
　
方
　
形

N－
20
－
W（

西
）

長
　
方
　
形

N－
1。

一
E（

西
）

長
　
方
　
形

N－
3。

一
E（

西
）

長
方

形
？

N－
6Q

－
E（

西
）

方
　

　
形

N－
2。

一
E（

西
）

規
模

（
舵

）
（

長
壁

×
短

壁
）

壁
高
（
伽
）

4．
8x

4。
6

90

2．
3
5×

2
．

3

9
0

4×
3．

8
80

4．
4×

4．
3

85

3
．
5
？
×
2
．
8？

　
35

4．
4×

4。
2

65

3
．

8
×

3．
45

90

5．
8
×

5．
5

80

3．
6×

3．
2

70

4．
55

×
4．

45

　
80 4×

2．
8

85

3．
45

×
3．

1

35

4．
1×

4．
1

85
4．

1？
×
3．

9？

　
20

4．
2
5×

4
．
1

10
0

6．
2
5×

5．
7

50

6．
2
×

5．
8

35

5
，

35
×

4．
5

　
35

6以
上

×
5以

上

　
30

7
．

3
×

7．
3

50

床
面
積

か
ま
ど

周

（
雇
）
位
置

胤
あ

溝
・

a1
薩

串
奏

1粘
王
矧

（
象

）

5・
4曜

南
寄

1圭
磐

・
3・

i×

15
．
2鰹

南
寄
i
土
器

・
3・

×

18
．

9

9
．

8
？

18
．

5

1
3．

1

31
．
9

11
．

5

2
．

0

東
壁

南
寄

袖
石

粘
土
・
45

土
器

　
（
痕
）

南
壁

中
央

？
・

9
？

× 9

西
壁
南
寄
粘
土

・
4・

（
泉

）

東
壁

南
寄

1土
器

・
4・

i×

北
壁

中
央

1土
器

・
4・

1×

東
壁

南
寄

」
・
4・

1×

東
壁
南
寄
難
35

×

11
。

2
東
壁
中
央
瞬
・
3・

1×

1α
7確

醐
・
55

1×
16

・
8嘩

南
寄

［
土
器

・
3・

1×

16
？
1？

i？
1？

伽
睡
醐
・
5・

卜
35

・
61

韓
南

寄
1粘

土
・

5・
1x

3
6睡

南
寄

1粘
土

・
45

1（
象

）

柱 穴 ○
（
4） × × ○

（
4） ？ ○

（
4） X × × ○

（
5） O

（
2）

？ × × ○
（

2）
？ ○

（
4） O

（
4） O

（
2）

？

24
1
曜
醐
・
5・

？
1（

象
）
除

？
い
i
？

10
1（

泉
5
3・

3
膿

翻
粘

土
麟

象
）

1（
扇

貯 蔵 穴 ○
（
1） ○

（
1） ○

（
1） ○

（
1） 9 O

（
1） ○

（
1） × ○

（
1） ○

（
1）

・
O （
1） ○

（
1） ○

（
1） ？ O

（
1） ○

（
1） O

（
1） 9 9 ○

（
1）

備

（
数

字
の

単
位

は
0鋸

）

考

柱
穴
は
西
側
に
や
や
開
き
気
味
の
不
整
方
形
。
貯
蔵

穴
は

東
壁

カ
マ

ド
の
右
側
，
東
隅
に
在
る
。
北
隅
に
白
色
粘
土
。

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
。

カ
マ

ド
袖

部
は

土
器
を

シ
ン

に
し

て
構

築
。

袖
部

左
側

に
甑

と
甕

が
組

ん
だ

状
態

で
出

土
。

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
。

カ
マ

ド
袖

部
は

土
器
を

シ
ン

に
し

て
構

築
。
カ
マ
ド
の
支
脚
に
高
圷
脚
部
を
転
用
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
。
カ
マ
ド
は
石
材
で
構
築
。
カ
マ
ド
支
脚
に

高
圷

脚
部

を
転

用
。

柱
穴

は
東

側
に

や
や

開
き

気
味
の
台
形
状
。

カ
マ
ド
の
跡
と
地
層
断
面
掘
り
込
み
か
ら
規
模
は
推

定
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
左
側
，
南
西
隅
。
柱
穴
は
心
心
2．

3解
～
2．

軌
の

ほ
ぼ

正
方

形
を

呈
す

る
。

深
さ

35
～

40
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
南
東
隅
。
カ
マ
ド
袖
部
は
・
一
ム
を
掘
り

残
し

て
焚

き
口

の
所

に
長

胴
甕

を
据

え
て

構
築

。
カ

マ
ド

袖
部

は
・

一
ム

を
厚

さ
30

～
40

掘
り

残
し
て

焚
き

口
に

長
胴

甕
を
据
え
横
に
も
長
胴
甕
を
渡
し
て
構
築
。

カ
マ
ド
袖
部
は
・
一
ム
を
厚
さ
30
程
掘
り
残
し
て
構
築
。
貯
蔵
穴
は

カ
マ

ド
右

側
。

住
居

中
央

に
遺

物
集

中
出

土
。

重
複
関
係

囮
→
4
6
→
W
－
2

4
5
→
囮
→
W
－
2

囮
→

T
－

2

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
。

カ
マ

ド
袖

部
は

土
器

を
シ

ン
に

し
て

構
’

築
。
カ
マ
ド
の
支
脚
に
高
圷
脚
部
転
用
。
柱
穴
は
心
心
で
2．

3窺
～

2．
4ア

π
。

W－
2に

南
東
コ
ー
ナ
ー
を
切
ら
れ
る
。
貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
。

カ
マ
ド
袖
部
は
長
胴
甕
を
利
用
し
て
構
築
し
て
い
る

。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
東
隅
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
東
隅
。
カ
マ
ド
袖
部
は
土
器
を
据
え
て
構

築
。

北
壁

側
下

か
ら

長
形

の
河

原
石

7つ
ま

と
ま

っ
て
出
土
。

溝
に
切
ら
れ
て
い
』
た
が
，
西
コ
ー
ナ
ー
が
確
認

で
き

，
規

模
が

推
定

で
き
た
。

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
カ

マ
ド

袖
部

は
・

一
ム

掘
り

残
し

。
支

脚
に

高
圷
脚
部
転
用
。
柱
穴
は
心
心
で
2．

7
解
～
2
．
8
勉
の

正
方

形
。

カ
マ
ド
右
側
に
長
方
形
の
貯
蔵
穴
。
柱
穴
は
心
心
で
3．

5鵠
～
3．

6糀
の
正
方
形
。
白
色
粘
土
を
多
量
に
出
土
。
固
い
床
面

を
持

つ
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
左
側
，
南
西
隅
。
貯
蔵
穴
付
近
の
床
面
が
貼
り
床

さ
れ

て
い

た
こ

と
か

ら
H－

65
よ

り
新

し
い

と
判

断
し
た
。

住
居
南
東
4半

分
は
か
く
乱
を
受
け
て
い
て
内
部
施
設
等
の
詳
細
不

明
。

北
西
コ
ー
ナ
ー
を
確
認
し
た
の
み
。
柱
穴
は
心
心
で
3．

4解
。

火
災
住
居
，
床
面
か
ら
わ
ら
状
の
炭
化
物
を
検
出
。

北
壁

カ
マ

ド
の

右
側
に
方
形
の
貯
蔵
穴
在
り
。
柱
穴
は
心
心
4．

5勉
×
4．

5筋
。

國
→
w－

2

図
→

W－
6

霞
監
㌘
w－

3

79
→
64
→
団

65
→
圃
→
59

58
→
圖

65
？

（
栗

後
関

緕
）



、

1 占 ！

住 居 番 号 62 6
3 64 6
5 66 67 6
8

6
9 70 7
1 72 7
3 74

』
75 76 77 78 79 80

形
　
　
状

壁
走
　
向

方
　
　

形
N－

25
。

一
W（

東
）

長
　
方
　
形

N－
30
。
一
W（

東
）

長
　
方
　
形

N
－

3
0
－

W
（

西
）

？

不
整
方
形
？

N－
10

Q－
W（

東
ブ

方
　

　
形

N－
34
Q－

W（
東
）

長
　
方
　
形

N－
40

Q
－

E（
西

）

方
　
　
　
形

N－
4。

一
E（

西
）

長
　
方
　
形

N－
34

Q
－

E（
西

）

長
　
方
　
形

N－
30
。
一
E（

東
）

方
　
　

形
N－

9Q
－
E（

西
）

長
　
方
　
形

N
－
1
4。

一
E（

西
）

長
　
方
　
形

N
－
48
。
一
E（

南
）

長
　
方
　
形

N
－

3Q
－

E（
西

）

方
　
　

形
N
－

23
0
－

W
（

東
）

長
　
方
　
形

N
－

15
。

一
W（

東
）

方
　
　

形
N
－

46
0
－

E
（

ゴ
ヒ

）

方
　

　
形

N
－

3Q
－

W（
西

）

長
　
方
　
形

N
－

31
Q
－

W
（

西
）

規
模
（
彫
）

（
長

壁
×

短
壁

）

壁
高

（
6
窮

）

4．
25

×
4。

1

60
4
．

4×
3
．

5？

　
4
2

6×
5．

5
50 ？

3。
2？

×
2．

8？

　
30

3．
7×

3．
6

60

4．
3×

4
55

4．
95

×
4．

8

2
7

3．
3？

×
2．

5？

　
30 3．

5×
3

3
5

3
×

2．
8

5
5

3．
1×

2
．
5

35

6
。

2
×

5
？

5
0

3．
6？

×
3．

1

　
40

3．
55

×
3．

45

　
70

4
．

05
×

3．
5

75

4．
6×

4
。
6

60

4．
7×

4
．
7

60

5×
4．

7
以
上

　
90

床
面
積

（
㎡

）

1
7．

4

15
．
4？

33 ？

9？ 13
．

3

か
ま

ど
周

位
置
櫨

翻
溝

北
壁

東
寄

1土
器
・
3・

1・

？
い
1？

柱 穴 ○
（

2）
？ ○

（
2）

？

西
壁
繍
粘

キ
鍬

象
）

18

朗
？
1？

薩
剃
粘
土

・
3・

1×

西
壁

鯛
土
器
・
3・

i（
象
）

17
、
2騨

…
南
寄
粘
土

・
4・

（
鼎

）

23
．
8

8．
3？

　
（
痕
）

東
壁
南
寄

東
壁

中
央

　
（
痕
）

東
壁

南
寄

粘
土
・
？

。
？

・
Jo
？

× ？

1
0
．

5
　

東
壁

南
寄

　
　

　
・

20
　

×

a4
睡
醐
袖
石
・
3・

1×

7．
8
1？

1？
1（

薯
）

3
1
？
1
甦
南
寄
1袖

石
・

25
1×

11
．

2？
西
壁
北
寄

・
25

×

1Z
21

韓
南

寄
1粘

土
・

3・
1（

象
）

14
2［

西
壁
北
寄
1
替

土
●

20
【

（
集

）

　
　
　
粘
土

・
40
0

2L
2　

北
壁

中
央

g　
　
　
（
＿
部
欠
）

2
2．

1

23
．

5？

以
上

　
（

痕
）

西
壁
南
寄

東
壁
北
寄

粘
土

？
40

？ ・
45

× ×

？ ×

×
？ ○

（
9）

？ ○
（

4） ？ × × ？ O
（

4） × × ○
（

2） O
（

4） × O
（

3）

貯 蔵 穴 ○
（

1） ？ O
（

1）
？ 9 O

（
1） ○

（
1） ○

（
1） ○

（
1） ？ × O

（
1） ？ ○

（
1） O

（
1） ○

（
1） ○

（
1） × ○

（
1）

？ ○
（
1）

備

（
数

字
の

単
は

は
C舵

）

考

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
。

カ
マ

ド
袖

部
は

両
側

に
長

胴
甕

2個
体

ず
つ

伏
せ

て
横

に
土

器
を

渡
し

て
構

築
。

北
西
コ
ー
ナ
ー
を
H－

62
に
切
り
込
ま
れ
て
い
る

。
床
面
か
ら
白
色

粘
土
を
検
出
。

周
溝

は
増

築
部

分
に

つ
い

て
の

み
掘

っ
て

あ
る
。

柱
穴

は
心

心
で

2．
4窩

～
2．

7勉
の
北
に
や
や
開
き
気
味
の
不
整
方

形
。

H－
58

と
H－

60
と
の
間
に
位
置
す
る
が
，
北
壁

と
床

面
の

一
部

を
確

認
し

た
の

み
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
の
右
側
。
か
く
乱
を
受
け
て

い
て
住
居
の
輪
郭
が

は
っ

き
り

し
な

い
。

カ
マ
ド
袖
部
は
両
側
に
2個

ず
つ
長
胴
甕
を
立
て
て

，
高

圷
の

脚
部

を
支
脚
に
転
用
。
焼
成
部
底
に
段
差
有
り
。
貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
左
側
。

カ
マ

ド
袖

部
は

・
一

ム
を

掘
り

残
し

，
固

く
し
め

て
白

色
粘

土
で

固
め
た
も
の
で
，
支
脚
に
小
型
甕
を
転
用
。
床
面
は

貼
り

床
。

カ
マ

ド
は

W－
2．

3に
切

ら
れ

て
い

た
が

貯
蔵

穴
は
カ
マ
ド
右
側
。

柱
穴
は
西
に
開
き
気
味
の
台
形
状
。
床
面
は
固
く
し
ま
っ
た
貼
り

床
。

H－
68
の
カ
マ
ド
付
近
を
壊
し
て
掘
り
込
ん
で
造
っ
て
い
る
。
カ
マ

ド
は

2基
検

出
し

た
が

前
後

関
係

不
明

。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
南
東
隅
。
床
面
は
西

側
弱

程
が

固
く

し
ま

っ
て

い
て

カ
マ

ド
前

は
柔

ら
か

い
。

東
半
分
を
H－

72
に
切
ら
れ
て
カ
マ
ド
は
未
確
認
。
床
面
は
北
半
分

が
固
く
し
ま
っ
て
い
る
。
住
居
北
西
隅
に
焼
土
範
囲
を
検
出
。

北
壁
は
W－

2．
3に

よ
っ
て
切
ら
れ
て
い
て
不
明

。
貯

蔵
穴

は
カ

マ
ド
右
側
。
柱
穴
は
3勉

×
2．

8窩
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
左
側
，
袖
部
側
下
に
在
り
。

床
面

は
固

く
し

ま
っ

て
い

る
。

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
，

南
東

隅
。

カ
マ

ド
の
袖

部
は

粘
土

で
，

天
井
部
は
・
一
ム
主
体
で
構
築
。

地
山
に
残
る
岩
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
住
居
を
造

っ
て
い
る
。
貯
蔵
穴

は
ガ

マ
ド

右
側

，
北

西
隅

。

柱
穴
は
心
心
で
2．

5舵
の
正
方
形
。
住
居
南
隅

に
手
に
握
れ
る
程
の

長
形

の
河

原
石

が
6個

体
出

土
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
左
側
，
南
西
隅
。
カ
マ
ド
と

共
に
H
－
7
9
に
付
く

の
か

H－
64

に
付

く
の

か
，

あ
る

い
は

引
き

続
き
使

用
し

て
い

た
の

か
不
明
。

南
壁
は
W－

2に
，
カ
マ
ド
上
部
は
W
－
7
で
切
ら

れ
て

い
る

。
貯

蔵
穴

は
カ

マ
ド

右
側

。
柱

穴
は

東
隅

が
欠

け
て
い

る
が

心
心

で
3．

4
蹴

×
2．

8η
巴

。

重
複
関
係

6
3
一
姻

囮
〉
6
2

7
9
→

図
→

5
7

威
曇

降
7・

　
→

W
－

7
7
5
→
圃
→
W
－
2
→

　
W－

3
68
→
圃

7
3
→
囮

囲
→
72

曜
W
－
2
→
W
一

　
→
W－

7
四

→
69

→
W－

2→

　
W
－
3

四
→
64
→
57

鴎
距
1



1 お 1

住 居 番 号 81 82 83 84 8
5

8
6 87 88 89 90 9
1 92 9
3 94 9
5

9
6

9
7

98 9
9

形
　
　
状

壁
走

向
方
　
　

形
N－

9
Q－

W
（

西
）

方
　
　

形
N－

2g
o－

W（
東

）

方
　

　
形

N－
31

0－
W（

西
）

方
　
　

形
N－

8。
一
W（

西
）

方
　
　

形
N－

4Q
－
W（

東
）

長
　
方
　
形

N
－

3
Q
－

E
（

西
）

方
　
　

形
N－

6。
一

W（
西

）

長
　
方
　
形

N－
27
Q－

E（
東
）

方
　
　

形
N－

42
。
一
W（

東
）

長
　
方
　
形

N
－

9Q
－

W（
西

）

長
　
方
　
形

N－
10

。
一

E
（

西
）

長
　
方
　
形

N
－

3Q
－

W（
東

）

長
　
方
　
形

N－
14

。
一

E
（

西
）

長
　
方
　
形

N
－

16
。

一
E（

西
）

長
　
方
　
形

N－
10

0
－

E（
東

）

長
　
方
．
形

N－
4。

一
W（

西
ン

♪

　
　
　
形

，
N－

17
。
一
W（

西
）

　
9

爵
L3

8Q
⊥

W（
東

）

　
9

N－
13

。
二

E
（

東
）

規
模

（
ア

π
）

（
長
壁
×
短
壁
）

壁
高

（
6舵

）

6．
65

×
6．

5

4
0

4．
55

×
4．

4

50

2
．

9
×

2．
8

50

4．
1×

4
．

0
5

6
5

3．
9
×
3．

8
80

3．
7×

3
6
0

5．
3×

5
．
2

5
5

3？
×
2．

2
40

4
．
2×

4．
2

6
6

4×
3

90

3．
4×

3
35

2．
3？

×
1．

4
7？

5．
1×

4
5
0

2．
9×

2．
2

80

3．
5×

3
4
3

4．
95

×
4．

6
5

　
68

5．
3x
4．

3
75 9 75

4×
？

30

床
面
積

か
ま
ど

周
柱

（
悔

）
位

置
臆
品
溝
．
穴

43
．
2

20

8．
1

1
6．

6

1
4．

8

11
．

1

27
．
6

・
6．

6？

17
．

6

12

10
．

2

3
．

2？ 20

誰
騨
鮭

二
18

1×
北

壁
中

央

東
壁

南
寄

粘
土

．
40

土
器

粘
土
・
20

　
？

×

東
壁

醐
劃

・
北

壁
中

央
1土

器
・

2・
［

（
名

）

北
壁
東
寄

東
壁

南
寄
　

・
20

粘
土

・
30

　
9

×

東
壁
醐
粘

土
●
ぎ
1（

象
）

○
（

6） O
（

4） × ○
（

1）
？ × ×

東
壁
南
寄
1●

碧
1・

陽
・

東
壁
南
榊

石
・

3・
1（

象
）

1×

東
壁
醐
粘
土
獣
象
）
1（

扇

東
壁
醐
・
2・

1（
象
）

東
壁

南
寄

腰
・

3・
［

×

東
壁

中
央

1袖
石

・
25

1×

　
　
粘

土
　

　
　
　
○

東
壁

南
寄
難
●
40
（
一
部
）

6．
4甦

南
寄
獅
・

3・
（
皐
欠
）

10
．

5？

2
3

22
．
8

？

　
（
痕
）

東
壁

中
央

？
・
？

　
？ ？

9

○
（

一
部

）

○ × ○
（

一
部

）

？
　
　
東
壁
南
寄
袖
石

’
40

（
一

部
）O

× × × ○
（

3）
？ × 9 ○

（
4） ○ ○

（
4） ？

貯 蔵 穴 ○
（

2） ○
（
2） O

（
1） O

（
1） O

（
2） O

（
1） O

（
1） × O

（
1） O

（
1） ○

（
1） ○

（
2） ○

（
1） O

（
1） 9 × × 9 ○

（
1）

備

（
数

字
の

単
位

は
6舵

）

考

柱
穴
は
北
西
壁
は
2間

（
間
隔
は
約
2窺

）
，
南
，
東
壁
は
1間

（
約
4

窩
）

。
4隅

の
柱

穴
は

大
小

2つ
の

掘
り

方
有

り
。

（
建

て
替

え
か

？
）

本
　

文
　

参
　

照

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
。
カ
マ
ド
を
壁
か
ら
1形

以
上
も
掘
っ
て
造

り
出
し
て
い
る
。

火
災
住
居
か
？
貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
北
東
隅
。

カ
マ

ド
焚

き
口

に
土
器
を
据
え
て
構
築
し
て
い
る
。

貯
蔵

穴
は

共
に

カ
マ

ド
の

右
側

で
長

円
形

。
東

壁
カ

マ
ド

が
先

に
造

ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
南
東
隅
。
扁
平
な
支

石
に
接
し
て
長
胴
甕

が
カ

マ
ド

に
か

か
っ

た
状

態
で

出
土

。
床

面
は

堅
牢

。
貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
南
東
隅
。
柱
穴
は
未

調
査
部
分
の
北
東
北

西
両
隅
が
欠
け
て
い
る
が
東
西
柱
穴
間
は
心
心
で

2，
9糀

。

本
　

文
　

参
　

照

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
南
東
隅
。
H－

87
と
の

間
の
耕
作
土
中
か

ら
鏡
出
土
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
南
東
隅
。

カ
マ

ド
跡

と
ピ

ッ
ト

の
あ

る
東

壁
付

近
の

遺
物

か
ら

住
居

と
認

定
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
。
カ
マ
ド
は
石
材
で
補

強
し
て
構
築
。
柱
穴

は
南

東
隅

を
欠

く
。

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
，

南
東

隅
。

カ
マ

ド
は

H－
93

を
掘

っ
て

築
い
て
い
る
た
め
に
石
材
で
補
強
し
て
構
築
し
て
い

る
。

南
コ
ー
ナ
ー
未
調
査
。
カ
マ
ド
の
位
置
は
焼
土
か

ら
推
定
。

本
　

文
　

参
　

照

本
　

文
　

参
　

照

東
，
南
コ
ー
ナ
ー
の
み
確
認
。
柱
穴
は
内
側
と
外
側
と
2組

で
き

る
。

建
て

替
え

に
よ

る
も

の
か

？

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
。

重
複
関
係

M－
1→

岡

虹
l
l
→

9
4

M－
3一

例
→
T－

3

8
9
→
囲
→
9
4

89
→

93
→

図

89
一
梱

團
→

10
0



1 ホ 『

住 居 番 号 1
00

1
01 1
02 10
3

10
4

1
05 10
6

10
7

10
8

10
9

11
0

11
1

11
2

11
3

形
　
　
状

壁
走

　
向

　
9

N－
15
。

二
E（

東
）

長
方
形
9

N
－
1
6Q
－
E
（
西
ブ

長
　
方
　
形

：
N－

14
0－

E（
西

）

不
整
方
形
？

N－
43
。
一
W（

東
ジ

　
？

N－
25
。
⊥
E（

西
）

長
　
方
　
形

N－
4
1。

一
E（

南
）

長
　
方
　
形

N－
3
4Q

－
E（

東
）

　
？

N－
47
0二

E（
南
）

長
　
方
　
形

N－
15
。
一
E（

西
）

方
　

　
形

N－
4。

一
E
（
西
）

方
　

　
形

N－
2
5Q

－
E（

西
）

方
　
　

形
N－

47
0－

W（
東

）

方
　
　

形
N－

24
Q－

W（
東
）

長
　
方
　
形

N－
28

Q－
W（

東
）

　
1不

整
方

形
11
4　

N＿
12

・
一
W（

西
）

1
15 1
16 1
17 1
18

1
19

方
　
　

形
N－

30
Q－

W（
東

）

長
　
方
　
形

N－
27
。

一
W（

東
）

長
　
方
　
形

N－
15
。

一
W（

東
）

方
　
　
　
形

N
－
25
。
一
W（

東
）

方
　
　

形
N
－
40
0
－
E（

北
）

規
模
（
糀
）

（
長

壁
×

短
壁

）

壁
高

（
伽

）

1。
7×

？

60
4．

2？
×
2．

8

．
35

2．
7
×

1．
9

6
0 9 3
5 ？ 30

4
．

7×
3

4
0

5．
4
×

4．
5

25 9 22

5．
5？

x4
。

45

　
45

2．
65

×
2．

55

　
40

4．
4
×

4．
4

20

3
．

1
×

2．
9

36

4．
5×

4．
4

50

5．
4×

5
35

4．
3×

4．
2

5
5

5．
1×

5
30 4x
3

6
0

4
．

5×
3．

9
55

5．
5×

5
．
2

60

4．
3×

4．
3

45

床
面

積
（

寵
） ？

11
．

8？ 5。
1

？ 9

1
4．

1

24
．
3

？

24
．

5？ 6．
8

19
．

4 9

19
．

8

2
7

か
ま
ど

位
副

薦
繍

？
　

　
？

周 溝

1？

東
壁
南
寄
1袖

石
劃
×

？
1？

1？
？

1？
i？

？
い

i？

柱 穴 ？ X ？ ？ ○
（
2）

東
壁

南
寄

1・
45
1（

鼎
）

ほ

1（
象

）

睡
南

寄
1・

3・
1？

東
壁
醐
土
器
・
25

1（
象
）

睡
網

難
2・

［
×

東
壁

南
綿

土
・
35
k象

）

膿
醐
土
器
・
2・

1（
載
，

東
壁
南
寄
1粘

土
・

45
1×

醗
醐
塾
4・

1（
象
）

18
。
11

25
．
5

12

東
壁

醐
粘
土
乳
象
）

東
壁
中
央
1土

欄
・

睡
南

騨
土

・
2・

1（
象
）

○
（

3） 9 ○
（

4） × O
（

4） × ○
（

4） ○
（

4）

17
．

6

28
．
6

18
．

5

○
（

4） O
（

5） X

　
　
　
　
1

東
壁

南
寄
土
器
●
25
1x

睡
中
央
1埜

毒
・
4・

1×

瞳
寄
土
綱
×

× ○
（

7）

lo i（
5）

貯 蔵 穴 9 X ？ 9 O
（

1）
？ ○

（
1） ○

（
1） 9 ○

（
1） ○

（
1） ○

（
1） × ○

（
1） ○

（
1） ○

（
1） O

（
1） × ○

（
1） ○

（
1） O

（
1）

備

（
数
字
の
単
位
は
磁
）

考

W－
9に

南
壁

を
削

取
ら

れ
て

い
る

が
固

い
床
面
が
H
－
1
0
2
埋
土

上
に
伸
び
て
い
た
の
で
あ
る
程
度
の
規
模
は
推
定

で
き
た
。

W－
9に

住
居

中
央

を
東

西
に

切
ら

れ
て

い
る

が
，
南
西
コ
ー
ナ
ー

が
確

認
さ

れ
て

規
模

の
推

定
が

で
き

た
。

重
複
関
係

【
9
9
姻

11
・
2姻

→
W－

9

1
囮

→
1
・

1
→

H

導
簸
醗
野
に
力
樋
た
め
1〒

形
状
1ま

推
定
・
焼
土
範
囲
i

嘔
ト

W
－

9

北
コ
ー
ナ
ー
の
み
確
認
。

難
窄
羅
了
ド
礁
カ
マ
ド
袖
部
は
ロ
ー
ム
を
子
さ
2
0
程
掘
り
1

東
隅
か
ら
西
隅
に
か
け
て
住
居
中
央
部
を
W
－

1
0
に

切
ら

れ
て

い
る
。
炉
は
中
央
部
西
寄
り
に
在
る
。

1東
コ
＋
，
カ
マ
ド
の
み
確
認
。

南
壁
を
W－

10
に
切
ら
れ
て
い
る
。
カ
マ
ド
は
焚

ぎ
口

に
土

器
を

据
え
て
構
築
。
柱
穴
は
心
心
で
3勉

×
2．

7窩
の
長
方
形
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
南
東
隅
。

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
で

非
常

に
浅

い
。

柱
穴

は
心
心
で
2
．
4
窺
の

正
方
形
を
呈
す
る
。

東
コ
ー
ナ
ー
を
W－

12
に
切
ら
れ
て
い
る
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
。
カ
マ
ド
は
・
一
ム
を
掘
り
残
し
粘
土
を
ま

い
て

構
築

。
柱

穴
は

心
心

で
2．

2糀
の

正
方

形
。

南
コ
ー
ナ
ー
を
W－

10
に
切
ら
れ
て
い
る
。
貯

蔵
穴
は
カ
マ
ド
右

側
。

柱
穴

は
心

心
で

約
3舵

の
正

方
形

。
深

さ
65
～
7
0
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
。
カ
マ
ド
前
に
焼
土
の
堆

積
有

り
。

柱
穴

は
東
に
開
く
台
形
状
を
呈
す
る
。

北
東
コ
ー
ナ
ー
，
カ
マ
ド
左
半
分
を
H：

一
11
6
に
切
ら
れ
る
。
カ
マ

ド
袖
部
は
長
胴
甕
を
シ
ン
に
使
用
。
手
に
握
れ
る

程
の

河
原

石
1
0
個

体
出

土
。

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
，

南
東

隅
。

カ
マ

ド
袖
部

に
土

器
を

据
え

て
い
る
。
腺
を
出
土
。

本
　

　
文

　
　

参
　

照

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
で

長
円

形
。

カ
マ

ド
袖
部

は
長

胴
甕

を
2個

ず
つ
立
て
横
に
も
渡
す
。
柱
穴
は
心
心
で
2．

3鴛
×
2．

2鴛
。

10
6→

囮
→
W－

10

圃
甑
1。

圏
→

W－
10

回
→

W－
12

醗
W－

10
11
5一

テ
匝
巫

賦
ll
l

11
5→

囮



｝ ＆ 1

住 居 番 号 1
20

1
21 1
22

1
23 1
24

1
25

1
26

1
27

1
28

1
29 1
30

13
1

1
32

1
33 1
34

1
35 1
36

1
37

1
38 1
39

形
　
　

状
壁

走
　
向

方
　
　
　
形

N－
3Q

－
E（

東
）

方
　
　
　
形

N
－
27
。
一
W（

西
）

方
　
　

形
N
－

30
。

一
W（

東
）

方
　
　
　
形

N
－

35
0－

W
（

東
）

方
　
　
．
形

N
－
1g
o
－
E（

西
）

方
　
　
　
形

N
－

24
0－

W
（

西
）

方
　
　
　
形

N－
18
0－

W（
西
）

方
　
　
　
形

N
－
1
10
－
W
（
西
）

長
　
方
　
形

N
－
9
。
一
W（

西
）

長
　
方
　
形

N
－
2
。
一
W（

西
）

方
　
　
　
形

N－
38
0－

W（
西

）

長
方

形
？

N－
17

0－
W（

西
ジ

方
　
　
　
形

N－
25

0－
W（

東
）

不
整

方
形

N－
42

0－
W（

西
）

長
　
方
　
形

N
－

36
。

一
W（

西
）

方
　
　
　
形

N
－

20
Q－

E
（

西
）

　
？

N－
23
。
二
・
E（

西
）

方
　
　
　
形

N－
40

。
一

E
（

北
）

不
整

方
形

N
－
1
6。

一
E（

西
）

方
　
　
　
形

N－
45

。
一

E
（

北
）

規
模
（
解
）

（
長
壁
×
短
壁
）

壁
高
（
o舵

）

4．
8
×

4
．

7
67

4．
1
×

3．
8

55

3．
7
×

3
．

65

45

5．
1×

5．
1

45

3
．

2
5×

3．
2

53

4．
1×

4
65

6．
35

×
6．

1

45

2
．

5×
2。

3
26

2．
9×

2。
2

42

3．
7×

3
4
5

5．
3x
5．

2
55

5
．

3
×

5
？

8
5

5
．

2
5×

5．
2

72

3
．

4×
2．

8
80

4×
2．

7
45

2．
4×

2
．
2

25 9 65

3
．

8×
3．

7
20

4．
5×

4．
2？

　
40

4
．
7×

4．
6

2
5

床
面

積
（

擁
）

22
．
6

か
ま

ど
位

置
臆

繍

東
壁
中
央

粘
土

・
40

周 溝 ×

15
．

6
1北

壁
東
寄
縫
訓
×

　
ラ

13
．

5睡
南

寄

　
1

26
北

壁
東

寄

脳
1
北

錬
寄

難
3・

1×

土
器
・
40

×

粘
土
・
4・

1×

16
・
41

東
壁
南
舗
土

・
35
1（

皐
）

3
8・

7睡
醐
粘

土
螺
鼻
）

5・
8曜

南
隅

1埜
壽

・
25

1×

6。
4
1

1×

1
L
ll

韓
南

寄
1粘

土
●

誓
1×

2
7・

6睡
南

寄
1袖

石
・

4・
1（

象
）

26
・
5？

1
北
壁
中
央
1粘

土
・
45

1（
象
）

27
・

3睡
南

寄
1・

6・
1（

鼎
）

9・
5睡

中
央

1粘
土
・
45
1×

1・
・
8
1東

壁
南
寄

i縦
・
4・

IO

5。
3
1

1×

？
い

1
？

P
14

・
1i

東
壁
南
寄

1・
4・

1×

1＆
9？

1北
壁
東
琳
土
・
3・

1（
象
）

21
・

6睡
割

？
・
？
1×

柱 穴 O
（

4） × ○
（

4） O
（

4） × ○
（

5） ○
（

4）
？ × X ○

（
4） O

（
4） ○

（
3） O

（
4） × × X ○

（
1）

？ × ○
（

4） O
（

4）

貯 蔵 穴 O
（
1） ○

（
1） ○

（
1） ○

（
1） ○

（
1） ○

（
1） O

（
1） × × ○

（
1） O

（
1） O

（
2）

？ O
（
1） ○

（
1） ○

（
1） × 9 ○

（
1） ○

（
1） O

（
1）

備

（
数

字
の

単
位

は
磁

）

考

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
，

き
れ

い
な

掘
り

方
を

持
つ

方
形

（
70

×
60

×
深
さ
60
）
で
杯
3個

出
土
。
柱
穴
は
心
心
で
約

2
．
4
陽
の
正
方
形
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
で
方
形
（
45
×
30
）
。
カ

マ
ド
袖
部
を
土
器

と
粘
土
と
で
構
築
し
て
い
る
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
。
カ
マ
ド
は
長
胴
甕
を
焚

き
口
に
据
え
て
底

部
に
は
段
差
を
設
け
て
い
る
。
柱
穴
は
心
心
で
1．

6
彿
×
1
．
5
舵
の
ほ

ぼ
正
方
形
。

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
。

カ
マ

ド
は

長
胴

甕
を

シ
ン

と
し

て
粘

質
土

で
構
築
し
て
い
る
。
底
部
段
差
有
り
。
柱
穴
は
南
に
や
や
開
く
台
形

状
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
。
カ
マ
ド
底
部
に
は
段
差

が
有
る
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
。
カ
マ
ド
は
粘
質
土
で
構

築
。
柱
穴
は
心
心

で
1．

9解
の
正
方
形
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
南
東
隅
。
柱
穴
は
心
心

で
3．

7舵
の
正
方

形
。

南
西

隅
の

柱
穴

は
南

に
テ

ラ
ス

状
の

ひ
ろ

が
り
を
持
つ
。

カ
マ
ド
が
住
居
南
東
コ
ー
ナ
ー
に
設
け
ら
れ
て

い
る

。
焚

き
口

に
長

胴
甕

を
使

用
し

て
い

る
。

赤
井
戸
系
土
器
破
片
が
埋
土
中
か
ら
少
量
出
土
し

た
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
南
東
隅
。
柱
穴
は
心
心
で

L7
糀

～
1．

8配
の

ほ
ぼ

正
方

形
で

，
深

さ
は

50
～

60
。

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
。

カ
マ

ド
底

部
は

段
差

が
有

り
，

袖
部

は
石

材
を

用
い

て
粘

土
を

ま
く

。
柱

穴
は

心
心

で
3．

2
舵
の
正
方
形
。

東
壁

を
W－

2に
切

ら
れ

る
。

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
左

側
に

検
出

さ
れ

た
も
の
の
他
に
も
う
1つ

有
り
。
柱
穴
は
2
．
6
解
の

方
形

。
貯

蔵
穴

は
カ

マ
ド

右
側

。
柱

穴
は

心
心

で
2．

5寵
の

正
方

形
。

北
隅

柱
穴
の
深
さ
が
80

の
他
は
50

前
後
の
深
さ
。

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
。
カ
マ
ド
の
底
部
は
段
差
が

有
り

，
煙

道
と

思
わ
れ
る
焼
土
範
囲
が
壁
か
ら
80

の
所
に
在
る
。

北
コ
ー
ナ
ー
の
み
確
認

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
。

南
コ

ー
ナ

ー
が

隅
切

り
さ

れ
た

よ
う

な
形

の
五

角
形

。
貯

蔵
穴

は
カ

マ
ド
右
側
，
北
東
隅
。

カ
マ

ド
設

置
壁

以
外

の
3壁

が
後

退
し

て
お

り
，

柱
穴

の
掘

り
方

か
ら
も
拡
張
住
居
と
思
わ
れ
る
。
貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右

側
。

重
複
関
係

M－
7
→

圏

圃
→

W－
2



1 翫

住 居 番 号 14
0

14
1

14
2

14
3

14
4

14
5

14
6

14
7

14
8

1
49 1
50

1
51 1
52

1
53 1
54 15
5

15
6

15
7

15
8

15
9

形
　
　

状

壁
　

走
　

向

方
　
　

形
N－

30
。

一
W（

東
）

長
　
方
　
形

N－
47

Q－
E（

耳
ヒ

）

方
　

　
形

N－
15

Q
－

W（
東

）

方
　
　
　
形

N－
45

0
－

W（
南

）

長
　
方
　
形

N－
2Q

－
W（

西
）

方
　
　
　
形

N－
2。

一
W（

西
）

方
　
　
　
形

N－
34

。
一

W
（

西
）

長
　
方
　
形

N－
20

Q
－

W（
西

）

長
　
方
　
形

N－
52

Q
－

E（
南

）

長
　
方
　
形

N－
25
Q－

W（
東
）

長
　
方
　
形

N
－
1
4Q
－
E
（
西
）

　
　
？

N－
26
Q⊥

W（
西
）

長
　
方
　
形

N
－

33
。

一
W（

東
）

長
　
方
　
形

N
－

14
。

rW
（

東
）

長
　
方
　
形

N－
17
。

一
W（

西
）

長
　
方
　
形

N－
oo

－
E（

西
）

方
　
　
　
形

N－
14
。
一
W（

西
）

長
　
方
　
形

N－
10
0－

W（
西
）

方
　
　
　
形

N－
26
。

一
W（

東
）

　
9

N－
18
Qよ

W（
西

）

規
模
（
π
）

（
長
壁
×
短
壁
）

壁
高

（
6窩

）

3。
2×

3．
1

60

3．
3×

1。
9

47

4．
7×

4
．
7

55

5．
1×

5．
1

40

4
×

3．
1？

40
3・

×
3？

4
5

6×
5．

9
6
5

4．
7
x4

55

5．
2
5×

4．
8
5

　
55

2
．
8×

2．
2

32

3×
1。

7
2
3 ？ 37

4
．

9
×

4．
55

95

5．
1
×

4
．

65

25

6．
1
×

5
．

6
55

2．
7
×
2．

3
2
5

4．
4
×

4
．

25

25
4。

1×
3．

4？

　
30

6
．

6
×

6．
5

45 ？ 1
5

床
面

積
か
ま
ど

周

（
征
）
位
置
1禧

翻
溝

軌
g睡

東
寄
レ

3・
1（

載
、

α
31

東
壁
中
央
1縦

閑
×

22
11

1×

2
6睡

東
寄

1
・
4・

1（
島

、

12
4？

1東
壁
南
寄
1
・

4・
1（

嘉
）

9？
1
？

『
？

1×
35

・
4
1軽

南
寄

1
土
器

。
撃

1（
象

）

1
＆

8睡
醐

0碧
1（

島
）

2ゑ
51

io
α

2薩
綱

？
・

？
1（

象
）

a
11 ？

東
壁
南
寄
1・

？
1×

？
1？

1？
22
31
西

壁
南

寄
i粘

土
・
45
i（

象
）

2
3
71

西
壁
南
嚇
墾

・
35

1（
象

）

34
．
2

○
（
一
部
欠
）

a2
膣

南
隅

1
？

1（
象

）

1＆
7睡

中
央

1謹
・
35

1
3．

9？

42
。
9

9

1？
P

北
壁

東
寄

土
器

．
30

粘
土

○
（

一
部

）

× ○ 9

柱 穴 ○
（

3） × O
（

4）
？ O

（
4）

？ × × ○
（

3） ？ ○
（

4） × × ？ ○
（
2） O

（
3）

？ ○
（

5）
？ × O

（
3） × ○

（
4） 9

貯 蔵 穴 ○
（
1） ○

（
1） ？ O

（
1） × O

（
1）

？ O
（
1） × ○

（
1） × ○

（
1） ？ ○

（
1） ○

（
1） ○

（
1） O

（
1） ○

（
1） × ○

（
1） 9

備

（
数
字
の
単
位
は
餓
）

考

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
。
柱
穴
は
東
隅
を
欠
く
が
1辺

1．
9舵

の
正

方
形

と
推

定
で

き
る

。

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
。

南
西
コ
篇
ナ
ー
を
W－

13
に
切
ら
れ
る
。
柱
穴
は
心
心
で
2
．
5
寵
×

2．
27
π

。

重
複

関
．

係

陣
→

W－
13

鱗
茎
都
膿
磁
忍
讐
講
講
碧
灘
繍
画
14
4→

W－
1・

11
43
魍
÷
W一

1・

焼
土
範
囲
（
50
x4
5）

が
北
西
隅
付
近
に
検
出
さ
れ
た
。

1圃
→

15
7
→

W
－

1
4

驚
審
鍵
r綿

謹
翻
離
を
欠
く
が

→
辺
翫
の
正
i

炉
は
凸
凹
・
住
居
中
央
西
壁
付
近
に
炭
化
物
の

堆
積

が
み

ら
れ

1

裏
獣
磐
撫
灘
撒
魏
護
翻
が
西
壁

中
央

付
近

引
圓

一
胴

3

鱒
響

鴇
艦

麗
齢

鰐
卿

に
付

着
・

カ
マ

ド
は

は
1

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
南
東
隅
。

北
西
コ
ー
ナ
ー
の
み
確
認
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
左
側
。

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
左

側
．

南
西

隅
。

カ
マ

ド
袖
部

は
焚

き
口

に
長

胴
甕
を
据
え
粘
土
を
ま
い
て
い
る
。
支
脚
に
高
圷
杯
部

を
伏

せ
て

使
用

。
炉

跡
（

70
米

60
）

は
住

居
中

央
北

壁
寄

り
の

柱
穴
中

間
に

検
出

。
貯

蔵
穴

は
炉

跡
と

反
対

側
の

南
壁

際
東

寄
り

に
在
り

，
方

形
（

70
×

60
×
深
さ
44
）
。

貯
蔵

穴
は

カ
マ

ド
右

側
，

南
壁

側
下

に
在

り
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
南
東
隅
。
柱
穴
は
北
西

柱
穴
を
W－

15
の

た
め
に
欠
く
が
，
柱
間
2．

6椛
の
正
方
形
。
焚
き
口

に
長

胴
甕

。

H－
14
5の

拡
張
で
あ
る
可
能
性
有
り
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
。
カ
マ
ド
袖
部
に
長
胴
甕
を
据
え
て
白
色
粘

土
を
ま
く
。
柱
穴
は
心
心
で
4飢

の
正
方
形
。
カ
マ
ド
前
か
ら
圷
が

多
量
に
出
土
。

炉
跡
と
思
わ
れ
る
焼
土
範
囲
（
85
×
70
）
が
北
壁
寄
り
に
検
出
さ
れ

た
。

［
：
画
一
〉
1
6
2
→
1
7
1
→

W－
15

匝
か

16
1→

W－
15

圖
→
W－

10

圖
→

W
－

1
6

圖
→

W
－

1
5

14
5→

画
→
W－

14

15
9→

圓

圖
→

1
5
8



i ＆

住 居 番 号 16
0

16
1

16
2

16
3

16
4

16
5

16
6

16
7

16
8

16
9

17
0

17
1

17
2

17
3

1
74 1
75 1
76 1
77

1
78

形
　

　
状

壁
　

走
　

向

長
　
方
　
形

N－
26

。
一

E（
西

）

不
整
方
形

N－
72
。

一
W（

南
）

長
　
方
　
形

N－
1Q
－
E（

西
）

方
　
　
　
形

N－
1。

一
E（

西
）

方
　
　
　
形

N－
2。

一
W（

東
）

方
　

　
形

N－
1。

一
W（

東
）

方
　
形
　
？

N－
18
。
一
W（

西
y

　
？

N－
13
。

二
一

E（
東

）

長
　
方
　
形

N－
12

。
一

W
（

東
）

方
　
　
　
形

N
－
1
4。

一
W（

西
）

　
？

N－
6。

一
』

E（
東

）

　
？

N
－
2
6Q
二
W
（
西
）

長
方

形
9

N－
19
。
一
E（

西
ブ

長
　
方
　
形

N
－
2
0。

一
E（

西
）

長
方

形
？

N
－

2
9。

一
E（

西
ブ

9 φ

長
方

形
？

N
－

2
8。

一
E（

東
ジ

不
整

方
形

N－
8Q
－
E（

西
）

方
　
　
　
形

N－
16
。
一
W（

西
）

規
模
（
舵
）

（
長
壁
×
短
壁
）

壁
高

（
o
舵

）

5．
65

×
5．

2

5
5

3．
5？

×
2。

7？

　
55 4×

3。
4

53

3
．
35

×
3．

15

　
25

5．
1x
4．

9
60

3×
2．

9
30

3
』

1
×

3
？

30
4．

2
？
×
？

24

4．
5？

×
3．

4

　
4
0

4．
4×

4
．
2

70

3x
？

5
5 ？ 42

4．
7×

3．
6？

　
55

3
．

4×
2
．

5
’
40 ？ 20 ？ φ

4．
7？

×
4．

1
（

以
内

）

　
65 4×

3．
7

55

4
．
65

×
4
．
55

？

　
70

床
面

積
（

幡
）

29
．
4

9
．

5？

か
ま

ど
位

置
i薦

繍

東
壁

割
？

・
？

周 溝 O
（
一
部
欠
）

×

13
・

6睡
南

寄
1・

4・
（

象
）

1・
・
6
隆
中
央
1
粘
土

？
45
1×

2
5

8．
7

9
．

3？ 9

15
。

3
？

18
．

5

？ ？

16
．

9？ 8．
5

9 ？

19
．

3？

14
．

8

21
．
2？

北
壁
醐

鞍
25

1×

東
壁
醐

・
3・

×

1
東

壁
南

寄
　

・
9

9
？

○
（
一
部
）

× × O
（
一
部
欠
）

東
壁
南
隅
　

　
・

40
　

9

9

東
壁

南
寄

9

　
（

痕
）

東
壁
南
寄

　
？ 9

東
壁
中
央

　
？

？
9 O

（
一
部
）

・
50
0

？
（
一
部
）

9 9 9

O
（
一
部
）

？ ×

．
？

○
・

（
一

部
）

離
壁

1
？

O
（
一
部
）

柱 穴 O
（

4） × × × ○
（

5） × × 9 ○
（

4） ○
（

3） ？ 9 ？ × 9 9 × ○
（

3）
？ ○

（
2）

貯 蔵 穴 O
（

1）
？

F

× O
（
1） O

（
1） O

（
1） ○

（
1） × ○

（
1） ○

（
1） 9 9 ？ 9 9 9 ○

（
1） × 9 ○

（
1）

備

（
数

字
の

単
位

は
伽

）

考

火
災

住
居

か
？

H－
15

4同
様

，
炉

は
住

居
中

央
北

壁
寄

り
の

柱
穴

中
間

に
在

り
。

貯
蔵

穴
は

炉
と

反
対

側
の

南
壁

寄
り
に
在
り
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
南
東
隅
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
南
東
隅
。

火
災

住
居

。
貯

蔵
穴

は
カ

マ
ド

左
側

，
北

西
隅
。

柱
穴

は
心

心
で

2．
5糀

の
正
方
形
。
カ
マ
ド
底
部
に
段
差
有
り
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
南
東
隅
。

炉
は

住
居

中
央

東
壁

際
。

そ
の

付
近

か
ら

炭
化

物
出
土
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
南
東
隅
で
長
円
形
を
呈

す
る
。

炉
跡

（
径

45
）

は
住

居
中

央
北

壁
寄

り
の

柱
穴

中
間

に
在

り
。

柱
穴

は
心
心
で
L7
窺
～
1．

8勉
×
2。

4π
。
貯
蔵
穴
は
南

壁
際
。
H－

15
4，

16
0と

共
通

。

W－
15

に
南
東
隅
％
程
を
切
ら
れ
て
い
る
。
柱
穴
は

心
心

で
2．

5糀
の
正
方
形
を
呈
す
る
。

カ
マ

ド
設

置
壁

を
除

い
て

は
ほ

と
ん

ど
W－

15
に

切
ら
れ
て
い
る
。

北
西

コ
ー

ナ
ー

の
み

確
認

。

北
壁
を
確
認
。
床
面
を
C軽

純
層
が
埋
め
る
。
焼

土
範
囲
が
北
壁
寄

り
に
検
出
さ
れ
た
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
，
南
東
隅
と
推
定
さ
れ
る
。

北
コ
ー
ナ
ー
の
み
確
認
。

カ
マ

ド
跡

と
思

わ
れ

る
焼

土
，

堅
牢

な
床

面
と

貯
蔵

穴
の

存
在

（
カ

マ
ド
右
側
）
と
に
よ
っ
て
住
居
と
し
て
認
定
。

西
壁

を
W－

2に
切

ら
れ

て
い

る
。

ピ
ッ

ト
12
は

H－
17

6が
半

分
程

埋
っ

て
か

ら
掘

ら
れ

た
も

の
。

南
壁

立
ち

上
が

り
不

明
確

。
東

に
広

が
る

台
形

状
を
呈
す
る
。

カ
マ

ド
は

W－
15

に
切

ら
れ

て
い

る
が

，
焼

土
範

囲
か

ら
推

定
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
左
側
。

重
複
関
係

圃
→

16
1

1器
皿

W－
15

15
1→

6　
17
1→

W－
15

16
4→

圃

→
1
6
5

嘩
l
l
l

→
16
3

1
6
4
→
圃

國
→
W－

16
1
6
8
→
瞬
1
7
5
→

W－
16

匿　
16

9
→

1
7
0

　
16
7→

17
5

1
6
8
→
圃
→
1
7
0
→

W－
15

1
6
9
→
匝
W
－
1
5

1
5
1
→
1
6
2
→
圃
→

W－
15

囮
‡

㌍
蓋

17
3

17
2→

P2
5→

　
吼
雛
1。

17
3→

囮

1器
聾

W－
16

圃
覧

2
囮
‡
ll
♀

17
9→

17
8→

W－
15



住 居 番 号 17
9

18
0

18
1

形
　
　
　
　
状

壁
　

走
　

向

　
　

？
N－

15
。
一
E
（
西
）

1　　
　
9

　
　
　
じ

N－
18
。

一
E（

東
）

［
長
　
方
　
形
　
？

N－
25

。
一

W（
東

）

規
模

（
寵

）
（

長
壁

×
短

壁
）

壁
高
（
伽
）

1　
3．

9？
×

9
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　

65 ？ 25
2．

7
×

？
35

床
面
積

（
初

） ？ ？ ？

か
　
ま
　

ど

位
置

1
需

繍
？

？

東
壁

中
劉
・

？

1東
壁
中
号
卜
？

周 溝 ？ ？

1？

柱 穴 ？ ×

1？

貯 蔵 穴 ？

［
8

1？

備

（
数
字
の
単
位
は
磁
）

考

北
西
コ
ー
ナ
ー
と
東
壁
の
一
部
を
確
認
。

貯
蔵
穴
は
カ
マ
ド
右
側
。
壁
立
ち
上
が
り
ほ
と
ん

ど
な
し
。
形
状
規

模
等
は
不
明
。

カ
マ
ド
を
井
戸
に
切
ら
れ
て
い
る
。

重
複
関
係

圏
→
1
7
8
→
W
－
1
0

→
W－

15
1
7
7
→
図

　
→

1
8
1

　
→

1
8
0

17
7

　
→
8→

井
戸

ミ

　
o住

居
の
壁
走
向
は
南
北
線

を
基
準
と
し
た
。
　
　
　
　
Q壁

高
は
遺
構

確
認

面
か

ら
の

最
深

値
を

計
測

し
た

。

　
Q規

模
は
壁
の
下
端
を
計
測
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
Qか

ま
ど
の
幅
は
袖
部
の
内
径
を
計
測
し
た

　
小

結
　
弥
生
式
土
器
を
伴
う
住
居
は
C区

に
13
軒
，
D区

南
丘
陵
裾
野
部
分
に
15
軒
集
中
し
て
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
2つ

の
分
布
の
前
後
関
係
は
い
く
つ
か
の
住
居
を
除
い
て
は
D区

の
住
居
が
若
干
後
出
す
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
C区

の
住

居
の

面
積

が
14
㎡

～
20
㎡

前
後

に
お

さ
ま

る
の

に
対

し
て

D区
の

住
居

は
20
〆
以
上
の
も
の
が
約
半
数
と
多
く
柱
穴

も
し

っ
か

り
し

た
住

居
が

多
い

。
ま

た
，

火
災

住
居

が
多

く
，
28

軒
中
6軒

が
床
面
に
多
量
の
炭
化
物
を
堆
積
さ
せ
て
い
た
。
後
出
の
古
墳

時
代

の
住

居
が

10
8軒

中
3軒

と
い

う
こ
と
か
ら
見
れ
ば
か
な
り

の
被

災
率

で
あ

る
と

言
え

よ
う

。
古
墳
時
代
の
住
居
は
D区

，
G区

，
F区

に
か
け
て
西
斜
面
を
除
い
た
ほ
と

ん
ど

丘
陵

全
域

に
わ

た
る

10
8軒

を

検
出

し
た

。
こ

の
時

期
の

住
居

の
特

徴
と

し
て

は
後

出
の

奈
良
，
平
安
時
代
の
住
居
の
ほ
と
ん
ど
が
東
壁
に
竈
を
設
置
し
て
い
る
（
35
例

中
1例

だ
け
南
壁
竈
）
の
に
対
し
て
東

壁
竈
60
％
，
北
壁
竈
21
．
5％

，
西
壁
竈
1
5．

9％
と
ま
ち
ま
ち
で

あ
る
こ
と
，
竈
の
構
造
に
つ
い
て
は
壁
面
を
凸
形
に
掘
り
込
み
，
袖
部
に
長
胴

甕
を

使
っ

た
り

（
29
例

）
，

白
色

粘
土
等

で
固
め
た
り
．
（
42
例
）
し
て
，
丁
寧
に
構
築
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
又
，
貯
蔵
穴
が
竈
の
左
側
に
在
る
も
の
は
1
4
例

あ
る

が
い

ず
れ

も
こ

の
時

期
の

住
居

で
あ
る
。
他
に
手
に
握
る
の

に
丁

度
良

い
形

，
大

き
さ

の
長

形
の

河
原

石
が

住
居

内
の

1ヵ
所

に
集

中
し

て
出

土
し

た
も

の
が

6例
あ

っ
た

。
奈
良
時
代
後
半
か
ら
平
安
時
代
に

か
け
て
の
住
居
は
D区

東
斜
面
，
G区

，
F区

に
全
部
で
40
軒
検

出
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
13
軒
が
石
組
み
の
竈
を
持
ち
，
竈
が
壊
さ
れ
て
そ
の
形
態
の
不
明
の
9軒

を
除
励
ば
40

％
強

の
割
合
と
な
る
Q
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　本古墳は，第64号墳の南約100糀程の所に位置し，北東4半分の墳丘と墳丘西側の周堀断面とに

よって以前から確認されていた。周1圏は桑畑として耕作されており，残っていた4半分の墳丘も相

当にかく乱を受けていた。発掘調査め結果，ニツ岳蜂石を含む黒色土層の上に黒色土を主体とする

混土と・一ムブ・ックを主体とする混土の互層で盛土して構築されている事が分った。周堀は北か

ら南へかけての東側半周が広く深く掘られ，南から西へかけて狭く浅くなっており，断面は平らな

鍋底状を呈している。北西4半分は土取りのため地山から削り取られて確認できなかったが，一周

していたものと思われる。周堀外周規模は東西で52糀，南北で56．5禍。墳丘は上毛古墳綜覧には

大サ132尺，高サ13尺とあるが，地層断面から直径約24鵬と推定される。周堀幅及び深さは北側で

12。8？πと80cη。東側で11。9篇と95伽。主体部は既に完全に破壊されており，石室に使用されたもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　一48一



と思われる大きな石が1石残っていたのみであった。周堀北東部の埋土上部に人頭大以上の大きさ

の河原石が十数個まとまって廃棄されていたが，直接この古墳と結び付くかどうかは不明で，墳丘

盛土上には葺石は特に認められなかった。埴輪は周堀から破片が出土したのみである。大正用水以

北で乾谷沼を望む台地上には，今回調査した本古墳及び第64号墳，C区の北50糀程の所にある石室

の一部を露出している円墳，昭和54年度調査において発掘調査された第68号墳，第70号墳，第72号

墳などがある。

図版21 第62号墳　墳丘及び周堀 墳丘地層断面

（2）第64号墳（上毛古墳綜覧荒砥村第64号墳）
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　／／
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　　　　〆γ
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燭

　　　章
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　　　卜1
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￥

　本古墳は，南に乾谷沼を望む台地上に在

り，南に緩く下る斜面に構築されている。墳

頂付近は松と篠が生えており，回りを削土さ

れている。墳丘の傾斜は急で円周は桑畑とな

っている。上毛古墳綜覧には大サ132尺，高

サ18尺とあり，周堀は南側1ヵ所のみのトレ

／一、1　　　　　　　　＼

　　　　＼　　　　　　＼ ＼
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々
回未調査のため詳細は不明であるが，現状で

径約36？πの墳丘規模を持つ。葺石は特に認め

られなかった。埴輪は周堀から破片が出土し

たのみである。

挿図32第64号墳墳丘実測図
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5．周溝墓
周　　溝　　墓 覧　表

番号

1号

12号

3号

4号

5号

6号

7号

8号

規 模

径（解）

南北
7．8

東西
8．2

14～15

南北
14

東西
13．5
南北
13．2
東西
11．9

南北
17．8
東西

17．2？

南北
11．6
東西
10．5

南北
9．7

東西
10．3

南北
11．7
東西
11

周溝幅（π）

上幅0．9～1，3

（下幅0．3～0．7）

1．3～3．6
（0．4～3）

1．5～3

（0．7～2）

1～1．7

（0．6～1．1）

25～4
（0．6～1．8）

1～1．6

（0．3～0．9）

0．8～1．6

（0．4～1）

1～2、2

（0．4～0．8）

渡 り

方　　向

S－86Q－W

S－15。一W

N－80。一W

S－74。一W

幅（形）

3．4

2．2

1．9～2

2．4

F区北端に位置し，北周溝の一部をH－85に切られる方形の
周溝i墓。周溝は鍋底状を呈し，深さは遺構確認面から約30～
45餓。周溝より土器破片が少量出土。

周溝外周は円形で，内周は隅丸方形を呈する。周溝は鍋底状
を呈し，深さは約45～80伽。周溝南半部より遺物出土。
（挿図33－1，2，3，4，5，6）
南周溝の一部をH－91に切られる方形の周溝墓。周溝は東
辺，南辺が逆台形を呈し，深さ約65～70戯。北辺，西辺は鍋
底状で約85～1050舵と深く掘削されていた。周溝より土器破
片を出土。南へ約5。で下る斜面に構築。
北辺に対して南辺が長く，南方に向かってやや広がった不整
方形の周溝墓。周溝は逆台形を呈し，底部は平らに掘削され
ている。深さ約60～70餓。北側周溝東寄り底部から遺物出
土。（挿図33－7，8，9）南へ約7。で下る斜面に構築。
今回調査した周溝i墓の中では最大規模の方形の周溝墓。周溝
は鍋底状を呈し，深さは約70～80伽。南に下る傾斜のため南
側周溝はなだらかに広がっている。西側周溝をW－2，W－
17に，東側周溝iをW－14にそれぞれ切られている。周溝より
土器破片を出土。

円形の周溝墓。周溝の底部は比較的平らで深さは約35～55
伽。出土遺物はなかった。

内側の周溝は直径約10舵の円周を描く。外側の周溝は南東隅
をH－129に切られているがrU」字型を呈し，遺構平面か
らはこの部分が円周溝に掘りたされた如くに見えるが，新旧
を判断する積極的な資料は得られなかった。周溝iはいずれも
浅く，15～33砿。方形周溝部分の南東隅より遺物出土（挿図
33－11）

円形の周溝墓。周溝は鍋底状で深さ約40～65伽。北側周溝を
東流するW－18に切られる。出土遺物はなかった。

2号周溝墓遺構全景 4号周溝墓遺物出土状況

図版22 5号周溝墓遺構全景 6号周溝墓遺構全景
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周醇墓出土遺物一覧表

番号

1

4

7

8

9

器　種

小型甕

鉢

壺

壷

壷

法量（6窺）

口径13．2
底径6，7
器高17．3

口径17．9
底径5．0
器高　8．2

口径14．5
底径6．3
器高25．1

口径15．6
底径　8．0
器高28。3

口径16．2

技 法 等

口縁部粘土紐巻上後横ナデ，頸部ヘラ
状工具の木口面を使った調整後ナデ，
胴部底部同様に調整後荒いヘラ研磨
（底部はヘラ削り），内面ヘラ状工具の
木口面を使った調整，胴底部接合削り

体部全面に丁寧なヘラ研磨，光沢有
り，内面もヘラ研磨か（器面が剥離し
不明瞭）

口縁部横ナデ，頸部上，中半にハケ目
後荒いヘラ研磨で部分的にすり消す状
態を呈す，下半ヘラ研磨，底部ヘラ研
磨，内面口縁～頸部，粗いヘラ研磨，
胴上半部分的にハケ目の痕跡残る

頸部～肩部にかけて木口状工具による
細かい縦方向調整，胴部上半同様な工
具で横方向の調整後，粗い研磨，胴部
下半縦方向の調整後研磨，内面全体に
木口状工具による調整，頸部は後研磨

折り返し口縁部頸部胴部上半ハケ目，
下半ハケ目後ヘラ研磨，内面口縁部ハ
ケ目，他はヘラ研磨

胎　土

若干の石
英，小石
含有．

多量の小
石，砂粒
含有

多量の小
石，砂粒
含有

多量の砂
粒，石英
含有

石英及び
小粒子含
有

備 考

色調淡茶褐色，胴部一部
黒斑有り，焼成良好，95
％残，口縁部2段巻上，
底部作り出し，全体に丁
寧な作り，2号周溝i墓

色調燈褐色，口唇付近若
干黒ずむ，焼成良好，
2号周溝i墓周溝中出土

色調淡褐色，底部付近黒
斑及び茶褐色呈する
焼成良好，完形，器面が
全体に荒れる
4号周溝i墓周溝中出土

折り返し口縁，色調赤褐
色，胴半分黒色，焼成良
好，完形
4号周溝i墓周溝中出土

色調黒赤褐色，内面下半
分炭化物の付着か黒色呈
す，焼成良好，70％残，
4号周溝i墓周溝i中出土
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　乾谷の谷東丘陵末端部に位置する大室元城跡は，単郭の城跡として，明治末年まで遺構が保存さ

れていたと言われるが，地山の赤城起源の安山岩が石材としてぬかれ，相当削平されて，南側で水

田との比高5祝，北側畑との比高1．6糀のやや南北に長い楕円の丘で桑畑になっていた。トレ・ンチ

調査の結果，丘陵の南北および東西で90糀前後の距離を置いて丘陵の外に向かう落ち込み，または

掘り込みが検出され，この丘陵をほぼ円形に断続して囲んでいることが把握された。特に北西隅の

落ち込みは八崎層を切り込んで内沓し西側へ15伽ほど張り出してテラス状の地形を形成している。

このテラスの北端部は井戸と長方形ピット，　さらに南に巾がほぼ1．2惚で平底の堀が張り出しに平

行し丘陵南側まで続くと想定される。この堀中西側から土師質皿が完形で11個，またその付近表土

中から洪武通寳1枚が出土した。内二弩部落ち込みは，丘陵北側で幅3糀程の平底の堀に続き丘陵最

高地点の北東部でほぼ直角に曲がり，南へ12糀程の地点で終るQこの北東部の堀より外側の方形ピ

ット内から平底内耳鍋断片出土。丘陵東側では，南側の二重の堀に続くと想定される堀が一部検出

されたが，北東部との段差が大きいことと調査以前の削平によりはっぎりしたことはつかめなかっ

　　　1 2 3
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挿図35元城跡出土遥物実測図田9 0
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元城跡出土遺物一覧表
番号

1

4

6

8

10

13

14

器　種

土師質
　皿

土師質
　皿

土師質
　皿

土師質
　皿

土師質
　皿

内耳鍋

内耳鍋

法量（o舵）

口径　7．8
底径　4．7
器高　1．9

口径15．9
底径　8．7
器高　3．O
口径　7．4
底径　4．9
器高　1．9
口径　8．3
底径　5．0
器高　2．0

口径11．1
底径　6．9
器高　2．5

口径36．5
底径34．1
器高　6．5

口径32．6
底径20．6
器高15．O

技 法 等

外面・クロ回転ナデ
底部回転糸切り

外面・クロ回転ナデ
底部糸切り後あらいナデ
内面整形後ハケ状工具によるナデ

外面・ク・回転ナデ痕跡残る，
底部回転糸切り

外面ロク・回転ナデ
底部回転糸切り

外面・クロ回転ナデ
底部回転糸切り

外面回転ナデ後体部下半回転ヘラ
削り，指頭圧痕有，内面回転ナデ
後内耳貼付

外面回転ナデ
特に口唇部は丁寧，他は凹凸が目
立つ，内面回転ナデ後内耳貼付

胎　　土

金雲母含有
器面ザラつ
く

砂粒含有，

器面ザラつ
く

若干の金雲
母，長石含
有

若干の金雲
母，長石含
有

微砂粒子，

含有

若干の砂粒
含有，均質

多量の砂粒
小石含有

備 考

色調赤茶色，焼成良好，
全体が軽い，完形

色調桃褐色，底部の一部に
スス付着，焼成良好，50％
残

色調赤茶色，焼成良好，
完形

赤茶色，全面に斑点状にス
ス付着，焼成良好，70％残

黄茶色，焼成良好，60％残
歪み有，全体に雑な作り

外面スス付着し紫黒褐色，
内面底部白褐色，焼成良好，
内耳40％残中17伽間隔2コ

外面黒茶褐色，内面茶褐
色，焼成不良，底部剥離
大，40％残，内面に明瞭な
稜線が残り，内耳がその上
に貼付され，1コ残存
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7．　その他の遺構
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図版24

3号墓壌地層断面

3号墓墳遺構全景

挿図36

墓　　籏 覧　　表

番号

1号

2号

3号

4号

埋葬形態

火　葬

直葬？

直葬？

直葬？

形　　状

隅丸方形

方　　形

不整方形

隅丸方形

規　　　　模
（　）内は深さ碗

295×290
（160）

215×210
（185）

270×190
（180）

295×275
（240）

入口部を東側北寄りに持つ単室構造の墓墳で，東壁はかく乱が
激しく，入口部の構造もはっきりしないが，主室への入口部分
床面が凸状に掘り残されており間仕切りを意図しているようで
ある。天井部は崩落しており，その崩落した土層の上層から地，
水輪，青磁皿（挿図37－3）出土。床面中央部には焼土（100
×900舵，厚さ約10蹴）の堆積があり床面からは灰粕の皿，砥石
（挿図37－1，7）が出土。床面から30ご舵程の所から頭骨が出
ているがこの墓墳に直接関係するものかどうか（追葬の可能性
も含めて）判断し難い。

入口部を南側に持つ単室構造の墓墳。入口部をまず円形に600舵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（径1．9規）
程掘り下げ，更に幅70e舵程の竪穴を掘り，横に主室を掘り広げ
たもので床面は南東隅を除いてはほぼ直角に掘り込んである。
主室の天井部は崩落していたが，壁面が上に行くにしたがって
内傾していることからドーム状だったと思われる。伴出遺物が
ないため明確な時期は不明であるが，入口部と交差するW－10
とそれを切り込むW－15の上部の埋土が墓墳を掘った際の排土
であることからこれらの溝がある程度埋まった頃に構築された
ものと思われる。

階段状の入口部を南東側に持つ単室構造の墓墳。床面は特に踏
み固められているといったようなことはなく，壁面はほぼ真直
ぐに掘り下げられている。墓墳を埋めている土は床面から5碗
程の間層をはさんでほとんど天井部の崩落したもので，この土
層の上面から風輪（部分）板碑，銭（挿図37－11，12）等を出
土。

入口部を南東部に持つ単室構造の墓墳．主室への入口部分は西
側3分の2程の所まで高さ5c糀の凸状掘り残しがあり，間仕切
りを意図しているようである。入口部床面は主室床面より356舵
程高くなっていて共に平らに掘ってある。主室西隅の方に黒褐
色の粘質土が検出されたが，性格は不明。壁面はほぼ真直ぐに
掘り下げられている。墓墳埋土はほとんど天井部の崩れたもの
で，その上層から銭（挿図37－13）を出土。
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　　　　　　　　　　窪器

　　　　　　　　　　繍難

挿図37墓墳出土遺物実測図

墓墳出土遺物一覧表

1・2㎝1

ド　1㊥13i

L墜鯉

番号

1

2

3

器　種

灰紬陶器
　皿

土師質皿（灯明皿）

青　　磁
高台塊

法量（ご寵）

口径　13．2

底径　6．8
器高　2．7

口径　7．6
底径　4．0
器高　2．1

底径　5．4

技 法 等

外，内面丁寧な・ク・回転ナデ，
底部回転糸切り未調整
施粕はツケガケ

外面・ク・回転ナデ，底部糸切り
後あらいナデ，内面・ク・回転ナ
デ

カサネヤキの痕跡底部に残る
施紬は接地面　高台の内側，底部
を除き全面

1胎土
若干の小石
含有
均質

若干の小粒
子，石英含
有

白色及び淡
褐色粒子含
有

備 考

色調施粕部分淡緑色，他は
淡褐色，焼成良好，完形，
1号墓墳出土

色調淡茶褐色，口唇部7ケ
所スス付着，焼成良好，完
形，1号墓墳出土

1号墓壌出土

　（2）ピット

　ピットと命名したものは25個検出された。ピット1はC区最北端に位置し，1．5糀×1．2糀のやや

長円形のプランを持ち，上部がやや開き気味で掘り方は円筒状をしている。床面は平坦で樽系土器

の破片が付着していた。C区で検出された住居と同じ時期のものと思われる。F区ピット10，11は

長方形で2．2～2．5篇×1～1．05糀深さ約50c物の規模を持ち，長軸をほぼ南北にして平行して掘られ

ていた。出土遺物はなかったが形態的には墓墳か。D区溝状遺構Nα5南側とG区南半部に柱穴と思

われるピット群を検出したが，G区南端部に堀立柱建物跡1軒を確認したのみに留まりまとまった

遺構とはならなかった。

　（3）溝状遺構

　C区に1条，D区に17条，F区に1条，G区に2条，計21条の溝状遺構を検出，した。NdはC区

の住居（4号，13号）が完全に埋まりきってから掘られたもので乾谷沼へ向かって一直線に南流し

ている。Nα2はD区の北丘陵から南丘陵を縦断している長大なもので，場所によって異なるが大体

において幅約2糀，深さ約70～90c初で掘り方もしっかりしており断面は逆台形を呈する。この溝状

遺構を境に東側に5本（Nα4，　5，12，13，18）がほぼ平行に斜面を走っている。南丘陵頂上部付

近に特に水源が認められないこと，重複した住居はすべて切っていること，ほとんど水の流れた形

跡がないことなどから区画のための堀ではないかとも思われる。特にNq15は南北約85糀で直角に曲

がり，その内側に墓横が集中して検出されていることからもその可能性が強い。　（ただし墓横の排

土で一部堀を埋めている）G区Nα9も前出ピット群を包み込んだ形で南流している・

　（4）掘立柱建物跡

　本掘立柱建物跡はG区最南端に位置するが，遺構の東側が調査区域外にあたるため，その全容は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一55一



確認することができなかった。　しかし，少なくとも東西2間（3．2糀）南北2間（3．2糀）以上の建

物跡であろうと推定できるQ柱穴は8個で・一ム層を掘り込んで作られ，径は0．5～0．6糀，深さは

確認面から0．5～0．7伽，各柱穴の間隔は東西南北ほぼ1．6鵠を計測した。また南北の柱穴を結ぶと

一直線になり，　しかも互いに平行であり，その方向は磁北から西へ40傾いている。尚，この掘立柱

建物跡の時期については，他の住居跡や遺構との切り合い関係がないこと，柱穴からの出土遺物が

ないこと，柱穴を埋めている土に時代を判定する示標層がないこと等から，明らかではない。

　（5）小鍛治遺構（T－1，T－2，T－3）

　T－1は，D区北丘陵東南斜面中腹に位置する38号住居（古墳後期）に，ほぼ4鵠×2．4祝の範囲

で乗っている状態で検出された。　ピット状に住居床面より深い部分もあり，摺鉢状に鉄緯，フイゴ

羽口断片，石，土師器杯，須恵器杯の流れ込みが検出でき，9世紀後半から10世紀と考えられる。

　T－2は，D区北丘陵頂上付近西南斜面に位置する49号住居（古墳後期）の南壁上部から，住居

内にかけて径7糀程の範囲で乗った状態で，住居の中心部より北西に及ぶあたりは，床面より深い

窪みになり，北西部が急斜面となる摺鉢状に検出された。窪み内は更に，3個のピットがあり，そ

の1は住居中央部にあり，底部が40㎝×80伽の東西に長い隅丸長方形で，床面から70伽の深さを持

ち，上部では大ぶり，底近くでは小ぶりの安山岩が，周壁に刺さるように流れ込み，中から粘性の

ある黒色土土中に，鉄絆，炭化物，フイゴ羽口断片が検出された。その2は，窪みの北西寄りにあ

り，径30cηの摺鉢状で，上層が青灰色，深部が朱色に焼けた20c窺程の厚さの粘土層を持つ。住居南

壁からの斜面から，窪みを埋めている粘性のある黒色土中にかけ，多量の鉄緯，フイゴ羽口数個

分，炭化物，10世紀後半から11世紀初頭と考えられる土器片が検出された。T－3は，F区南斜面

頂上付近に位置する91号住居（10世紀後半から11世紀）に，径2惚の範囲で乗り，住居西南壁寄り

でピット状に床面より深い部分もあり，多量の鉄緯，フイゴ羽口断片，土器片が出土している。

　（6）井戸跡

　D区南丘陵南斜面裾野部分，181号住居竈を一部切って掘られている・平面形はほぼ円形で1．9篇

×1．5椛。掘り方は上部がラッパ状に広がって，下に行く程ややすぼまる円筒状を呈している。深

さは遺構確認面から2．2糀の所で調査を断念しているために不明であるが，更に深く掘れる。　ロー

ム層を掘り抜いた壁面はしっかりしていた。出土遺物はなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隷　⑲

　　　　　　　　　　　　　　　r南」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　91号住居出土「糸」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　23号住居出土　　　　　　150号住居出土

馬
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8。梅の木地区

梅の木地区8号住居跡遺構図
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　（8号住居跡土層）

a　暗褐色土層，砂質で軟かく径5獅大のF　Pを含む。

b　黒色土層，砂質であるがa層より締りがあり，FPと小礫を含む。
c　暗褐色土層，砂質で，a・b層に較べて軽石はわずかであり軟かい。

d　淡灰褐色土層，砂質で極細粒子，径2～3彿大の小礫を含む。
e　暗褐色土層，砂質で軟かく，径2c寵大の礫と凝灰質砂岩（燈色）のブ・ックを含む。

f　黒褐色土層，砂質であるがe層よりしまりがあり，凝灰質砂岩のブ・ックを含む。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　挿図39
’尾蝋一讐制騨「1

　上8号住居跡炭化物出土状態

左　8号住居跡全景　　　　　図版25

＼　　、　　　、

腿尋

蛭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　5㎝　　　図版25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ＝＝ヒ＝」
　B区北端の沖積層に深く掘りこまれている住居群中に属する本住居　　　挿図40遺物実測図

は，火災住居としての特色をもつ。規模は5．2×4．mと東西に長く，西壁の走方向はN－250－W

を示す。床面までの深さは58cηと深く，壁面の切りこみは直に落ちている。壁下にはしっかりとし

た周溝が巡っている・施設は，東隅に径700勉・深さ47cη内外の貯蔵穴がある。柱穴は4本とも対角

線上にのり，深さ80～100cπ・径20～30cηをはかる。かまどは見当らず，炉跡と思われる焼土が住

居中央から北東柱穴寄りに，長さ30cη・幅10cηの川原石を伴って検出されたQ遺物は貯蔵穴内から

甕，北壁下中央より堵，その他，高圷の脚部・台付甕の脚部の破片（形が確認可能な）が出土し

た。本住居は，火災住居にしては非常に土器出土量が少なく，完形に近いものは堆のみである。
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梅の木地区16号住居跡遺構図
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　上
図版26

16号住居跡全景

右カマド拡大撫

　　　　　　　蔓議B区中の南端部群に属する本住
　　　　　　　等鯉　　蒙居は，桂川の氾濫による水性堆積

　　　　　　　　　　　砂礫層中に形成されている。規模

　　　　　　　　　　　は4．5×4．0糀と南北に長く，西壁

　　　　　　　　　　　の走方向はN－50－Wとほぼ磁北

　　　　　　　　　　　に近い。住居の掘りこみは51c初と

　　　　　　　　　　　割合深いが，床は南から北へ約15

　漁　　　　　　　　　　cηの差で傾斜している。床面は南

北壁に向うにしたがい砂礫質となり軟かい。壁は砂礫層で脆い壁付近では粘土質で締っているが，

が，壁下には南壁から西壁の寺にかけて周溝が認められる。施設は，東壁中央わずか南寄りに住居

内ぺ大きく張り出したかまどを設置している。焚口幅40cπ・奥行130cπを超す長大なもので，わず

かに壁を掘って煙出しとして低くだらっとした粘土袖をもつQ煙道部はかなり焼けており，使用頻

度の高さを示している。かまど右側には，径50cπ・深さ50cηの貯蔵穴があけられている。4本主柱

穴は対角線上にあり，対角線の交点を中心として描いた円周上にものっている。柱穴の深さ40～50

c舵・径20～300勉である。東南の主柱穴はかまどの右袖の粘土に上をふさがれたような状態で検出さ

れた。遺物はかまど及び貯蔵穴周辺に甕・杯が出土し，北東隅部には焼土が確認された。特に本住

居は，甕の破片（口縁部及び胴部片）の出土量が本遺跡地の中でも最高である。
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梅の木地区16号住居跡出土遺物実測図
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梅の木地区16号住居跡出土遺物一覧表

遺物番号
（写真番号）

1
（1）

2
（2）

3
（3）

4
（4）

5
（5）

器種

圷

杯

圷

甕

小
型
甕

法量（伽）

口径11．3
底径　6．6
器高　5．4

口径11．1
底径　6．0
器高　7．1

口径14．O
（推定）
器高　5、5

口径14．8
現高11．8

口径12．0
（推定）

現高13．9

成　　整形の特徴
・厚い平底が形成された，小型の手捏

状土器。
・口縁部横ナデ。体部外面指ナデ。体
部内面ナデ，指頭圧痕，ヘラ痕が認
められる。底部摩耗。

・1に比較してやや深い手捏状土器。
・口縁部横ナデ。体部外面指ナデ。体
部内面ナデ，指頭圧痕，ヘラ痕が認
められる。

・口唇部はやや内攣し，玉縁状を形成
する。

・口縁部横ナデ，土器を手で持ち徐々
に左方向に回しながら，底部右方向
ヘラ削り。内面はナデの後，右斜め
上にヘラ磨き。

・やや受け口状に広がり，口唇部付近
でゆるやかに外反する口縁。

・口縁部横ナデ，胴部外面縦ハケ。部
分的に横ヘラ磨ぎ。胴部内面指頭圧
痕，指ナデ顕著。

・直立口縁，球形胴に近い形態の土器。
・口縁部横ナデ，胴上半部外面縦ハケ

ナデ後横および斜ハケ目。胴下半部
外面左斜下方へのヘラ削り。胴部内
面指頭痕および指ナデ顕著。

胎　　土

細礫・粗粒砂
を多量に含
有。

細礫・極粗粒
砂を多量に含
有。

粗粒砂・中粒
砂を多量に含
有。

少量の中礫・
細礫多量の極
粗粒砂・粗粒
砂を含有。

粗粒砂・中粒
砂を多量に含
有。

備 考

底部および内面は暗褐
色。体部外面に淡い黄
褐色。焼ぎの脆い土
器。

淡い暗褐色，茶褐色の
焼きの脆い土器。

暗茶褐色をおび，底部
中央付近に黒斑が認め
られる。焼きは良好。

明褐色を主とし，部分
的に灰黒色を帯びる。
二次焼成痕を認める。

暗褐色をおび，胴部に
は黒斑が認められる。

梅の木地区16号住居跡出土遺物

（4）

（1）

（5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図版27　（16号住居跡土層）

a　暗褐色土層，砂質でしまりがなく，浅間C軽石，F　Pと焼土粒子を含む。

（3）

（2）

b　黒褐色土層，砂質だがわずかに粘性も感じられ，浅間C軽石，F　Pを含みまた小礫も含む。

c　黒褐色土層，砂質で灰色の砂質土がブ・ック状に混入し，浅間C軽石，F　Pと焼土粒を含む。

d　暗灰色土層，砂質であるがわずかに粘性も感じられる。
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梅の木地区20号住居跡遺構図
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C区の北端に位置し，本遺跡地最大の住居であり火災住居でもある・規模は8，0×7．3？πと東西に

長く，壁高は390η内外で西壁の走方向はN－120－Eを示す。床面は住居中央部が堅く締って粘土

を貼った形跡がある。施設は貯蔵穴が北東隅と北西隅にあり，北東貯蔵穴は径80伽深さ75伽，北西

貯蔵穴は径50伽深さ45cηで周溝を切っている。住居の周囲には，幅30伽深さ26c形内外の幅広の整っ

た周溝が巡っている。南側周溝内には3個の小ピットがほとんど等間隔に存在し，西側周溝内北西

・南西隅に2個の小ピット，北側周溝内北西隅近くに1個の小ピットが検出された。主柱穴は4本
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　　図版28　20号住居跡全景

ともほぼ対角線上にのり，径1．1～L3糀深さ40～1000πであ

る・また，補助柱穴とみられる小ピットが主柱線わずか壁寄

りで，東に2個，西に1個確認された。炉は住居中央わずか

に北東寄りの良く焼けた床面が該当する。その他，南壁中央

に直交して間仕切り状の小溝と小ピット，北壁下の周溝を切

って段状の掘りこみを検出した。

梅の木地区20号住居跡出土遺物実測図
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梅の木地区20号住店跡出土遺物一覧表
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遺物番号
（写真番号）

　1
（20－1）

　2
（20－2）

　3
（20－3）

　4
（20－4）

　5
（20－5）

　6
（20－6）

器種

台
付
甕

ぼ
杯

堆

台
付
甕

器

台

小
型
壷

法量（o鋭）

口径12．5
器高26．3
底径　8、3

底径11．3
現高　6．8

口径14．6
器高　5．6

現高21，5
底径　7．5

口径　9．6

器高10．1
底径12．0

口径10．0
器高15．1
底径　3．6

成　　整形の特徴
・ゆるやかなS字状口縁，肩の張り，
脚部ハケ目の消滅，胴上半部ハケ目
の間に認められるヘラ削りと新しい
要素を示す台付甕。

・やや中膨みの脚部。脚部外面はハケ
による整形後ヘラ磨き。脚面は粗い
ハケ目。

・浅い底部，中央に円形の凹み。直線
的に広がる口縁部。器面はハケ目後
ヘラ磨ぎ。

・口縁部および胴上半部欠失。1に比
較してハケ目が密に施され，脚部に
もハケ目が認められる。胴・脚部内
面指による整形顕著。

・ゆるやかに外反する器受部。器受部
・脚部との間に小孔は穿たれず，脚
部のみ3孔。器面はハケ調整後ヘラ
磨き。脚部内面指ナデ。

・直線的に広がる口縁部，球形の胴
部，小さな底部。口縁部は細かなハ
ケ目，胴部はハケ目の後粗いヘラ磨
き，底部ヘラ磨ぎ。

胎　　土

粗粒砂含有。
脚接合部に多
量の粗粒砂。

粗粒砂含有。
精選。

細礫・極粗粒
砂を含有。

少量の細礫と
多量の粗粒砂
を含有。

酸化鉄粒，極
粗粒砂含有。

酸化鉄粒を
少量含有。軟
質。

備 考

胴上半部は淡褐色。胴
下半部・内面茶褐色。
脚部・胴中1央部に黒
斑。

淡褐色，裾部に黒斑。
焼きは良好。

淡茶褐色。口縁部には
対称的に黒斑。

胴部内面淡褐色。胴部
外面および脚部には二
次焼成痕顕著。

全体的に茶褐色。焼き
は良好。

全体的に淡い黄褐色。
器面の剥離著しく，底
部付近には黒斑。
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梅の木地区19・22号住居跡

19号住居跡出土の甑セット及び22号住居跡出土の杯類

19号住居跡の甑＋甕＋甕の状態で出土した甑セットは，かまどの左袖に日常そこに置かれたかの

ようで，，甑と甕の接する部分が著しく摩耗し使用頻度の高さを示す。22号住居跡出土の大中小三枚

組土師杯は，同成整形で三枚が重なった状態で出土した。他に，全面ヘラ調整須恵器圷が出土した。

19号・22号住居跡出土遺物実測図

脇二
　／・／で／’

、

イ／
／宿

：ノ1＼

　19号住居跡
　甑セット1

2

30　10㎝

士
　暴
・翼

悪ミ…ぐ

　蕪

〆”↑（　　・

　　軋N
　9、、・

臥
　 rミ

　、　　　駒　　，

餅1砺
　　　　」

へ

〃

／。困川餅， 声

22－2

欝
、

19－2

梅の木地区19号住居跡出土遺物一覧表

←
ら

車
か

22－4

22－3

さ

0

22－1

10㎝

挿図45

遺物番号

19－1

19－2

19－3

器種

甑

甕

甕

法量（o舵）

口径16．6
器高13．1
孔径　4．0

口径13．1
器高15．9
底径　8．2

口径13．1
現高　9．4

成　　整形の特徴
・口縁部の成形痕をとどめる鉢形甑。
焼成後に穿孔。口縁部横ナデ。体部外
面斜め上方ヘラ削り。底部付近細か
なヘラ調整。内面体部下半ヘラ削り一
周。

・口縁部はゆるやかに外反。胴下半部
には屈曲が見られ，不定形な底部に
接合する。

・口縁部横ナデ。胴上半部には縦ハケ
目。下半部および底部は横ヘラ削
り。胴部内面粗いハケ目顕著

・直線的に立ち上り，口唇部でゆるや
かに外反する口縁。横ナデを施すが
成形時の痕跡明瞭。胴部外面ハケナ
デの上に粗いヘラ磨き。内面横ハケ
ナデ。

胎　　土

少量の細礫
と，多量の粗
粒砂や中粒砂
を含有。

中礫や細礫は
少量含有し，

粗粒砂は多量
に含有。

中礫・細礫・
粗粒砂等を多
量に含有。

備 考

淡い暗褐色。対称的位
置に黒斑を認める。器
面は著しく剥離。焼き
は脆い。

全体的に赤味を帯びた
淡褐色。口縁部は著し
く摩耗し，胴部表面は
薄く剥離している。

淡い茶褐色。口縁部周
辺に二次焼成痕を認め
る。

梅の木地区22号住居跡出土遺物一覧表

遺物番号
（写真番号）

22－1
（22－1）

22－2
（22－2）

22－3
（22－3）

22－4
（22－4）

器種

圷

杯

圷

須
恵
杯

法量（6舵）

口径13．1
器高　3．7

口径17．2
器高　4．9

口径16．3
器高　4．6

口径13．1
器高　2．9
底径　8．8

成　　整形の特徴
・底部中央は厚く，指頭圧痕が残る浅
い杯。口縁部は横ナデ，底部は左方
向にヘラ削り。

・内湾し，口唇部でやや外反する口
縁。口縁部横ナデ，底部ヘラ削りを
施した大型の杯。

・口縁部がやや直線的に広がる大型
圷。口縁部横ナデ，底部左方向ヘラ
削り。指頭圧痕。

・・ク・右回転に用い成形。底部切り
離し後底部全面ヘラ調整。体部の半
周に自然紬がかかる。

胎　　土 備 考

粗粒砂・中粒1全体的に淡褐色で，内
砂を含有。　　面は摩耗している。

細粒砂を多量
に含有。

細粒砂を多量
に含有。

含有鉱物の溶
出，黒色斑点
状に存在。

淡褐色で，口縁部内面
に著しい摩耗。

全体的に淡褐色。焼き
は良好。

淡い暗灰色で，焼きは
堅緻である。
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竪
穴

住
居
跡
遺
構
一
覧
表
（
梅
の
木
地
区
）

1 8 ！

住 居 番 号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

形
　
　
状

壁
走

向
方

　
　

形
N－

35
0－

W（
東

）

方
　

　
形

N－
22

。
一

W（
西

）

　
？

ヵ
マ

ド
め

中
心

縦
を

主
軸

N－
25
。
一
W
（
西
）

方
形
or

長
方
形

N－
2Q
－
W（

西
）

長
　
方
　
形

N－
1。

一
W（

西
）

長
　
方
　
形

N－
26
。

一
W（

西
）

隅
丸
方
形

N－
3
70

－
W（

西
）

長
　
方
　
形

N－
25
Q－

W（
西
）

長
　
方
　
形

N－
25
．

5Q
－

W（
西

）

方
　

　
形

N－
37

．
5
Q－

W（
西
）

方
　

　
形

N－
OQ
－
W（

西
）

隅
丸
方
形
or
隅
丸
長

方
形

N－
1
1。

5
。

一
W（

東
）

方
　
　
形

1
3 　
N－

23
。

一
W（

西
）

14 1
5 16

方
　

　
形

N－
21

．
5Q

－
W
（

西
）

方
形
or

長
方
形

N－
1
3．

5
。

一
W（

西
）

長
　
方
　
形

N－
5。

一
W（

西
）

　
・

規
模
（
那
）

（
長
壁
×
短
壁
）

壁
高

（
oπ

）

4．
00

×
3．

80

　
25

3。
60

×
3。

52
28 9

3
．
5
0×

？

　
35

4．
10

×
3．

00

　
28

4．
00

×
2．

60

　
41

5．
00

×
4．

80

　
39

5
．
20

×
4
．
10

　
58

4．
40

×
3．

80
28

3。
50

×
3．

30
23

4．
6
0×

4
．
30

　
44

4．
30

×
？

　
32

4．
10

×
4．

00

　
58

6
．
10

×
5
．
80

　
60

3
．
90
×
？

　
4
5

4．
50

×
4．

00

　
51

床
面

積
（

寵
）

15
。

2

12
．

67

9 ？

12
．

30

10
．

40

24
．
0

21
．
32

16
．

72

11
．

55

19
．

78

9

16
．

4

35
．

38

9 18

か
ま
　
ど

位
置

東
壁

中
央

北
　

壁

？

北
壁

中
央

東
壁

中
央

東
壁

わ
ず
か

に 南
　

寄

東
壁

わ
ず

か
に 南
　
寄

北
壁
中
央

9

東
壁

わ
ず

か
に 南
寄

り

つ
く

り
幅

（
6窺

）

粘
土
・
支
脚

に
高
圷
35

粘
土
・
袖
甕

支
脚
小
壷

50

？

粘
土
40

カ
マ
ド
内
土

師
圷

粘
土
50

カ
マ
ド
内
土

師
杯

粘
土
40

石
製
支
脚

（
川
原
石
）

粘
土
50

粘
土
60 ？

粘
土
40

周 溝 O ○ 9 ○ O O × ○ × × ○
・

× O O
（

一
部

）

× O
（
一
部
）

柱 穴 ○
（

5） ○
（

4） ○
（

4） ○
（
3＋

α
）

× × ○
（

4） ○
（

4） ○
（

4） ○
（

4） O
（

4） × ○
（

4） ○
（

4） O
（
2＋

α
）

O
（

4）

貯 蔵 穴 ○
（
2，

円
）

○
（
円
） 9 ○

（
円
）

○
（
円
） O

（
隅
丸
）

× ○
（
円
）

○
（
円
）

○
（
円
）

○
（
円
） × O

（
円
） × 9 O

（
円
）

備

（
数
字
の
単
位

は
碗
）

考

火
災
住
居
。
焼
土
が
厚
く
堆
積
し

そ
の

下
か

ら
大

量
の

土
師

器
。

焼
土

は
火

の
子

よ
け
か

。
黒
色
土
上
に
粘
土
で
カ
マ
ド
を

作
る
。

（
除
湿
用
か
）
壁
，
床
と
も
し
っ
か

り
し

た
・

一
ム

層
。

H－
1に

切
り

込
ん

で
い

る
部
分

は
貼

床
。

壁
は
直
に
掘
り
込
ま
れ
て
い
る

。

間
仕
切
り
あ
り
。
貯
蔵
穴
脇
に
壁
に
沿
っ
て
白
色
粘
土

塊
と
土
器
散
乱
，
カ
マ
ド
は
未
掘

部
か

。
栗
の
木
の
麗
乱
で
床
面
が
デ
コ
ボ
コ
。

南
壁
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

東
壁

一
部

未
掘

，
床

面
は

堅
く

し
ま

っ
て

い
る

。
カ
マ
ド
は
北
壁
か
ら
だ
と
焼
土

の
塊

が
流

れ
た

様
子

。

砂
地
に
掘
り
込
ん
で
あ
る
た
め

床
が
わ
か
り
に
く
い
。

壁
も

砂
礫

層
。

中
央

北
壁

寄
り

に
焼
土
（
炉
跡
か
）
。

火
災
住
居
。
床
面
は
堅
く
し
ま
っ
て
い
る
が
砂
質
。

遺
物

出
土

量
が

非
常

に
少

。
ほ

ぼ
中

央
に

炉
跡

。

黒
色
土
層
（
沖
積
層
）
に
掘
り
こ
ま
れ
て
床
も
黒
色
土

で
炉

跡
は

北
東

の
柱

穴
脇

。
か

た
く

し
ま

っ
て

い
る

。
カ
マ
ド
は
壁
を
掘
ら
ず
に
粘
土

を
壁

に
つ

け
て

作
る

。
貼
床
（
黒
色
土
）
の
可
能
性
あ

り
，

壁
は

砂
質

で
も

ろ
い

o

カ
マ
ド
の
作
り
は
H－

10
と
同

様
。
壁
は
砂
質
で
も
ろ

い
。
貼
床
（
黒
色
土
）
で
あ

ろ
う
。
貯
蔵
穴
中
に
甕

（
完

形
に

近
い

。
）

H－
13

に
半
分
以
上
を
切
ら
れ

て
い

る
た

め
プ

ラ
ン

は
定
か
で
な
い
。

間
仕

切
り

と
考

え
ら

れ
る

も
の

あ
り

。
カ

マ
ド

は
H－

10
，

11
と

同
様

の
作

り
。

白
色

粘
土

塊
が

南
壁

寄
り

に
。
貼
床
（
黒
褐
色
土
）

壁
は

砂
礫

。
床

は
し

ま
り

が
な
い
。
カ
マ
ド
の
粘
土
袖

が
ダ

ラ
ッ

と
長

く
の

び
焼

土
が
広

く
散

乱
。

東
側
は
調
査
区
外
の
た
め
約
勃
部

分
を
調
査
b・

ご
破
片
が
多
く
，
流
れ
込
み
の
遺

物
も

多
量

。

壁
は
砂
礫
層
。
カ
マ
ド
は
壁
を

わ
ず
か
に
掘
っ
て
粘
土

で
作

る
。

貼
床

。

重
複

関
係

回
→

2

1→
囮

1→
團

1圃
一

6

5
→

囹

囮
→
1
3

1
2
→
圖

1
9
→
図



1 灌 1

住 居 番 号 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

形
　
　

状

壁
　

走
　

向

方
　
　
　
形

N－
17
。

一
E（

西
）

9 9

長
　
方
　
形

N－
1
2．

5
。
一
E（

西
）

規
模
（
彿
）

（
長
壁
×
短
壁
）

壁
高
（
o舵

）

5．
60

×
5．

30

　
40 9 ？

8。
00

×
7．

30

　
39

　
　
9

N－
5
。
一
』
E　

　
　
？

（
カ
マ
ド
の
中
心
線
）
…

方
　

・
　
形

N－
20

。
5Q

－
E（

西
）

長
　
方
　
形

N－
10
Q－

E（
東

）

方
　
　
　
形

N－
5。

一
E（

西
）

長
　
方
　
形

N－
6．

50
－
W（

東
）

方
　
　
　
形

N－
6．

5Q
－
W（

西
）

　
　
9

N
－
1g
o
⊥
W
（
東
）

長
　
方
　
形

N－
4．

5Q
－
E（

東
）

長
　
方
　
形

N
－
25
。
一
E（

東
）

？

3．
10

×
3。

00

　
20

4．
80

×
3．

90

　
20

5．
90

×
5．

90

　
33

床
面

積
（

葡
）

29
．
68

？ 9

58
．

4

？ 9．
3

1
8．

72

34
．

81

4
．

40
×

3．
80

　
　

’

　
46

3．
90

×
3．

80

　
40

？

2。
30
×
？

　
30

3．
9
0x
？

　
26 9

16
．

72

14
．

82

？ 9 9 9

か
，
ま
　
ど

位
　

置

東
壁

南
寄

9 ？

北
　

壁

東
壁

南
寄

東
壁

南
寄

東
壁

南
寄

東
壁

南
寄

1

東
壁

南
寄

東
　

壁

東
壁

南
寄

東
壁

南
寄

？

つ
く

り
幅
（
6寵

）

粘
土
50

支
脚

・
堆

・
杯

粘
土

（
黒
色
土
の
上
）

粘
土
50

粘
土

粘
土
40

袖
・

砂
質

凝
灰
岩

粘
土
80

カ
マ
ド
内
に

甕 粘
土
60

石
製

支
脚

粘
土
48

カ
マ
ド
内
土

師
圷

粘
土
30

カ
マ
ド
内
大

型
塊

粘
土

支
脚
高
杯

壁
を
切
り
込

む 　
40

粘
土
30

袖
・

円
筒

埴
輪

？

周 溝 O 9 ？ O ？ X × O × × 9 × ×

柱 穴 ○
（

4） ○
（
3＋

α
）

9 ○
（
奈
巷
）

？ × ○
（
2＋

α
）

○
（

4） ○
（

4） ○
（

4） 9 × ×

貯 蔵 穴 O
（
円
） X ？ ○

（
2，

円
）

9 ○
（
円
）

○
（
円
） O

（
長

方
形

）

○
（

楕
円

）

○
（
円
）

○
（
円
） O

（
円
）

○
（
円
）

備

（
数
字
の
単
位
は
0舵

）
．

考

火
災
住
居
。
カ
マ
ド
は
粘
土
を
多

量
に

使
っ

て
堅

固
に

作
ら
れ
て
い
る
。
壁
は
砂
礫
層
。

H－
17
に

ス
ッ

ポ
リ

入
り

込
ん
で
い
る
た
め
か
壁
が
確

認
で
き
ず
，
カ
マ
ド
は
黒
色
土
上
に
作
ら
れ
る
。

調
査
区
外
の
た
め
プ
ラ
ン
が
確
認

で
き

ず
，

カ
マ

ド
周

辺
の

み
調

査
。

カ
マ

ド
周

辺
の

土
器

出
土

量
が

多
い

。

焼
失

住
居

。
幅

約
25
醜

～
30
餓

の
周
溝
iが

全
周
し
て
い

る
。
北
東
柱
穴
の
脇
に
炉
跡
あ
り
。

壁
の
立
ち
上
が
り
が
不
明
確
。
カ
マ
ド
の
み
把
握
可

能
，
遺
物
出
土
な
し
。

黄
灰
色
の
砂
質
土
に
掘
り
こ
ま
れ
て
い
る
た
め
壁
が
非

常
に
脆
い
。
壁
を
切
り
込
ん
で
カ
マ
ド
を
作
る
。

住
居
杜
の
西
側
部
分
碗
程
井
戸
状

ピ
ッ

ト
に

切
ら

れ
て

い
る

。
焼

失
住

居
。

全
面

に
焼
土
散
布
。

壁
は

直
に

立
つ

が
砂

礫
層

。
床

は
し

ま
り

が
な

い
。

貼
床

・
カ

マ
ド

は
袖

が
長

く
よ

く
焼
け
て
い
る
，
遺
物

は
南

壁
に

多
い

。

北
壁
は
後
世
の
麗
乱
を
受
け
て
い
る
。
壁
・
床
と
も
砂

礫
で

脆
い

。
カ

マ
ド

の
袖

長
く

，
カ
マ
ド
先
端
に
甕
・

貼
床
。

砂
礫
層
に
掘
り
込
ま
れ
る
。
南
壁
に
張
り
出
し
。
貼
床

の
可

能
性

。

東
壁
周
辺
部
の
み
調
査
可
。
カ
マ
ド
周
辺
に
焼
土
多

し
。

ト
レ
ン
チ
に
か
か
っ
た
の
は
全

体
の

％
。

浅
間

Bの
軽

石
と
灰
層
下
約
30
磁
の
と
こ
ろ
に
掘
り
込
ま
れ
る
。
壁

・
床
と
も
砂
質
土
。

カ
マ
ド
断
面
の
み
確
認
。

重
複

関
係

囮
→
18

1
7
→
圏

圃
→
1
4

圏
→

巷
馨

圏
→
29

2
8
→
國



1 臼 1

遺
　

物
　
一
　
覧
　
表
　
（
梅
の
木
地
区
）

住 居 跡 番 号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

土
師

杯
類

平
底
タ
イ
プ

al
　

a
2　

　
b　

　
C

（
雲
学
唇
）

1

2 1

1 1

1 1 1 2

丸
　
底
　
タ
　
イ
　
プ

d　
　
e　

　
f　

　
g　

　
h

1 2 1 1

1 1

2 1 1 1

1 1 1
（
1） 3 1

4 2 1

（
1） 1 1 1 3

須
恵

器
タ

イ
プ

1　
　

J　
　

k

2 1 1 1 1 1 3

1 1
（
1） 2 3

1 2 1 1 2

塊 （
1） 3 2

大
1

　
1 1 2

杯 類 合 計 7 2 4
2（

1） 7 8 5
6（

3） 7 3 4 9 12

煮
沸
用
土
器

脚 付 甕 3 3 4 2

甕

大
1

7（
1⑨ 4

4（
2）

5（
3）

小
（
1）

3（
1）

大
4

小
2

大
1

2（
3） 4 1

特
大
2

中
　

2
小

　
4

3（
3）

2（
1）

9（
2）

4（
9）

甑 3 1 1 1 2

1（
？
） 3

大
2

小
1

壷

1

短
1

　
（
1
）

　
2

（
腺

タ
ィ

プ
）

同 圷

1（
5）

11 1・

1

13

3

（
1）

小
（
1）

短
1

大
1

中
1

小
2

2 1
（
1
） 1

堆 2 1 3 1
（

1
）

（
2）

器 台 1

そ
　
の
　
他

土
器

量
多

砥
石
1

1砥
石
1

堵
は
カ
マ
ド
内

土
製
品
1

（
北

壁
西

側
に

沿
う

）

甕
は
埴
輪
状
の
ハ
ケ

目
が

つ
い

て
粗

雑

圷
に
鬼
高
H

の
様

相
（

カ
マ

ド
内

）

砥
石
1

石
製

品
1



i ま 1

住 居 跡 番 号 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

土
師

圷
類

平
底
タ
イ
プ

a
l　

a
2　

b
　

c
（
譲
学
唇
）

1 1

2 1

1 1

1

丸
底

タ
イ

　
プ

d　
e　

　
f　

　
g　

　
h

1 3 2

1 1
2 1

2 1

須
恵

器
タ

イ
プ

1　
　

J　
　

k

1 1 3 1

1 3 1

1

塊

大
1

2 3

大
1 1

杯 類 合 計 9 16 8 2 4

煮
沸
用
土
器

脚 付 甕 9

甕 6（
3）

小
2 1

大
1

中
6

小
1

9（
1）

小
1

1奉
蔦
（
の

甑 1 3

1糸
（

1）
12

12
11
（
2）

壺

小
1

小
1

同 圷 1 5 15

（
1） 3

増 4

器 台 1

そ
　
の
　
他

甑
が
甕
と
セ
ッ
ト

で
重
な
っ
て
出
土

砥
石

3
鉄
製
品
3

須
恵
圷

土
師
杯
，
大
，
中
，
小

皇
宋

通
宝

，
喜

祐
元

宝
治

平
元

宝
，

熈
寧

元
宝

元
豊

通
宝

，
元

祐
通

宝

覆
土
上
層
よ
り

須
恵
杯
2

羽
釜
1

灯
明
皿
2

高
台
塊
，
円
筒
埴
輪

カ
マ

ド
断

面
の

み

　
遺
物
の
数
は
，
住
居
跡
に
つ
く
も
の
の
個
数
。
（
　
）
は
小
片
。

al
二
平
底
，
内
斜
口
縁
　

　
　

　
　

a2
＝

a1
の

丸
底

タ
イ

プ
　

　
b
二
平
底
，
外
反
口
縁
（
椀
型
）

e＝
丸
底
，
内
側
に
稜

有
口
縁
　
　
f＝

丸
底
，
内
斜
口
縁
　
　
9二

丸
底
外
反
（
短
）
口
縁

j
＝

須
恵

器
タ

イ
プ

，
外

斜
口

縁
　

k＝
須

恵
器

タ
イ

プ
，

内
斜
口
縁

c＝
平

底
，

内
わ

ん
口

縁
（

鉢
型

）

h二
丸

底
，

内
わ

ん
口

縁

d＝
丸

底
，

外
反

（
長

）
口

縁

i＝
須
恵
器
タ
イ
プ
，
直
立
口
縁



　9。　ま　と　め

　昭和56年度の調査では以下のことが確かめられた。

Q荒砥村第62号，64号墳を確認，調査しえた。第62号墳は残っていた墳丘4分の1と周堀を調査し

た。主体部は完全に消失していたが墳丘盛土の基盤層がニツ岳系軽石を含む黒色土層であったこ

と，墳丘に葺石がなく，埴輪片を少量出土したことなどから6世紀後半から7世紀前半あたりに築

造時期を比定しえようか。墳丘規模は推定で直径約24鵬Q第64号墳は取り付け道路部分にかかる34

㎡のトゾンチ調査をしたのみであったが上幅約11糀の周堀を確認。墳丘規模は直径約36糀Q

Q　C区は埋土中に浅間C軽石を含み，弥生式土器を伴う住居13軒を検出した。赤井戸系，樽系の土

器が共伴し，また，石田川系の影響もみられ，各々の住居間には多少の時期差があるものの全体と

してはC軽石降下以降，　4世紀後半あたりの古墳時代移行期に比定しえようか。D区は15軒の弥生

式土器を伴う住居を検出した。C軽石純層が埋土中に検出された住居（172号，179号住居）を除い

ては樽系の櫛描文土器がC区に比べて多く，石田川系の土器も混在していて全体としてはC区とほ

ぼ同じ時期と推定される。

・集落の主体をなすものは古墳時代後期鬼高H～皿の時期の住居で108軒を検出した。　6世紀後半

以降7世紀代が中心になると思われる。

Q奈良時代後半から平安時代にかけての住居は40軒検出した。下限は生活用品が土師器だけに限定

され，土釜が出現する11世紀代以降と思われる。

Q周溝墓はD区南丘陵に渡りのあるもの4基，　F区に渡りのないもの4基を検出した。いずれも埋

土中にC軽石を含み，出土した土器からはほとんど時期差が認められず4世紀後半に比定されよ

うQ

Q昭和55年度調査に引き続きD区丘陵東側縁部分に中世の墓横4基を検出した。板碑（明徳4年？

一1393年），銭（元豊通宝一1251年以降，洪武通宝一1368年以降）を出土した。

Q大室元城跡は，径90糀のほぼ円形に設定され，プ1ランにそって内側に部分的に断続しながら堀が

造られ，遺物はその中から集中して出土した。

　梅の木地区

Q竪穴住居跡は古墳時代前半から在り，鬼高Hの時期から真間期にかけての遺構が検出されなかっ

たが国分期になると再び検出されるようになる。全部で30軒を調査。

Q集落の主体をなすものは古墳時代後期鬼高1の時期の住居で16軒を検出した・

Q鬼高1の時期の住居は柱穴が住居の対角線上に乗り，かつ対角線の交点を中心にした円周上にも

乗る例が多く，貯蔵穴の位置とともに極めて企画性が強い。また，梅の木地区ではこの時期から煙

道部が壁外にほとんど出ず長い粘土袖を住居内に張り出した竈が多く付設されている。

Q古墳時代前期から中期（石田川期～和泉期）にかけての住居は6軒中3軒が火災住居であった。

一67一
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69号住居出土

12号住居出土
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図版31

梅の木地区遠景（東より西を望む）
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整理作業員　　金井　君江　　亀井　弘美　　柴崎まさ子　　鷹巣　大城　　中束　彰子

洞口恵美子

発掘作業員　　久保千代子　　根岸　いく　　小保方静子　　入沢　やい　　天沼キヨノ

橋本　タキ　　内藤美代子　　牧野せつよ　　吉田　寿代　　小林　初子　　星野　辰男

天沼福太郎　　小屋　政雄　　高橋　省三　　石井長太郎　　大沢くに子　　吉田かほる

吉田美智子　　棚橋きぬ子　　高橋やすの　　星野ちか江　　山田　記子　　松本　　保

萩原　信幸　　吉田婦志子　　根岸うめの　　滝沢　　靖　　萩原　英子　　梅沢　　晋

吉田節也上原今朝雄吉田節子下山良雄阿久沢岩吉羽鳥馨
細谷　文雄　　登山　健一　　木村はる子　　岡　　好江　　内田　こう　　阿部　ふく

内田　マツ　　内田みつ代　　茂木　光子　　岡　　たけ　　伏島　栄子　　関根　勝美

吉田アツ子　　関根　　汀　　吉田　静江　　須藤東亜子　　石井　春枝　　久保　ヒデ

久保もり子　　棚橋うし子　　萩原　　操　　森田はるゑ　　萩原チエ子　　内藤　たか

萩原　和子　　山田　きみ　　木村かく乃　　内藤きん子　　藤原サト子　　浜岡　きく

浜岡　秋伸　　星野　さと　　古松英太郎　　横沢　信子　　荒木　安治　　細谷　重子

（順不同）他，多数の方々に御協力いただきました。
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